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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次








シンデレラ王～罪を抱く二人～




もしも再び会えたなら








あとがき








ギャラリー
















シンデレラ王～罪を抱く二人～
















　紙とインクの匂においに満ちた図書室で、僕は枯かれ枝えだのような母の指を包み込む。

　本当は強く握にぎり締しめたかったけれど、力を入れると折ってしまいそうで怖こわかった。

　今にして思うと、この時の僕は子供心に母の死を予期し、それが幸福な日々の終わりであることを察していたのかもしれない。

「私の可愛かわいい、エラルド坊ぼうや……私の天使……この魂たましいの半分は神の御み許もとに行くけれど、残りの半分は貴方あなたの傍そばに残るわ。この家の屋根になって貴方を雨から守り、壁かべになって風から守る。そしてここにある一冊一冊の書物にも宿って……貴方がたくさんの物語の世界に旅立つ時に、一いつ緒しよに出かけていくわ」

「母様……僕を置いていかないで」

　頑がん張ばって泣かないよう我が慢まんしたけれど、勝手に声が震ふるえ、涙なみだが溢あふれてしまった。

　貿易の仕事をしている父は、この頃ころ、危き篤とくの知らせを受けて馬を走らせていたらしい。

　大勢の使用人達が図書室の入り口に控ひかえていて、皆みなが皆、心を籠こめて祈いのってくれていた。

　少し前まで母は女主人の部屋で寝ね起おきをしていたけれど、臥ふしがちになってからは、天てん蓋がいも何も付いていない簡素なベッドを図書室に置いて使っていた。

　母は本が好きだったから、ベッドにいても本を選べるようにそうしたのだと思っていた僕は浅はかで、図書室に移った時にはもう、母は自分に残された時間を知っていたのだ。

「母様……っ、僕を守ってくれなくていいから……ただずっと傍にいて！　半分だって神様の御許に行かないで！　僕が母様を守るから……すぐに大きくなるから！」

「ごめんなさい……どうか、許してね……貴方が、この屋や敷しきで大きく立派な青年に育つのを、楽しみに見守っているわ。もしも……つらいことがあった時は、本を開いて。きっと、新しい世界と、素す晴ばらしい出会いがあるわ。貴方は決して独りじゃないのよ」

「母様！　待って、母様！」

「愛しているわ、私の坊や」

　声を振ふり絞しぼって答えてくれた母は、驚おどろくほど強い力で手を握ってくれた。

　元より青白かった母の顔から、一いつ切さいの赤みが失うせていくのを僕は見ていた。

　太陽が地平線に吞のみ込まれる様子と似ていると感じたのを、よく憶おぼえている。

　今夜を最後に世界は終わり、夜明けは二度と来ないのだと──そう思っていた。
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　清らな水と、豊かな緑に恵めぐまれた王国、アシェンプテル──この国の城から西に遠く離はなれた森の向こうに、少年エラルド・ジェームズが暮らす屋敷がある。

　ジェームズ家は貴族位を持たない平民だったが、広い農地を持つ地主で、エラルドの父親は貿易商として成功を収めていた。そのうえ亡なき母親は、城に隣りん接せつする王立図書館で女性初の副館長を務め、平民出身でありながらも一目置かれる知識人として名を残している。

「僕よりも父様のほうが悲しそうで、あまり泣いてはいられないね」

　エラルド少年は、喪もが明けるなり使用人達に向かっていった。

　蜂はち蜜みつ色のブロンドと蒼サフ玉アイ石アの眼まなこ、薔ば薇ら色いろの頰ほおを持つ天使の如ごとき少年の微笑ほほえみに、屋敷中の人々が笑え顔がおになった。目を潤うるませ、肩かたを震わせながらも揃そろって笑う。

　幸か不幸か、最愛の母を亡くしても世界は終わらず、夜明けはいつも通りやって来ることを少年は思い知った。泣き暮れても腹は減り、眠ねむくなり、目覚めれば次の朝になっている。

　死によって生きることを実感した少年は、母親が恋こいしい年頃にもかかわらず悲しみに耐たえた。

　遺ゆい言ごんに従って多くの本を読み、そのために語学に励はげみ、未知の世界に心を飛ばした。

　そうして読書に没ぼつ頭とうしながらも、少年は現実を生きることも忘れなかった。

　面おも白しろい冒ぼう険けん小説を読んでは剣けん術じゆつや馬術に力を入れ、川で泳ぎ、恋れん愛あい小説を読んでは詩を書き、貴族的なダンスも豊ほう穣じようを祝う農民のダンスも踊おどる。元より得意だったピアノやヴァイオリンの稽けい古こも欠かさず、朝から晩まで何かを学び続けた。

　如何いかなる物語の主人公にもなれるよう懸けん命めいに励んだのは、この屋敷や一冊一冊の本に宿り、見守っているといってくれた母親を喜ばせるためであり、悲しむ間を潰つぶすためでもあった。

「エラルド、急なことで驚くと思うが、実は新しい妻を迎むかえようと思っている。未亡人だが、隣りん国ごくオーデンの男だん爵しやく夫人だ。それも生まれながらの貴族だぞ」

　妻女を喪うしなったことで十も老ふけたように見える父親がそう切りだしたのは、エラルドの母親が身み罷まかった三年後のことだった。裕ゆう福ふくな男が後妻を娶めとるのは当たり前の話であり、父親の笑顔を久しぶりに目にしたエラルドは、ようやく訪れた幸せを一緒になって喜んだ。

　恋愛小説を読んではいても、男と女の間にあるものをまだ深く理解していないエラルドは、この縁えんを結んでくれたのは父を心配した母なのかもしれないとすら思っていた。

「新しい奥方には息むす子こさんが一人いて、お前より二つ年上だ」

「わ、あ……では、僕には兄様ができるんですね、とても嬉うれしいです！」

「ああ、それについて一つ報告があるのだが、この再さい婚こんにより、土地や屋敷の相続人は彼女の息子にするという約束を交かわすことになった。だが今後どうなろうと、お前には母親が遺のこした財産がある。もしものことが起きても生活に困らないよう、大事にしなさい」

　エラルドは暖だん炉ろの前に立って父親の話を聞きながら、「はい」と答えた。

　母親は贅ぜい沢たくを好まない人だったので、宝ほう飾しよく品ひんなどは至し極ごくわずかしかなく、財産といえるのは屋敷の図書室にある書物だけだ。確かに一財産といえるほど価値のある蔵書が揃っているが、売るわけにはいかないため、生活を支えるものと考えるのは抵てい抗こうがあった。

「彼女の息子には会っていないが、貫かん禄ろくのある聡そう明めいな少年だと聞いている。仲よくしなさい」

「はい！　新しい母様とも兄様とも仲よくします。心配しないでください」

　エラルドはにこやかに笑って父親を安心させたが、幼いながらに跡あと取とりとしての自覚を持ち、屋敷には母親の魂が宿っていると認にん識しきしていたエラルドにとって、土地も屋敷もすべて他人の手に渡わたることは少々戸と惑まどう話だった。

　しかし他人だと思うのは今だけで、これから先、その人は自分の兄になるのだと考えれば、心こころ穏おだやかでいられる。一人っ子のエラルドには、兄という存在が魅み力りよく的に思えたからだ。

　何より、そんな約束を交わしてまで父親が結けつ婚こんしたがる貴婦人に興味があった。

　きっと、一緒にいるだけで幸せになれるような素晴らしい人なのだろう。

　隣国の貴族なのだし、想像もつかないくらい上品で教養があって、彼女からも義兄あにからも、学ぶべきことが山ほどあるに違ちがいない。書物では得られないものがたくさん得られる気がして、エラルドの胸は期待で膨ふくらみ切っていた。
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　生まれながらの貴族である継母ままははと義兄が屋敷に来て一年が経たち、少年エラルドは、この縁を結んだのが亡き母ではないことを確信していた。

　新しい奥方を迎えることで、父親が若く元気になってくれたらと期待していたが、それは完全に裏切られ、ますます瘦やせ衰おとろえた老人のような父親を見ているのがつらい。

　初めて会った者はエラルドの祖父だと勘かん違ちがいするほどで、髪かみも鬚ひげも真っ白に変わり、妖よう艶えんな毒婦に生気を吸い取られた抜ぬけ殻がらの様相だった。

「ああ嫌いやだ嫌だ、牛や豚ぶたの臭においがするわ！　これだから田舎いなかは嫌なのよ！　エラルド、今すぐ風向きを変えてちょうだい！　高貴なお客様の鼻が曲がったらお前のせいよ！」

　女王の如く贅沢なドレスを着た継母が、象ぞう牙げと羽根の扇おうぎを手に金切り声を上げる。

　屋敷の主あるじが仕事に出ている間に夜な夜な賭と博ばく集会を開き、損をしては文句をいっていた。

　風向きなど誰だれにも変えようがなく、エラルドにいわせれば牛や豚の臭いよりも煙草たばこや香こう水すいの臭しゆう気きのほうが余よ程ほどきつくて鼻が曲がりそうなものだったが、逆らうわけにもいかない。

　使用人と協力して南側の窓をすべて閉じ、煙けむくならないよう北側の窓を開けて、馬ば鹿か騒さわぎが終わって客人が帰るのをひたすら待った。

「エラルド坊ぼつちゃま、もうお休みになってください。あとはあたしらがやりますから」

「そうはいかないよ。男爵夫人がいくら負けてるか、僕がちゃんと記録しておかないと」

「見み咎とがめたところで、やめるような御お方かたではないでしょうに」

「それはそうだけど、父様が帰ってきた時に正確な数字を報告したいんだ」

　エラルドは乳う母ばでもあるメイドのハンナにそう答えたが、実のところ数字を記録するよりも重大な役目を担になって深夜まで起きていた。

　つい先日、継母が賭博で大負けした時のこと──彼女は自分を負かした貴族の男に向かって、「とても払はらえないわ。寛かん容ような夫もさすがに怒おこるでしょうよ」と支し払はらいを渋しぶると、金の代わりに、「この屋敷で最も美しいメイドを、奴ど隷れいとしてお持ち帰りになって」といいだしたのだ。

　その場に強ごう引いんに連れてこられたメイドに、「いう通りにしなければ宝石を盗ぬすんだと訴うつたえて、縛しばり首にしてやるわ。貴族の私が正式に訴えたら勝ち目はないのよ」といって脅おどしていた。

　エラルドが割って入って最悪の事態は回かい避ひできたが、再びあんなことがあったらと思うと、吞のん気きに眠ってはいられない。

　この家から金以外のものが失われないよう、見張るのが自分の役目だと思っていた。

　金とて本来なら減らしたくはないもので、財産を増やすには大変な労力と時間を要するが、減らすのは実に簡単で早いことを、エラルドは子供ながらに理解した。継母が来てから一年のうちに貯ちよ蓄ちくは激減し、すでに何人もの使用人に暇ひまをやっている。

「奥様が如何に財産を使い込んでいるか報告したところで、離り縁えんは無理ですよ。旦だん那な様は平民、奥様は……あれでも貴族様ですからね。旦那様のほうから離縁することは許されません。ああ、貴族ってのはいったいなんなんでしょうねぇ、あたしにはよくわかりませんよ」

「貴族というのは、特権を持って生まれた人のことだよ。その特権を、神に与あたえられた崇すう高こうな使命として謹つつしんで受け止め、持たぬ者のために正しく使う者が真の貴族であって、与えられたものを貪むさぼるだけなら豚と同じだ」

「まあ……っ、まあ坊ちゃま、そんなことをいうと縛り首になってしまいますよ」

「ごめんなさい、今のはいい過ぎだったかな。豚は人の腹を満たしてくれるから、豚のほうが上等な生き物だよね。豚に謝らなくちゃ」

「坊ちゃま……っ」

「今のは内ない緒しよだよ。さあ、少しでも長く休んで」

　ふふっと笑ったエラルドは、ハンナの背中を押して下がらせる。

　エラルドは朝食の支し度たくが済む頃ころに起きればよい立場だが、使用人達は鶏にわとりが鳴くと同時に働き始めなければならない。女主人の夜遊びが明け方まで続いても、農作業や洗せん濯たくを始める時間や、市場に買いだしに行く時間は変わらないのだ。

　煙草の煙けむりが充じゆう満まんするサロンの外から、エラルドは貴族の醜しゆう態たいをじっと見つめる。

　酒を呷あおり、賭かけ事に興じ、不ふ倫りんの恋こいの話ばかりしている彼ら──貴族について考えていた。

　ハンナに向かって口にした言葉は書物からの受け売りではなく、エラルド自身の言葉だ。

　無む垢くな少年の目には、継母のサロンに集まる貴族達が、人間として恥はずかしい、実に下等な豚以下の生き物に映る。

　神は何な故ぜ、父と母のような、或あるいはハンナと彼女の夫のような、生き真ま面じ目めで思いやりのある男女を貴族としてこの世に誕生させなかったのだろうか。何故、継母のような、浪ろう費ひ家で遊び好きで無む慈じ悲ひな女性を貴族の令れい嬢じようとして誕生させたのだろうか。

　そこには何か理由があるのか、それともすべては偶ぐう然ぜんなのか。

　もしも、与えられた特権や環かん境きようが人を作るのだとしたら、浪費家の貴族を責めるのは間違いなのかもしれない。

　何しろ彼らの人生には、平民が想像もつかない誘ゆう惑わくが付き纏まとう。

　その蜜みつの味を知らず、抗あらがいがたい誘惑に打ち勝ったわけでもない者が、敗北して怠たい惰だの海に溺おぼれた者を見下すのは誤りなのだろう。同じ立場に立ちながらも甘い汁しるを啜すすらず、理想とする存在になれて初めて、偉えらそうなことをいえるのだ。

　──強く美しい心は……どうやって出来るんだろう。姿形のように生まれた時から決まっているものではないなら、環境に流されずに自分で育てなきゃいけない。僕は平民だけれど……心は王のように誇ほこり高く、強くありたい。自分で自分を恥じることがない立派な大人になって、いつか天に召めされる時は……胸を張って母様に会いたい。

　エラルドは廊ろう下かの壁かべに身を寄せて、石造りの壁へき面めんに掌てのひらや指を押し当てる。

　魂たましいの半分は天国に召されても、あとの半分はここに残り、屋根や壁や、本に宿って見守ってくれるといっていた母親の言葉を思い返した。

　男だん爵しやく夫人と父親の縁えんを結んだのが母親だという考えは微み塵じんもなくなったが、しかしすべての出会いと経験に、意味があるような気がしてくる。

　醜みにくい貴族の姿に触ふれたことで、貴族とは何か、人とは何かという疑問に行き着き、誇り高い心を育てるために思考する自分がここにいるのだから、無意味なことなど何もない。

　これからどんなにつらいことがあっても、それは強きよう靭じんな心を育てる糧かてになる。

　書物だけでは動かないくらいに大きく心が動いて、めきめきと育つのだ。

「エラルド坊ちゃま！　い、今……訃ふ報ほうが……だ、旦那様が……！」

　白はく煙えんに咽むせながらも気持ちを新たにしたエラルドの耳に、執しつ事じの声が飛び込んでくる。

　その声がサロンの中にも届き、血相を変えた男爵夫人が転がる勢いで廊下に出てきた。

　エラルドは継母の連れ子よりも背が高く、心身共に大人びてはいたが、まだまだ親が恋しい年とし頃ごろの少年だった。

　どんなにつらいことがあっても、その経験は心を育てる糧になると思ったところで、理想と現実は違う。今や最愛の人となった父の死を、前向きに受け入れられる道理がなかった。
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　月日は巡めぐり、成人したエラルドは鶏の鳴き声で目を覚ます日々を送っていた。

　ジェームズ家の敷しき地ちは、土地の大半を処分した今でもそれなりに広かったが、使用人の数が大おお幅はばに減ったため、エラルドも夜明けと共に農作業に出かけなければならない。

　父親を亡なくした頃は、まだ非力だったので鶏小屋の掃そう除じや卵の回収、牛の乳ちち搾しぼりなどをしていたものだが、現在では主に力仕事に従事していた。畑を耕したり水を汲くんだり、荷物の積み下ろしをしているうちに昼になり、厨ちゆう房ぼうで使用人と一いつ緒しよに食事を摂とる。

　継母や義兄と同じ食しよく卓たくに着くことはなく、同じものを食べることも許されていなかったが、継母らと別のほうが楽しい時間を過ごせるので、なるべく気にしないようにしていた。

　しかし不満がないわけではなく、この数年の間に何度も心が折れかけた。

　ジェームズ家は現在、主要な数部屋以外は調度品も絨じゆう毯たんもカーテンもない経済状じよう況きようで、賭博集会は疎おろか茶会すら開けなくなっている。静かな夜を過ごせるのはありがたい反面、貧しさに鬱うつ憤ぷんを募つのらせた継母の仕打ちは、エラルドを地じ獄ごくの底に突つき落とした。

　いくつの時のことだったか、あまりの衝しよう撃げきに記き憶おくが曖あい昧まいだが、エラルドは継母の部屋に呼びつけられ、そこで服を脱ぬぐよう命じられた。

　義理とはいえ、母子としてあるまじき関係を強要されたのだ。

　その夜を境に、エラルドにとって地獄の日々が……精神の拷ごう問もんが始まった。

　気まぐれに関係を迫せまられ、拒こばむたびに「本を売り飛ばす」と脅されて上に乗られ、己おのれの罪と穢けがれに苦しみ、誰だれにも打ち明けられなかったエラルドは、命を絶つことまで考えた。

　それでもなんとかこらえ、本の世界に心を飛ばすことで現実から逃にげ、肉体を貪られている最中も、そうでない時も、半分夢の中を彷徨さまよって生き続けた。

　そうして必死に耐たえ抜ぬいているうちに時は経たち、少年時代が終わったことで潮目が変わる。

　成人して書物と共に家を出ていく自由を得たうえに、優すぐれた容姿から、エラルドを婿むこ養よう子しに欲しいと求める者が次々と現れたのだ。

　いつでも出ていける立場になったエラルドは、不ふ埒らちな関係を迫る継母ままははに徹てつ底ていした対たい抗こう姿勢を取れるようになった。言葉や態度で拒むのはもちろん、就しゆう寝しん時には、自室として使用している図書室の扉とびらを重い机で封ふう鎖さしている。

　ただし、それですべてが解決したわけではなかった。淫みだらな行こう為いからは逃のがれられたものの、エラルドが家に縛られていることも、継母の立場が高いことも変わらない。

　エラルドの肉体で性の悦よろこびを得ることを諦あきらめた継母は、その一方で、エラルドが本だけではなく、両親の思い出が詰つまった屋や敷しきそのものにも執しゆう着ちやくしていることを察し、実際には出ていくことはないと見定めたうえで──エラルドが大事にしていたピアノやヴァイオリン、剣けんを売り払はらい、果てはベッドや寝しん具ぐすらも奪うばって、エラルドを使用人以上にこき使うようになった。

　それ以前は、一応のところジェームズ家の次男としての体面を保てていたエラルドは、服も靴くつも新しいものを買えなくなり、豪ごう華かなブロンドや、蒼サフ玉アイ石アの眼まなこに不似合いな襤ぼ褸ろばかり身につけている。

　そのような嘆なげかわしい状況だったので、寒い季節には図書室の暖だん炉ろの前にベンチを置いて、薄うす汚よごれたカーテンに身を包んで寝ねるしかなかった。

　おかげで、朝起きると頭から灰に塗まみれて酷ひどい様相になっている。

　継母からも兄からも、「男爵夫人」「旦那様」と呼ぶよう命じられ、自分は、灰かぶりのエラルドという意味で「シンデレラルド」と名づけられたり、略して「シンデレラ」と呼ばれたり、立場どころか名前すらも奪われていた。

「おい、シンデレラ！　僕の靴が片方ないぞ！　お前が盗ぬすんで金に換かえたんだろう！」

　昼食後に廊下の床ゆかの拭ふき掃除をしていると、義兄に靴を投げつけられる。

　彼は、四つん這ばいになった状態から見上げても小さく見える、横にばかり広がった男だ。

「盗んだ覚えはありません。それに、靴を片方だけ盗んでも売り物にはならないでしょう」

「そう思わせるのが狙ねらいだろう！　この靴には銀のバックルが付いてるからな、片方だけでも売ることができる！　僕のように高貴な血を持たない平民のお前の頭は、卑いやしいことに知ち恵えが回るようできてるんだ！　疑われないためにわざと片方盗んだんだろう！」

「とても小さいので、猫ねこか鼠ねずみがくわえて持っていったのではありませんか？」

　みすぼらしい麻あさの服を着ているエラルドは、投げつけられた革かわ靴ぐつに手を伸のばす。

　そうして、「とても小さい」という言葉に義兄が反応するのを冷静に眺ながめた。

「と、とても……小さいだと!?」

「はい、とても小さいと思いますが、こうして持ってみると意外と重いですね。鼠が運ぶのは難しいくらい、ずっしりと重い。踵かかとが高いせいでしょうか？」

「お、お前……無礼だぞ！　いったい何がいいたいんだ！」

「僕はありのままに、小さくて踵が高く、重い靴だといっているだけですが」

　邪じや気きのない顔で毒を含ふくませるエラルドの答えに、義兄は顔を真っ赤にする。

　予想通り足あし蹴げにされ、髪かみを摑つかまれて床に額を押しつけられた。

「──ッ、ゥ」

　筋肉で覆おおわれた体に予あらかじめ力を籠こめておけば、蹴けられる痛みは耐えられるが、額は痛む。

　馬ば鹿かなことをしている自覚はあるものの、黙だまっているのも癪しやくだったのだから仕方がない。

「お前の体や足が、どうしてそんなに大きいのか教えてやろう！　お前は労働するために生を受けたからだ！　要するに馬と同じということだ！　一生、僕ら貴族のために馬車馬のように働く宿命なんだ！　お前だって知ってるだろう！　東洋では、ふくよかなほうが立派で貫かん禄ろくがあり、支配階級の人間として理想とされているんだ！」

　がつがつと額を打ちつけられると、頭の中で痛みと怒いかりの火花が散った。

　男同士のうえにエラルドのほうが逞たくましいこともあり、義兄の暴力は時に限度を超こえて容よう赦しやがなくなる。酷く流血して、自分で皮ひ膚ふを縫ぬい合わせたことも一度や二度ではなかった。

　しかしそういった単純な肉体の痛みは、心の傷に比べれば些さ末まつなものだ。

　そう思うからこそ、エラルドは義兄の暴力を恐おそれずに真実を口にするようにしていた。

　お前の体には卑しい血が流れている──といった趣しゆ旨しのことを継母も義兄もよく口にするが、それは単なる主観に過ぎないものだ。血管の中を流れる血に、尊いも卑しいもない。

　彼らは時に、「私達の体には高貴な青い血が流れている」ともいっているが、実際には赤い血しか流れておらず、彼らの言葉は偽いつわりだった。けれども、義兄の靴が小さく、踵が高いのは事実なのだから、根こん拠きよのない中傷に対して事実を述べて対抗することが悪いとは思わない。

　エラルドは今の自分の心を、襤褸服と同じように擦すり切れていると感じていた。

　愛せない家族を無理に大事にしたり、期待したりする気力は疾とうに失くしている。

　今はただ、守るべき善良なる使用人達と家と書物のためにのみ、ここにいるだけだ。

「旦だん那な様！　おやめください、エラルド様になんてことを！」

　額が割れそうな痛みに耐えていたエラルドは、メイドのハンナの声に青ざめる。

　自分が暴力を受ければ、使用人達に心配をかけるとわかっているので、誰も見ていないのを確かく認にんしてから口答えをしたのだが、運悪く気づかれてしまったらしい。

「使用人風ふ情ぜいが口を出すな！　この家の主あるじは僕なんだぞ！」

「そ、それは承知してますが、エラルド様は旦那様の弟なんですよ！　せめてもう少し、もう少しだけでもエラルド様を家族らしく扱あつかってください！」

　湯のように涙なみだを流すハンナは、振ふり上げられた主人の脚あしにしがみついた。

　かつては肉づきがよかった彼女の体は、貧しさと心労ですっかり瘦やせ細り、弱々しい。

　さすがに女は蹴れない義兄は、「乳う母ばに甘える腰こし抜ぬけめ！」と、悪態をついた。

　ハンナのおかげで大した怪け我がを負わずに済んだエラルドだったが、心には痛みが残る。

　そんなつもりはなくても、義兄の言葉通り、乳母に助けられたのは確かだった。

　盗みだけを否定して、あとは黙っているのが賢かしこい選せん択たくだったのだろう。

「ごめん、意地悪の一つもいってやりたくて」

「ええ、ええ……わかってますとも。兄きよう弟だい喧げん嘩かだと思えばエラルド様がしてることは何も悪いことじゃありません。おかしいのはあちらですから」

　ハンナは涙を拭ぬぐいながらもきっぱりいうと、「……でも」と切りだす。

「あたしはいつかエラルド様が旦那様を殴なぐってしまうんじゃないかと、それが心配なんですよ。そのくらいしてやってもいいと思ってますけど、エラルド様は背も高く手足も大きく、何より力強い騎き士しのように御ご立派になられたから……もし殴ったら兄弟喧嘩じゃ済まなくて、たった一発やり返しただけでも旦那様を亡き者にしてしまいそうで、なんだか怖こわくて」

「そうならないよう、言葉で少し意地悪をしているんだ。嫌いやなことは嫌だと思うし、そういう気持ちを溜ため込むのはよくないからね。我が慢まん強づよく出来た人間にはなれなかったよ」

「そんなことありません！　エラルド様は十分に我慢強く、出来た御お方かたですよ」

「ありがとう。ハンナは僕の第二の母だし、そういってもらえると嬉うれしいよ」

　エラルドは細くなった彼女の肩かたを抱だくと、「心配かけてごめん」と囁ささやいた。

　継母よりも遥はるかに母に近い存在のハンナに心配をかけ、泣かせてしまう自分が嫌だったが、胸の奥に硝子ガラス製の脆もろいボトルがあって、それが日々少しずつ怒りで満ちていく感覚がある。

　時折少し傾かたむけて零こぼしていかなければ、溢あふれるか破は裂れつするかして、取り返しのつかないことになりそうだった。

「あ、実は急ぎの御ご用ようがありまして。それでお捜さがししてたんですよ。男だん爵しやく夫人がエラルド様に羊毛の服と革の靴を買われたとかで、お部屋に来て今すぐ試着するようにと」

「羊毛の服と、革の靴？　夫人が僕に？」

「はい、冬になる前に客人を招くとかで……そんな余よ裕ゆうがどこにあるやらですけど、エラルド様にジェームズ家の次男らしい恰かつ好こうをさせたいんだそうです。頼たのんでおいた特注の品が届いたから、お湯と石せつ鹼けんを使って髪と体をよく洗うようにって、仰おつしやってました」

　ハンナは嬉しさ半分、不安半分といった表情で、「早さつ速そくお湯の用意をしてるとこですよ」と続けたが、エラルドには不安しかなかった。

　継母ままははから「湯や石鹼を使いなさい」と命じられるのは、彼女の寝しん室しつに呼ばれる合図のようなものだったからだ。ここ数年はなくなっていたので違ちがうと思いたいが、継子ままこのために無意味に金を使う人ではないことはわかっている。気まぐれでは済まない理由があるはずだ。

「僕を着き飾かざらせて婿むこ養よう子しにやって、持参金を得る以外に立ち行かなくなったのかな？」

「そうかもしれませんね……エラルド様がここから離はなれたくないお気持ちはわかりますけど、今みたいな酷い扱いが続くよりは、お金持ちの婿養子になって、新しい家族を持たれたほうがいいと思いますよ。亡なき奥様が残された本と一いつ緒しよに婿入りすれば大だい丈じよう夫ぶです。お優やさしく賢く、そのうえこんなにお美しい方が、幸せになれないわけがありませんから」

「愛してもいない人と結けつ婚こんして、本当に幸せになれるのかな？」

「そんなこと気にしてたら一生結婚できません。結婚してから愛すればいいんですよ」

　ハンナの言葉は正論だと思ったが、継母や義兄あにを愛そうとして愛せなかったエラルドには、まだ見ぬ妻や子や、新しい義親に期待することなどできなかった。

　今度こそはと期待して裏切られるのが怖いのも事実だが、それ以上に自分自身に期待が持てない。ハンナが思っているよりもエラルドの心は疲つかれ果て、絶望していて、できることなら、このまま一息に時間を進めてしまいたい願望を抱いだいていた。

　自分よりも年上の継母も義兄も、使用人達も全員、穏おだやかに人生を全まつとうしてこの世を去り、独り残された自分は、亡き母のように図書室にベッドを置いて余生を過ごす。

　大好きな本を読みながら眠ねむるように逝ゆけたら、どんなに幸せだろう。それまでに起きる悪い出来事をすべて飛び越こえ、読書に耽ふけりながら死を待つだけの老人になってしまいたかった。

　そうすれば、罪を重ねることはない。

　怒いかり任せに義兄を殴り殺す心配もなく、使用人を路頭に迷わせることもなく、妻を愛せずに苦しんだり苦しませたりすることもないのだ。継母との過あやまちという……たった一つの罪だけを背負って逝ける。それだけなら、天国の門は開かれるだろう。

　あれは継母の罪であり、少年だったエラルド・ジェームズの罪は重いものではないと、神は寛かん大だいな心で許してくれるはずだ。父や母も、両手を広げて迎むかえてくれる。

　──これ以上罪を犯おかさなければきっと、神の御み許もとで……父様や母様に会える。

　エラルドは継母のいいつけ通りに湯を浴びながらも、弾はじけるように若い肌はだが老いていく様を想像していた。枯かれることは怖くない。罪を重ねることが何より怖い。

　ドレスの帯やコルセットの紐ひもを見て、継母の首を絞しめたいと何度も思った。

　裂さけた皮膚を縫いながら、針を義兄の目に突つき刺さしてやりたいと思ったこともある。

　──僕はもう二度と、罪を犯さない。この手が血で穢けがれる前に、早く神の御許へ……。

　罪を犯さずに生きる自信を失い、疲ひ弊へいし切ったエラルドの心とは裏腹に、泡あわに塗まみれた肉体は神こう々ごうしいばかりに艶つやめいた。農作業をしていても、赤く火ほ照てるばかりで焼けない肌は貴族的な色をしていて、どちらかといえば薄うすめの体毛は金色に輝かがやいている。

　湯上がりに体を拭ふく布は清潔な木も綿めんが用意され、肌に延ばす香こう油ゆは上等なものだった。

　特に驚おどろかされたのは香こう水すいで、裕ゆう福ふくだった頃ころに、父親が王おう侯こう貴族のために異国から取り寄せていたものよりも、格段に上質なものだとわかった。瓶びんからして素す晴ばらしく、触ふれるのを躊躇ためらうほど凝こった細工が施ほどこしてある。

　ブラック・オーキッドの官能的な香かおりを基調として、数種類の薔ば薇らの香りやムスクの香りが入り混じり、複雑でありながらも調和が取れていた。

　エラルドは子供の頃、父親が取り扱っていた香水を好んで嗅かぎ分けて愉たのしんでいたものだが、これほど高貴な香りは知らない。一嗅ぎするだけで秋風を吹ふき飛ばす勢いで彩いろどり豊かな花々が咲さき誇ほこり、その花はな園ぞのの中心に立つ貴公子のような気分になれた。

　──この香水は、僕を婿養子に欲しいといってくれる家からの贈おくり物なんだろうか……服も靴くつも想像以上の品だ。シャツは絹だし、何もかも新しくて、まるで貴族みたいだ。

　エラルドは誰だれの手も借りずに髪かみを乾かわかし、香油で整えた肌が乾いてさらりと落ち着いた頃に、木綿の下着を穿はいてシャツに袖そでを通した。

　早く老いて死にたいと思っていたにもかかわらず、ふっと笑えみが零れてしまったのは、昔を思いだしたせいだ。父親を失うまでは、貴族の子息のように絹に縁えんがあったエラルドにとって、このシャツの肌はだ触ざわりは懐なつかしいものだった。

　魅み惑わく的な香水の力もあり、ひと時の幸せを感じたエラルドは、湯屋をあとにする。

　そうして屋や敷しきの一階から二階に向かうと、徐じよ々じよに顔が強こわ張ばり始めた。

　屋敷の中で湯を浴びられる唯ゆい一いつの場である湯屋は、通常、継母と義兄のみが使っている。

　エラルドは川で体を洗ったり、寒い季節は桶おけに湯を入れて自室で体を拭いたりすることしか許されていなかったので、使用したのは久しぶりだった。

　それでも体は憶おぼえている。罪の記き憶おくが刻み込まれていて……湯屋から継母の部屋に向かった、悪夢の歳月を思いだした。今は日が高いが、夜だったらとても歩けなかっただろう。

　階段を一段上がるごとに心臓が軋きしみ、足が鉛なまりのように重くなる。

　廊ろう下かに漂ただよう秋の空気は清すが々すがしいものだったが、清めた肌に嫌な汗あせが浮うかんだ。

「男爵夫人、エラルドです」

　呼吸を整え、平気な振りを装って女主人の部屋に入る。

　カーテンが閉じられた室内で、継母は長なが椅い子すに座って待っていた。

　肉感的な乳ち房ぶさをこれでもかとばかりに寄せ上げたドレスを纏まとい、真しん紅くの唇くちびるを開く。

「ああ……素す敵てきだわ、シンデレラが王子に化けたようね。想像以上によく似合ってるわよ」

　いつも自分を罵ののしる継母が猫ねこ撫なで声を発した瞬しゆん間かん、エラルドは吐はき気と頭痛と、激しい眩暈めまいが一緒くたに襲おそってくるのを感じた。足が竦すくみ、入り口に立ったまま動けなくなる。

「シンデレラ……いいえ、見た目だけは高貴で美しい、私のエラルド。切り倒たおした木のように寝ねているだけの子供の貴方あなたに、私は随ずい分ぶんと無む茶ちやをしたわ。それは反省しているけれど、貴方はもう大人になったのだし、過去のことは水に流して、今後は割り切った関係を築きましょう。私達は、お互たがいに求め合う男と女になるのよ」

　婿養子として出ていけといわれるならともかく、青天の霹へき靂れきともいうべき状じよう況きように頭がついていけないエラルドは、真っ白な世界に浮き上がる血の色の唇を目にする。

　いつの間にか継母が目の前に迫せまっていて、首に触れられ、接せつ吻ぷんをされるところだった。

　これまで一度だって彼女と唇を重ねたことはなく、身を守りたい気持ちと拒きよ絶ぜつ反応で大きく後ずさる。扉とびらに背中や肘ひじを強したたかにぶつけたが、痛みは感じなかった。その代わり尋じん常じようではない悪お寒かんを感じ、骨まで凍こおったような寒さに震ふるえる。

「……もう、僕のことは……諦あきらめたかと……」

「ええ、一度は諦めたわ。でも貴方以外に誰がいるの？　お金がなければ恋こいも快楽も何もない。妥だ協きようして隣りん国ごくの平民男と再さい婚こんして、無責任に先立たれたせいで私の人生は滅め茶ちや苦く茶ちやよ。親の不始末の責任を息むす子こが取るのは当たり前ではなくて？　幸い貴方は見目がいいし、上質な香水と服さえあれば完かん璧ぺきだわ。王や王子に抱かれるような気分を、私に味わわせてちょうだい」

　白粉おしろいと強過ぎる香水の匂においを漂わせる継母の訴うつたえに、エラルドは顔を左右に振ふった。

　成人した男子として毅き然ぜんとした態度で拒こばんでいた時期もあったが、あまりにも突とつ然ぜんのことに　絶句してしまう。吐きそうになるのをこらえ、両足で立っているだけで精いっぱいだった。

「──この……香水、服も……靴も……どうやって……」

　密ひそかに深呼吸を繰くり返したエラルドは、後ろ手に扉の把とつ手てを摑つかむ。

　彼女が放つ女の匂いから逃にげるために扉を開け、廊下に出た。

「ああ、本を売って作ったお金で買ったわ。貴方のものなんだから当然でしょう？　本の価値なんてわからないものね。施せ錠じようされた扉が付いている本ほん棚だなの本を全部売ったら、最上の香水と服が買えたわ。帽ぼう子しや靴も合わせて、さらに二揃そろいもあるのよ。喜びなさいな」

「そんな……」

　信じがたい言葉を耳にして呻うめいたエラルドは、弾だん丸がんの如ごとき勢いで走りだす。

　階段を駆かけ下りて西日が射さす廊下を進む間に、視界が涙なみだで歪ゆがみ始めた。

　走っても間に合わない。あれはきっと、噓うそでも脅おどしでもないのだ。

　それでも祈いのりながら、エラルドは図書室に転がり込む。

　勝手に売られることがないように、床ゆかから天てん井じようまでぎっしり本が詰つまった本棚を、毎日必ず見み渡わたすのが習慣になっていた。けれども、特に貴重な蔵書が収められている扉付きの書庫は、施錠してあることもあって毎日見てはいなかった。

　本を売り払はらうと何度か脅されてはいても、実際に売られたことはなかったので、あのように心ない継母や義兄にも、誠実なところはあるのだと信じてしまっていた気がする。

　それだけはやらないだろうと……亡き母から受け継ついだこの遺産だけは、自分のものとして永遠に守られるのだと、心のどこかで信じていた。

「……ッ、ァ！」

　上着の袖そで口ぐちから零こぼれる絹のレースを揺ゆらしながら、エラルドは蔵書用書庫の錠じように触れる。

　一見は問題なかったが、触さわるなり外れ、壊こわされているのがわかった。

　恐おそる恐る開いた扉の向こうには、棚板が並んでいる。

　残っていたのは、わずかな埃ほこりと絶望的な空間だけだった。

「たかが本にそんなに執しゆう着ちやくするのは異常だわ。二週間も前に売ったのに気づかないんだから、貴方にとって必要ないものだってことでしょう。違ちがうかしら？」

　書庫の扉の前に頽くずおれていたエラルドは、背後から迫る継母ままははの言葉に嗚お咽えつした。

　二週間といわれて、一層嘆なげかずにはいられない。

　どうしてこの扉を毎日開かなかったのか、悔くやんでも悔やみ切れなかった。

「ウ、ゥ……ッ」

　このままでは継母を殺してしまうと思ったエラルドは、立ち上がるなり走りだす。

　背後から「待ちなさい！」と止められ、「誰か止めなさい！」という声も聞こえてきたが、誰にも捕つかまらずに廏きゆう舎しやに駆け込み、乱れた感情のまま愛馬に跨またがる。

　継母が体てい裁さいのために売らずにいる黒い上馬で、アストンという名の馬だ。

　涙に濡ぬれた頰ほおを容よう赦しやなく冷やす秋風と、汗ばみそうなほど照りつける夕ゆう陽ひに晒さらされながら、エラルドはアストンの腹を蹴けり、鞭むちを打ち、全速力で森を走らせる。

　自ら命を絶てば天国には行けないことを知っているうえで、自分を消し去りたかった。

　この世にあるものすべてが憎にくくて、疎うとましくて、このまま落馬して首の骨を折り、あっさり消えてなくなりたい。

　継母のことも義兄あにのことも、香水や新しい衣服に少しばかり心弾はずませた自分も嫌いやだった。

　あの屋敷や本に魂たましいの半分を宿らせるという遺ゆい言ごんによって、自分を屋敷に繫つなぎ止める亡なき母の想おもいすら、今は鬱うつ陶とうしく思えてくる。そんなふうに考える、己おのれの濁にごりに耐たえられない。

　──神よ……どうか、僕を貴方の御み許もとへ！

　橙だいだい色いろに染まった空の下で、エラルドは手た綱づなを握にぎる手を緩ゆるめた。

　上体が煽あおられ、臀でん部ぶが鞍くらから離はなれる。腿ももは馬の温ぬくもりを失った。

　大地に縛しばられてきた体が自由を得て、空に向かって引き上げられる。

　ふわりと宙に浮いた瞬間、天使に腕うでを摑まれて昇しよう天てんできる予感があった。

「……ッ、ウ、アァ──ッ！」

　緩やかにして激しい自害であることを見み抜ぬかれたのか、突とつ如じよ地面に叩たたきつけられる。

　エラルドの大きな体は、車輪さながらに転がりだした。

「……ゥ、ッ……」

　全身が千切れそうなほど痛むうえに、胸が苦しく、咳せきと呻き声が止まらなくなる。

　無意識に引き寄せた左腕からは、生温かいものが滴したたり落ちていた。

　負傷した以上は馬だけが頼たよりだが、身軽になったアストンは主あるじを置いて森を駆けていく。

　地面に伏ふせながら木こ漏もれ日に左手を翳かざすと、袖口のレースに血が染しみていくのが見えた。

　夕陽に侵しん食しよくされる空のように、じわりじわりと赤い面積が増えていく。木の枝か何かで腕を切ったらしいが、異物が刺ささっている状態ではないため、治りは早そうだった。

　──死にたいと思ったはずなのに、傷の具合を気にするなんて……。

　ああ、なんて情けないと恥はじるべきか、それとも頑がん健けんな体を持っていることを神に感謝し、心を入れ替かえて明日あしたを生きるべきなのだろうか。

　現にこうして、傷が浅かったことに胸むねを撫なで下ろしている自分がいるのだから、その本能に従うのが自然なのかもしれない。

「アストン、アストン……どこへ行った、アストン！」

　屋敷に帰る気にはなれなかったが、ひとまず馬を呼び戻もどそうとしたエラルドは、ふらふらと立ち上がって馬の名を呼ぶ。

　水を飲みにいったのかと思い、小川に向かって数歩進んでさらに呼んでみたが、自分の声が木霊こだまするばかりでアストンは戻らなかった。

　そうこうしているうちに、腕からの出血が酷ひどくなってくる。

　振り返ると、緑の芝しばや黒い土の上に、血が点々と落ちていた。

　その間かん隔かくは狭せまく、体から命が抜ぬけだして森に吸われているかに見える。

　思ったよりも傷が深いのだろうか、もしやこのまま自分は死ぬのだろうか。

　それなら最初に望んだ通りだが、やはり怖こわいと思ってしまう。

　何もかも捨てたくなっていたけれど、それは今の苦しさから逃げているだけで、まだ十分に生きていない気がした。

「アストン……戻ってくれ、アストン！」

　どうにか小川に辿たどり着くものの、そこに馬の姿はなく、エラルドは河原に膝ひざをつく。

　傷口を洗おうにも、水までの数歩が遠かった。

　アストンの姿がなかったことで歩く気力も体力も失い、乾かわいた石が血に染まる様を見ていることしかできなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お怪け我がをされているようですね」

　力ちから尽つきていたエラルドは、少女とも少年とも判別しがたい声と、犬の鳴き声に耳を傾かたむけた。

　森の中に細く開いた小川には、何にも遮さえぎられない夕陽が降り注いでいる。

　二頭の馬を引き、真っ白な犬の群れに囲まれながら現れたその人もまた、温もりある黄金の光に照らされていた。

　──少年だ……まるで、天使のような少年！

　遅おくれてやって来たお迎むかえかと思うほど、少年の美しさは性を超ちよう越えつしていた。

　十頭もの白く大きな犬達に馬ごと包囲されている姿は、神こう々ごうしいばかりに見える。　>>>♥

　少年が引いている馬のうち一頭は捜さがしていたアストンだったが、エラルドは何もいえずに、河原に両りよう膝ひざをついたまま固まった。

　──本当に、人間なのか？　なんて美しく、可愛かわいらしい御お方かただろう。

　少年は、貴族には珍めずらしく帽子を被かぶっておらず、長いブロンドの巻き毛を露あらわにしていた。

　それでも、大層裕ゆう福ふくな貴族家の子息なのは間違いない。

　華きや奢しやな体は真しん珠じゆや刺し繡しゆうをあしらった絹の上着に包まれ、ヴェストとクラヴァット、乗馬用のブーツに長い脚きやく衣いという恰かつ好こうだ。

　エラルドは頭のどこかで、少年がアストンを保護してくれたことを認にん識しきしていた。

　心配して言葉をかけてくれたこともわかっていて、それに対する返事や礼をいわなければと思っているのに、そういった思考は頭の奥へと引き下がり、言動に反映できない。

　喋しやべったり、瞬まばたきをしたりすると夢から覚めそうで恐ろしく、ひたすら目を開けていた。

「もしや意識が朦もう朧ろうとしているのでしょうか？　血が多く流れたようですね」

　天使の美声と容よう貌ぼうを持つ少年は、エラルドに声をかけてから馬や犬に目を向ける。

「お水を飲んで、この辺りで待っていてください」と、動物達にも丁てい寧ねいに語りかけると、革かわの手て袋ぶくろに包まれた両手を前に突つきだした。

　適度に指を広げつつ、足場の悪い河原を歩いてくる。

　その歩き方と少年の視線によって、エラルドは彼の目が健すこやかではないことに気づいた。

　焦しよう点てんを合わせて真っ直すぐ歩いてくるので盲もう目もくではなさそうだが、足場が悪いにもかかわらず足元を見ないことからして、下を向いてもほとんど見えないということなのだろう。

「あ、あの……大丈夫ですか？」

　少年の美しさに見み惚ほれている場合でも、血を失ってぼんやりしている場合でもないと思ったエラルドは、大おお慌あわてで立ち上がる。少年が丸みのある石でも踏ふんで転んだらいけないと思い、すぐさま駆かけ寄って伸のばされた手に触ふれた。

「怪我は……小さなものですから大丈夫です。ご心配いただき光栄です」

「お気き遣づかいありがとうございます。でも噓うそはいけませんよ。僕の目は、色をくっきりと捉とらえることができるんです。貴方あなたの目が青いことも、象ぞう牙げ色の上着や白いシャツが血で染まっていることもわかります。どうか手当てをさせてください」

　エラルドは間近で見た少年の姿に、返事も忘れて立ち尽つくす。

　菫すみれ色いろの大きな眼まなこに吸い込まれそうになり、胸がぎゅうっと締しめつけられた。

　少年は、白粉おしろいを塗ぬった肌はだと競きそわんばかりに白い肌を持ち、唇くちびるも紅を塗ったかのように赤いが、化け粧しようや香こう水すいの匂においはしなかった。雪ゆき肌はだも唇も生きのままのものだ。

　そのうえ頰は仄ほのかな薔ば薇ら色いろで、輪りん郭かくはあどけない曲線を描えがいている。

　優やさしげな眉まゆや品のよい鼻筋も、天使そのものだった。

「わ、私の名は……エラルドです」

　少年と共に水際に移動したエラルドは、血で汚よごれた上着を脱ぬぎ、傷口を洗う。

　フルネームを名乗るべきだと思いながらも、つい躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　水中で揺ゆらぐ袖そで口ぐちのレースを見ているうちに、今の自分が何者に見えているかということに気づいたせいだ。

　──この少年はおそらく、僕を貴族だと思っている。

　平民が着るにしては贅ぜい沢たく過ぎる衣服と靴くつ、優ゆう雅がな香水、さらには貴族の所有物でもおかしくない上馬に乗っていたのだから、あまり目がよくなくても……或あるいは目がよくないからこそ、少年は隣となりにいる男を貴族だと判断しているはずだ。

「エラルド……とても素す敵てきな名前ですね。僕はシャロンといいます。貴方は僕の兄と髪かみや目の色が似ていて、香水まで兄の愛用品と同じなので、なんだか初めて会った気がしません」

　シャロンと名乗った少年は、手袋を取った手でエラルドの腕に触れた。

　エラルドが名前のみを名乗ったことに合わせたのか、彼もフルネームを口にしない。

「シャロン様……貴方の名前こそ素敵で、とてもお似合いです」

「どうぞシャロンと呼んでください。僕もエラルドと呼んでいいですか？」

「も、もちろんです。大変光栄ですが、よろしいのでしょうか？」

「はい。兄に似た雰ふん囲い気きの方から丁てい重ちように扱あつかっていただくのは、なんだかくすぐったくて」

「……シャロン……貴方のお兄様なら、やはり美しい方なのでしょうね」

「さあ……僕には兄の持つ色と全体的な輪郭しか見えませんから、よくわかりません。でも、とても逞たくましくて背の高い人で、美しいといわれています。僕とは似ていないようですよ」

　シャロンの口調や表情には、兄を誇ほこりに思う気持ちと、何やら複雑な感情が表れていた。

　しかし多くは語らず、河原に膝をついてエラルドの左ひだり腕うでの水や血を拭ぬぐう。

　彼が使ったのは、如何いかにも質のよい絹のシャツの袖そでだった。

「お袖に血が……」

「構いません。縫ほう合ごうが必要な傷だと思いますが、今は強く縛しばって止血しておきますね」

　そういってポケットからハンカチを取りだしたシャロンは、それを包帯代わりに細長く折り、手て際ぎわよくエラルドの腕に巻く。

　スプーンより重たいものを持ったことがないような指だったが、力を入れてきつめに縛り、最後には器用に結び目を固めた。

　もしも平民だと知られたら──と、エラルドは考えてしまう。

　いつもの自分だったら、触れるのは疎おろか声もかけてもらえなかったかもしれない。どんなにシャロンが思いやりのある少年でも、平民が相手なら精々、無言で馬を返して終わりだろう。

　貴族が平民に声をかけるのは、命令する時か罵ば倒とうする時と決まっているのだから──。

「一刻も早くきちんとした手当てをしたほうがよいと思うので、貴方がアストンと呼んでいた馬に乗って早くお帰りください。これは応急処置でしかありませんから、とても心配です」

「ありがとうございます。この通り、血が滲にじまないのでもう大丈夫かと思いますが、急ぎます。それにしても、あんなに勢いよく走っていた馬をよく捕つかまえられましたね」

「捕まえたわけではありません。アストンは貴方のことを心配して、助けを求めて走っていたようです。でも少し怒おこってもいましたよ」

「──え？」

「あまり意味もなく鞭むちで打ったのではありませんか？　貴方のことを心配しながらも理り不ふ尽じんに感じていたようでしたから、労いたわってあげてくださいね」

　そういって控ひかえめにエラルドを窘たしなめたシャロンは、くすっと笑った。

　まるでアストンから事情を聞いたかのような口ぶりに、エラルドは驚おどろいて目を瞬しばたたかせる。

「馬の言葉が、わかるんですか？」

「いいえ、馬は話せませんので、言葉とは違ちがいます。ただなんとなく気持ちが伝わってきて、わかるような気がするだけです。半分は推理ですが」

　微笑ほほえむシャロンの表情には、教養ある子し弟ていならではのユーモアがあった。

　最初は天使だと思い、触れ合ううちに、人形のように美しく穢けがれない貴公子だと思ったが、シャロンという名の一人の人間として徐じよ々じよに立体感が増していく。

　それによりますます魅み力りよく的に見え、たまらなく胸が熱くなった。

「シャロン……手当てのために今日は帰りますが、また、お会いできますか？」

　我ながら、なんて大だい胆たんなことを訊きいているのかと怖くなる。

　しかし、今日を最後にしたくなかった。もう一度でも二度でも会いたい。

　もっと話して、これが夢ではないことを確かめたかった。

「はい。僕もお会いしたいと思っていたところです。今度はもっとゆっくりと」

「それは……っ、本当ですか？　本気にしてもよろしいですか？」

「本気にしてくれないと、待ち惚ぼうけを食ってしまいます」

　シャロンは目を細め、ほっそりとした眉まゆ尻じりを落として笑う。

　この人に何度も会って、もっと話がしたい──そういった願望を持つことは、生きる理由を得たのと同じだった。

　神が導いてくれた幸運な出会いに感謝しながら、エラルドはシャロンの手を取る。

　河原で転ばないよう支えて、足場のよい芝しばまで来ると、二頭の馬と十頭の大きな犬達が自ら寄ってきた。

　アストンもよい馬だが、シャロンが連れていたのは、色のある差し毛がまったく見られない完全な白馬で、エラルドはその毛並みと美しさに圧あつ倒とうされる。

「とても、素す晴ばらしい馬ですね。こんなに綺き麗れいな白馬を見たのは初めてです」

「ありがとうございます。勇ゆう敢かんで、心から信しん頼らいできる友です。独りで出かける時は必ず一いつ緒しよに行くよう、父からいわれているんですよ。犬達も皆みなとても優しく、賢かしこい子ばかりです」

　にこやかに微笑みながら馬に跨またがるシャロンの姿は、内なる光できらきらと輝かがやいていた。

　貴族の体に青い血など流れていないことを知っているエラルドは、貴族と平民の差など着る服次し第だいだと思っていたが、そうではないことを思い知る。

　もしもシャロンが襤ぼ褸ろを纏まとっていたとしても、何か事情があって貴公子が粗そ末まつな恰好をしているのだろう、と疑うに違いない。

「生あい憎にくあまり自由には出かけられないものですから、いつという約束は難しいのですが、近々この辺りで、もう少し早い時間にお会いできることを願っています」

「はい、私も願っています。必ず、またお会いしましょう」

　シャロン──といいかけたエラルドは、その名を口にすることさえ躊躇う。

　先さき程ほどまでは確かにそう呼んでいたのに、今は彼が放つ高潔な光に吞のまれていた。

　シャロンが白馬に乗って去り、ブロンドの長い巻き毛がゆらゆらと揺れる様を見送る。

　背中に視線を感じたのか、シャロンはしばらくして振ふり返った。

　馬上から、「早く帰って手当てを」と、少しばかり厳しい口調でいう。

　その様子と声がなんとも可愛かわいらしくて、厳しいながらに優しくて……エラルドは天にも昇のぼる気持ちになった。痛みなどすっかり忘れて、夢のような出会いに胸をときめかせる。
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　アシェンプテル王国の第二王子、リチャード・シャロン・アシェンプテルは、愛馬キースと十頭の愛犬と共に城に戻もどった。

　目が不自由なうえに成人していないこともあり、公務を与あたえられることが少ないシャロンは、水すい晶しよう彫ちよう刻こくを趣しゆ味みにして、薬草の採取を仕事にしている。もちろん職業という意味での仕事ではないが、不自由な目を補うように鼻が利きき、耳がよく、動物や鳥と心を交かわせるシャロンには、学者や薬くす師しが必要とする希少な薬草を見つける特技があった。
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　小ぶりの馬や犬や兎うさぎを彫ほるのが得意だが、紫むらさき水ずい晶しようで作った等身大の亡なき王おう妃ひの胸像は格別に出来がよかったらしく、父である国王に気に入られ、謁えつ見けんの間に仰ぎよう々ぎようしく飾かざられている。

　王子としてはなんの役にも立っていないと自覚しているシャロンは、人のためになることや、誰だれかを喜ばせることに幸せを感じていた。

「シャロン殿でん下か、お帰りなさいませ。甲かつ冑ちゆう草は無事に見つかりましたか？」

　廏きゆう舎しやと犬舎に寄ってから外回かい廊ろうに足を踏ふみ入れると、王室専属の薬師が声をかけてくる。

　薬師の衣服は皆同じで、体形がよくわからないため声だけが頼たよりだった。

　シャロンの目は、適度に明るい場所であれば色や形を捉とらえられるものの、人の顔立ちや表情などはあまりわからない。ぼんやり見える眉や口の動きで、感情を読み取るのが常だった。

「ごめんなさい、今日は見つけられませんでした」

　王と王妃の間に生まれたからというだけではない何かを見つけたくて、人に迷めい惑わくをかけずに生きていきたくて、自分にできることを考えた結果、ようやく辿たどり着いた仕事が希少な薬草の採取だったのだが、今日は不発に終わっている。

　薬師の溜ため息から落らく胆たんを感じ取ると、申し訳ない気持ちになった。

　シャロンの薬草採取には、初めこそ物々しい護衛が大勢ついてきたが、何年も続けるうちに国王もシャロンの外出に慣れていき、現在では、愛馬のキースと、鋭するどい牙きばを持つ十頭の大きな犬達と一緒であれば独りで行かせてもらえるようになった。

　誰の手も借りないことがシャロンの望みだったので、今の状じよう況きようはとても望ましいものだが、成果を挙げなければ単なるお遊びになってしまう。

「残念です。あれは鮮せん度どが肝かん心じんなので、煮に出だす用意をしてお待ちしていたのですが」

「まあ、そうだったのですか……無む駄だにしてしまってごめんなさい」

　シャロンは中年の薬師に謝罪しながら、エラルドと彼の愛馬アストンの姿を思い描えがいた。

　甲冑草という珍めずらしい薬草を探していたが思うように見つからず、日にち没ぼつまでに城に帰る約束になっているため少々焦あせっていた時に、自分以上に焦っている黒馬が駆かけ寄ってきたのだ。

　主あるじが落馬して大変だから助けてほしい──と訴うつたえているのを感じて薬草探しを中断したが、その時点ではアストンの感情に主に対する怒いかりが混ざっていたので、馬にやたらと鞭を振るう横暴な主なのだろうと思っていた。

　そんな主でも助けようとするアストンを立派だと思い、主に対しては、身分を明かしてでも苦言を呈ていそうかと思っていたところに、馬の名を呼ぶ声が聞こえてきた。

　必死で痛々しくて、悲しみに裏打ちされた声に引き寄せられて近づいてみると、そこには、兄によく似た色と形を持つ人がいて、真っ赤な血を流していた。

「そこの薬師、お前は誰に向かって口を利いているんだ？」

　薬師の小言を聞きながら「ごめんなさい」と繰くり返していたシャロンは、列柱の向こうから聞こえてきた声に振り返る。

　同時に、中年の薬師が「ひっ」と悲鳴に近い声を上げた。

「役立たずではあるが、お前の前にいるのは我が国の歴れつきとした第二王子だ。平民上がりの薬師如ごときが下男のように扱あつかっていい相手ではない」

「王太子殿下！　も、申し訳ございません！」

「これが下した手てに出ているのをいいことに付け上がり、身の程を弁わきまえずに無礼を働くなら、不敬罪で首を刎はねるぞ。次はないから憶えておけ！」

「……ひ、は、はい……！」

　ばさばさと布が音を立て、薬師が平ひれ伏ふすのがわかる。

　彼に「去いね！」と命じて下がらせてから近づいてくる兄に焦しよう点てんを合わせたシャロンは、歳の離はなれた兄が持つ色や、シルエットを捉えようとした。

　森で出会ったエラルドとよく似た色のブロンドだが、彼より長い髪かみをリボンで一つに纏め、王族にのみ許される薄うす紫むらさき色の衣服を着ているのがわかる。

　裾すその長い上着は、宝石や刺し繡しゆう、勲くん章しようで飾られているようだった。

　素晴らしく長い脚あしと逞たくましい長ちよう軀くの王太子ヴァリウスの体からは、エラルドがつけていたのと同じ香こう水すいの香かおりが漂ただよう。

　より近づくと目の色も認識できて、蒼サフ玉アイ石アの双そう眸ぼうが見て取れた。

　髪よりもいくらか濃こい色をした眉が明らかに吊つり上がっていることから、声や言葉通りの、険しい表情をしているらしい。

「お前が隙すきを見せるからなめられるんだ。如何いかなる時でも己おのれの身分に相応ふさわしい言動を取れ。下々の者に対して謝罪も礼もする必要はない。お前は傅かしずかれる側の人間だ。まったく、私まで軽かろんじられたようで腹立たしい」

「兄上、申し訳ございません。薬師の苛いら立だちは、僕が薬草を予定通りに採取できると、信じてくれたからこそのものだと思います。どうか彼を責めないでください」

「お前のくだらん遊びによって、王族の権けん威いが損そこなわれているといっているんだ。お前は城で大人しく水晶でも彫っていろ。目の不自由な貴人が独りで外を出歩くなど正気の沙さ汰たではない。父上は御お体からだの病だけではなく、頭までどうかしているのだ。私の治世が来たら、城から一歩も出さないからそのつもりでいろ」

「恐おそれながら……馬や犬達が一いつ緒しよなら、夕暮れ時に森にいても安全です。それは父上の治世が平和な証しよう拠こなので、父上は御ご自分が作られた世を信じて僕を自由に外に出してくれます。僕が生き甲が斐いを見つけたことを心から喜んで、応おう援えんしてくださっているんです」

「私の治世では、そうはならないとでもいいたいのか？　賊ぞくがうろつき戦火が上がる、危険な国になると予言しているかのようだ」

「そんなつもりはありません。僕はただ、父上の御判断を悪くいわれたくないだけです」

「役立たずの愚ぐ弟ていの分際で私を非難するなど片腹痛い。お前に何ができるんだ？」

　何もいっても悪く取って怒おこりだす兄を前に、シャロンは二の句が継つげなくなる。

　ヴァリウスは万ばん事じに於おいて人より秀ひいで、特に見目の麗うるわしさは大陸中に轟とどろくばかりの王太子でありながらも、必要以上の狩しゆ猟りように興じたり、気分によっては周囲の者や民たみに厳しい処しよ罰ばつを与えたりと、国王の気を揉もませる行いも多かった。

　決して常じよう軌きを逸いつしているというわけではなく、王太子という身分からすれば許される範はん囲いといえないこともなかったが、殺せつ生しようを好まない国王や亡き王妃、そして弟のシャロンからすると、ヴァリウスの性情はどうしても残ざん酷こくに思えてしまう。

　しかし彼にとっては、いずれは自分のものになるアシェンプテルの地で、獣けものや鳥を好き放題撃うつことも、不快感を覚える人間を罰ばつすることも当然のことなので、国王に窘たしなめられると腹を立て、溜まった怒りを弱者や狩かりの獲え物ものに向けることもあった。

　そのためシャロンは、兄の機き嫌げんが悪いのを察するとなるべく傍そばにいるようにしている。

　いくら不興を買おうと王族故に死罪にはならず、標的として撃たれることもないのだから、兄の怒りの矛ほこ先さきとして自分ほど最適な人間は他にいないと思っていた。

「おい、なんだその血は……森で怪け我がをしたのか!?」

「あ……ッ」

　平和を愛する穏おだやかな国王になってほしいという思いと、少しでも人の役に立ちたい自分の願いをどう伝えればいいのか──唇くちびるを引き結びながら考えていたシャロンは、いきなり手首を摑つかまれる。

　あまり強い色ではないので気づかなかったが、濡ぬれたシャツの袖そでに、水で薄まった血が染しみ込んでいるのがわかった。

「おい、どうなんだ！　怪我をしているのか!?」

「いえ……これは、僕の血ではなくて……森で、落馬して怪我をしている老紳しん士しを見かけて、手当てをしたので」

　咄とつ嗟さに噓うそをついたシャロンは、ずきりと胸が痛むのを感じる。

　この噓を口にする一いつ瞬しゆん前に思考が巡めぐり、「罠わなにかかった兎を助けました」と噓をつこうかと思ったが、禁きん猟りよう区域内に罠があったなどというと、出かけることを今以上に反対されそうで、とてもそんな噓はつけなかった。けれども本当のことは絶対にいえない。

　ヴァリウスはシャロンが友人を作ることを極きよく端たんに嫌きらい、特に貴族の若い男と話そうものなら、何かしら理由をつけて相手を遠い領地に追いやったり、国外追放にしたりするのが常だった。

「──老人が供とももつけずに森に？　まさか平民じゃないだろうな」

「あ、いえ……貴族に間ま違ちがいないと思います。怪我をして大層痛がっていらしたのでお名前を伺うかがう余よ裕ゆうがなかったのですが、とても品のあるお声の紳士でしたし、仕立てのよい上着を着て、上等な香水をつけていらっしゃいましたから」

「お前は身分を名乗ったのか？」

「いいえ、特に名乗りませんでした。王族だとは思わなかったようです」

「服や馬具に王家の紋もん章しようが入っている。その老人の目は節穴か？」

「お歳の関係で、あちらも目が悪いのかもしれませんね」

　自分でも驚おどろくほどすらすらと噓を重ねたシャロンは、エラルドの視線を蘇よみがえらせる。

　色と全体のシルエット以外はあまり見えなくても、自分が見られていたのはわかっていた。

　出血が酷ひどいこともあって一緒にいた時間は短かったが、そのほとんどの時間を見つめ合って過ごしたように思うので、おそらく彼は紋章などの細かいところは見ていなかっただろう。

「私の部屋に来い。本当に怪我をしていないか確かめてやる」

「……兄上ッ、あ……お待ちください」

　これで納なつ得とくしてくれたかと思いきや、手首を摑まれて強ごう引いんに引っ張られた。

　ヴァリウスの一歩は大きく、半ば小走りでついて行くしかなくなったシャロンは、規則的に並んだ列柱の先にある上り階段を見て顔を強こわ張ばらせる。

　目が不自由なので、階段を速く上がるのは苦手だった。

　シャロンの目は同じ色の段を認にん識しきするのが難しく、国王と亡なき王おう妃ひの計らいによって城中のすべての階段に二つの色がつけられてはいるが、やはり慎しん重ちようさは必要になる。

　自分のペースで一段ごと確認し、手て摺すりに触ふれながら上がるなら怖こわくはないが、手を引かれて急せかされると恐ろしくて仕方がなかった。しかし、「待ってください、せめてゆっくり！」と頼たのんでもヴァリウスは速度を変えず、意地悪とも取れる速さで上がっていく。

「兄上……どうか、お待ちください！」

　中央の大階段から二階に上がった時には、ぜいぜいと息が切れた。

　さらに休みなく歩かせられ、シャロンはふらつきながら廊ろう下かの奥に向かう。

　王太子の部屋は二階の行き止まりにある堅けん牢ろうな扉とびらの、さらに奥に六つ連なっていた。

　衛兵が敬礼したらしい音がして、ヴァリウスの足を止めないよう速すみやかに扉が開かれる。

　いっそ兄の足を止めてほしかったシャロンは、濡れた袖と手首を摑まれたまま、手近にある部屋に連れ込まれた。

「さあ、服を脱ぬいで見せてみろ」

「……はい」

　金の浴よく槽そうや金飾かざりの付いた白い調度品が配された空間に佇たたずんだシャロンは、ひとまず椅い子すの横に立つ。そしていわれた通り、上着を脱いで椅子の背にかけた。

　何をいっても無む駄だだとわかっているので、いつも怒ど鳴なられる前に従っている。

　時折こうして裸はだかになるよう命じられるのが嫌いやだったが、言葉ではわかりにくいだけで、兄は兄なりに心配してくれているのだろうし、男同士のうえに兄弟で特に意味があるわけもなく、躊ちゆう躇ちよするのは兄に失礼だという思いがあった。

　部分的に濡れたシャツを脱ぐと、一度離はなされた手首を再び摑まれる。

　腕うでに傷がないかを確認されて、目だけではなく手指でも肌はだを摩さすりながら検あらためられたうえに、爪つめの間が汚よごれていないかまで調べられた。　>>>♥

「左の薬指の爪をよく洗え。老人の血がわずかに入り込んでいる」

「……はい、ブラシを使ってよく洗います」

「いくら相手が貴族とはいえ、王子の身でありながら他人の血に触れるなどあってはならない。その老人が伝でん染せんする病でも持っていたらどうする気だ」

「兄上や、父上に伝染したら大変なことになります」

「その通りだ。少しは弁わきまえろ」

「申し訳ありません」

　謝罪している最中も、シャロンの脳のう裏りに浮うかぶのは若々しいエラルドの姿だった。

　彼はとても優やさしげな話し方をする人だったので、声の出し方からしてヴァリウスとはまるで違うが、顔の輪りん郭かくや体つきが似ているせいか、声まで似ていたように思われる。

　──兄上が愛用している香こう水すいの香かおりがして、声の質が似ていて……そのうえ、髪かみや目の色、背せ恰かつ好こうも同じくらいで……それなのにとても優しそうな貴公子だったから、あんなに親しみを覚えたのかもしれない。

　また会いたいと思った自分の気持ちに納得したシャロンは、椅子の背にかけたシャツに手を伸のばす。

　ところが触れる前に椅子を動かされてしまい、手が届かなくなった。

「兄上、シャツを」

　上半身のみ裸のシャロンは、兄の視線が胸に向かっているのを感じる。亡き王妃によく似ていると誰だれからもいわれる女顔なので、実の弟ながら時折性別を確かめたくなるのだろう。

「いつまでも貧相な体だな。この私の弟とは到とう底てい思えん。父上はいずれお前を異国の王室に婿むこ養よう子しに出す気のようだが、こんな細ほそ腰ごしで王女を悦よろこばせられるわけがない。どうせ子も作れず、結けつ婚こんなどすれば我が国の恥はじだ。お前は一生この城で水すい晶しよう弄いじりでもしていろ」

　ヴァリウスの手で肩かたを丸く撫なでられたシャロンは、口答えをせずに押し黙だまった。馬に乗って森に通っているせいか、少し背が伸びたことや、靴くつがきつくなったことを話してみたかったが、立派な兄と比べれば貧相に違いなく、些さ細さいな成長を誇ほこるのは憚はばかられた。

「兄上の弟らしくなれたらよいのですが……生あい憎にくと、こればかりはどうにもならないようです。体が少し冷えてきましたので、シャツを着てもよろしいですか？」

　何をいわれても動じないよう心こころ掛がけているシャロンは、「ああ」と短い許可を得る。

　そうしている間も、鋭するどい視線を向けられているのがわかった。

　──また、睨にらまれているみたい。

　昔はこんなふうではなかった。シャロンが幼い頃ころは、仲のよい兄弟だったのだ。

　少年時代のヴァリウスは年の離はなれた弟を大層可愛かわいがり、とても聡そう明めいな王太子だった。

　それが一変したのは、シャロンが落馬事故によって目に障害を抱かかえた時からだ。事故を機にヴァリウスのシャロンに対する接し方は大きく変わり、周囲への態度まで変化した。

　彼が自分の馬にシャロンを無理やり乗せ、単独で走らせたのはシャロンが五つの時のことで、無論ヴァリウスに悪意があったわけではない。

　軟なん弱じやくな弟を兄として鍛きたえてやるという彼なりの使命感や、素す晴ばらしい馬を父親から贈おくられた歓かん喜きに任せて、つい危険な行こう為いをしてしまっただけだった。

　乗馬のレッスンを受け始めたばかりだったシャロンは、落馬して頭を地面に打ち、それから何日も眠ねむり続けて、目覚めた時には視力が極端に落ちていた。

　しかし真実は闇やみに葬ほうむられ、兄弟以外は誰も知らない。

　シャロンが眠っている間に、「乗馬を習い始めたばかりのシャロンが僕の馬に乗りたがり、仕方なく乗せたら落ちてしまった」と、ヴァリウスが噓うその弁解をしていたからだ。

　結局、事故によって責められたのは二名の調教師のみだった。

　シャロンが目覚めた時には共に絞こう首しゆ刑けいに処され、取り返しがつかないことになっていた。

「手指と体を清めてから、父上に御ご挨あい拶さつをしに行きます」

「夕食までには戻もどれ。穢けがれの付いた服は捨て、すべて新しいものを身につけろ」

「承知しました」と答えつつ半はん乾がわきのシャツに袖そでを通したシャロンは、兄と二人で摂とる夕食のことを考えると気が重くなる。

　兄が嫌いなわけではなく、むしろ以前のように仲のよい兄弟に戻りたい気持ちはあったが、保身のために罪なき者の命を奪うばった兄への怒いかりと、ヴァリウス自身の罪悪感が鬩せめぎ合っていて、お互たがい歩み寄ることができずにいた。
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　生きる気力は薄うすくとも体力には自信を持っていたエラルドは、それすら打ち砕くだかれる日々を送った。落馬による傷から悪いものが入ったらしく、命を脅おびやかすほどの高熱に浮うかされたのだ。

　夢にシャロンが現れるたびに、「ああ、天使が迎むかえにきた」と思ったものだが、シャロンは眉まゆ根ねを寄せて厳しい顔をすると、「諦あきらめずに頑がん張ばってください」と、強く励はげましてくれた。

　それによってエラルドは、死んだらシャロンに会えないことを思いだし、死の淵ふちから何度も何度も舞まい戻った。

　天使の如ごとき見た目でも、彼は確かに血の通った人間──その名は、リチャード・シャロン・アシェンプテル。天使ではなく、この国の第二王子だ。

　──王子だと気づきもせず、貴族の振ふりをして気安く言葉を交かわし、そのうえ、お手や袖を汚して介かい抱ほうしていただくなんて、僕は……なんという大それたことを！

　三日目にようやく病の床とこから起き上がったエラルドは、図書室のベンチに座って懊おう悩のうする。

　高熱を発した原因の一つは、シャロンに巻いてもらったハンカチの紋もん章しようを見たせいかもしれなかった。そこには確かにアシェンプテル王家の薔ば薇らの紋章が刺し繡しゆうされており、「第二王子は美しいが目が不自由」という噂うわさは、そういったことに関心のないエラルドでも知っていた。

　現国王に娘むすめはなく、息むす子こは二人いて、王太子の名はヴァリウス、第二王子はリチャードだということくらいは、常識として憶おぼえている。一応フルネームも記き憶おくしていた。次の国王となる兄のほうはヴァリウス・アンリ・アシェンプテルで、いずれ隣りん国ごくに婿養子に出されるであろう弟王子は、リチャード・シャロン・アシェンプテルという。自分がシャロンから感じた品性や輝かがやきは、シャロン自身の性情と、王子としての育ちによるものだったということだ。

　──この三日のうちに、シャロン様は森を散策されただろうか……その時に少しでも、僕に会いたいと思ってくださっただろうか。

　夢ゆめ幻まぼろしのようだが、「今度はもっとゆっくり会いたい」といわれたのは夢ではない。

　意識が朦もう朧ろうとしていた日々を挟はさんだので妄もう想そうかと疑いつつも、あれは現実だと信じている。

　どうにか外に出られる体になったので今日こそ森に行きたいが、いったい何を着てどういう顔をして会えばよいのか、迷いに迷っていた。いまさら平民だと名乗るわけにはいかないし、かといって貴族の子し弟ていの振りを続けるのは不誠実だ。それに、大切な本を勝手に売られた金で作られた服や靴を身につけるのは情けなく、信条に反している。王太子ヴァリウスが愛用している香水と同じものをつけるのも恐おそれ多く、大変な罪を犯おかしているように思えた。

　──あんなに純じゆん粋すいで心優しい御お方かたを騙だますなんて、人として許されることじゃない。やはり、本来の姿で行くべきだ。謝罪して、染しみ抜ぬきをしたハンカチをお返しして。

　シャロンは驚おどろくだろうか。驚くに決まっている。

　あの優しさが、貴族の子弟という偽いつわりの男に向けられたものだったとしたら──下げ賤せんの者の血に触ふれたハンカチの受け取りを拒こばみ、過去の言動を悔くやむかもしれない。あの人まで継母ままははや義兄あにと同じだと思いたくはないけれど、生まれ育ちが自分とはまるで違ちがう、よく知らない人だ。だから怖こわい。身分を明かした途と端たんに汚きたないものを見るような目で見られたり、その本心を無理に隠かくして、形ばかりの笑えみを向けられたりするのが怖い。彼だけは違うと期待したい自分がいて、信じたい自分がいて……けれども本当はまだ期待し切れていないし、信じ切れない。

　──神よ、僕はどうしたらいいのでしょうか。

　エラルドはベンチに浅く腰こしかけながら、机の上に広げた二着の上着を見み据すえた。

　落馬の際にあちこち破れ、血や泥どろが染み込んだ象ぞう牙げ色の上着は、ハンナが職人の家を何軒けんも回って修しゆう繕ぜんが可能かどうか訊きいてくれたが、無理だと断られている。残るは二着。エラルドの目の色に合わせた明るめの青と、ワインを染み込ませたような暗い赤で、絹のシャツは元より二枚だった。二着の上着の間には、香水の瓶びんが置いてある。いずれ国王になるシャロンの兄が愛用している香水──つまり、シャロンの隣となりに立つのに相応ふさわしい男の香りだ。

　エラルドは寸足らずの襤ぼ褸ろ服のまま図書室を飛びだし、湯屋に向かう。

　継母や義兄の許可を受けてはいなかったが、そんなことはどうでもよかった。

　ハンナに湯を用意してもらい、石せつ鹼けんを使って体や髪を洗う。高熱のせいでだいぶ汗あせを搔かいていたので、全身泡あわ塗まみれになるほど無ぶ遠えん慮りよに石鹼を泡立てた。

　まだ日は高かったが、西に傾かたむくにつれて気持ちが昂たかぶっていく。

　髪を乾かわかしたエラルドは、腕うでの傷に包帯を巻きながら心を決めた。

　たとえそれが罪であろうと、シャロンともう一度、貴公子として会う。

　確実にシャロンと話し、彼の笑顔を再び見るために、噓を貫つらぬく所存だった。







　レースでいっぱいのシャツと、羊毛製の青い上着と帽ぼう子し、焦こげ茶の長い脚きやく衣いとブーツという出いで立ちのエラルドは、屋や敷しきを出て愛馬アストンと共に森を彷徨さまよう。

　シャロンの人となりを信じ切れず、身分を偽る罪を犯してしまったせいなのか、望み通りの再会は叶かなわなかった。

　シャロンが王子だとわかった以上は当然だと思えるが、やはり簡単に城を出られる立場ではないのだろう。むしろ森にいるのが不思議なくらいで、会えなくて当たり前の貴人だ。

「アストン、どうした？」

　空が橙だいだい色いろに染まり始めた頃、アストンが指示していない方向に歩きだす。

　反射的に手た綱づなを引こうとしたエラルドは、すぐさまやめてアストンの思うままにした。

　動物と気持ちを交わせるシャロンには、アストンを引き寄せる力があるのかもしれない。

　そう思って期待するだけで、心臓が高鳴った。

　馬に跨またがっているだけなのに、まるで自分の足で疾しつ走そうしているかのような騒さわぎだ。

　そうしてどくどくと大きくなる心音が最高潮に達した時、アストンが嘶いななく。

　その鼻先を辿たどると、吠ほえだす白い犬の群れと、白馬に跨るシャロンの姿が見えた。

　夕ゆう陽ひを受けてストロベリーブロンドにも見える長い巻き毛が、弾はずむように揺ゆれている。

　夢で見ては天使と間違えた彼は、現実で見てもやはり天使にしか見えず──視線が合うなり微笑ほほえんでくれた。不自由な目でも、こちらの色や形を捉とらえてくれたのだ。

「エラルド、ようやくお会いできましたね」

「──シャロン殿でん下か！」

　帽子を取って名前を口にしたエラルドは、白薔薇が咲さき誇ほこるような笑顔に歓かん喜きする。

　その表情と言葉から、臥ふせっている間にシャロンが森に来ていたことがわかった。再会する時を待ち望んだうえでの「ようやく」なのだと確信すると、嬉うれしさで瞼まぶたが熱くなる。

「王子殿下とは気づかず、先日は大変な無礼を……どうかお許しください」

　即そく座ざに馬から下りたエラルドは、シャロンが乗っている白馬の前で一礼した。

　犬達が足元に寄ってきて、鼻を鳴らしてエラルドの匂においを確かく認にんし始める。

　吠えられたり威い嚇かくされたりすることはなく、彼らはすっと道を空けた。

「僕のほうこそごめんなさい。隠すつもりはなかったのですが、身分を明かさなかったせいで驚かせてしまったと思います。お怪け我がのほうは如何いかがですか？」

　馬上のシャロンは、今日も優やさしく神こう々ごうしい。天使でも妖よう精せいでもなく、雲の上の身分ながらに地に足のついた人だと知っていても、やはり並の人間ではない輝きを感じてしまう。

「勿もつ体たいないお気き遣づかいをありがとうございます。三日ほど高めの熱が出ましたが、もうすっかりよくなりました。傷は医師に縫ぬってもらいましたので、無む茶ちやをしなければ大だい丈じよう夫ぶです」

「まあ、三日も高い熱が……それは大変でしたね。貴方あなたが苦しんでいることに気づきもせず、のんびりしていてすみません。何も知らずに、貴方の姿を捜さがしていました」

「そ、それは申し訳ございません！」

「ああ、いえ……ごめんなさい。責めているわけではなくて、僕は貴方と会ったら一いつ緒しよに遊ぶことを考えていましたから、吞のん気きだったことを反省しているんです」

「一緒に、遊ぶ……のですか？」

「はい、よろしかったらついて来てください。もちろんアストンに乗って」

　この時を待っていたとばかりに微笑むシャロンに誘いざなわれ、エラルドはアストンに跨る。

　そうして白馬と犬達の後ろを歩かせ、適切な距きよ離りを空けてついて行った。

　城がある東の方角に向かって進む道すがら、「この子の名はキースといいます」と、愛馬の鬣たてがみを撫なでて馬の名をエラルドに教えたシャロンは、自分の発言にくすっと笑う。

「キースの前に、まずは自己紹しよう介かいをするべきでしたね。僕はリチャード・シャロン・アシェンプテル。王族には代々リチャードという名の人が多いので、シャロンと呼ばれています。この国の第二王子ではありますが、目が少し不自由なのとまだ成人していないこともあって、今のところ公務を任されることはほとんどありません。森に薬草を摘つみにきたり、城で趣しゆ味みの水すい晶しよう彫ちよう刻こくに耽ふけったり、自由にさせていただいています」

「恐れ入ります……私は、エラルド……エラルド・ヴァルアードと申します」

　アストンの手綱を強く握にぎり締しめたエラルドは、ここに来るまでに考えていた噓うそをつく。

　本当の名はエラルド・ジェームズで、ヴァルアードという姓せいは継母の生家であるオーデンの男だん爵しやく家のものだった。

　継母が用意した衣服や香こう水すいに続いて、継母の旧姓にまで頼たよるのは心底情けなく思っていたが、それでもこの特別な時間を──王子と共に馬を並べながら森を進み、言葉を交かわすこの時間を、是ぜが非でも守りたいと思う。

　噓をつき通す以上は、実在する隣りん国ごくの貴族の振ふりをするのが最適だった。

　継母の自じ慢まん話として、ヴァルアード家の歴史や領地の産物、こだわった庭園や屋敷の様子をうんざりするほど聞かされてきたので、何か問われてもある程度は答えられる。

「もしかして、オーデンからいらしたのですか？」

「……はい。複雑な事情がありまして、今はアシェンプテルにおります」

　噓をつくたびに肩かたや頭が重くなり、胸が苦しくなった。

　脆もろく倒たおれそうな一つの噓を、多くの噓で四方から固めて、支えるしかなくなっていることを自覚する。最初から噓をつかないか、ついてしまってもすぐに正直に告白して、脆い噓を早いうちに崩くずしてしまえば楽になれるのに、もう引き返せない。

「そうでしたか、立ち入ったことを訊くつもりはありませんので安心してください。本当は、身分など知らないままこうしてお会いしたいくらいでした」

「──え？」

「おかしなことをいう王子だと、驚かれましたか？　僕には人間の友がいないものですから、身分などに阻はばまれずに貴方と友達になりたかったのです」

　夢の中で、また夢を見ているのかと思うエラルドは、頭の中では「光栄です」「喜んで」と返しているのに言葉にできず、またしても手綱を強く握り締めた。

　もう少し弁の立つ性質かと思っていたが、過か剰じようなほど感激すると声帯が痙けい攣れんして、唇くちびるは糊のりで貼はりつけたように引き結ばれてしまう。どうにか「私でよろしければ、是ぜ非ひ」と答えることができたのは、不自然なほど間を置いてからだった。

　あまり喜ばしいことではないと取られないかと心配になり、「身に余る光栄です」と、やや力強く付け加えると、馬上のシャロンは唇の間から白い歯列を覗のぞかせる。

「嬉しいです。どうか身分など気にせずに、もっと友人らしく話してくださいね。兄上と声が似ているせいか、貴方と一緒にいると僕のほうが畏かしこまらなくてはならない気さえしてきますが、そういうことは全部忘れて、秘密の友人であってほしいです」

　シャロンの言葉から、エラルドは自分が彼に求められる理由について納なつ得とくした。

　緩ゆるやかな自害の末に負傷した自分が、助けてくれた美び貌ぼうの王子に憧あこがれるのは当然としても、シャロンが自分に興味を持つ理由はないと考えていたが、そうではなかった。

　彼の実じつ兄けい、王太子ヴァリウスと似た声や同じ香水が、特別な親しみを生んでいたのだ。思い返せば、最初に会った時からシャロンはそれらしき発言をしていた。もしもそういった特色がなかったら、いくら貴族の振りをしたところで友人として望まれることはなかっただろう。

　シャロンがいう「人間の友がいない」は、身分の差を超こえて打ち解けられる相手がいないという意味であって、実際は魅み力りよく的な人々に囲まれているはずだ。

　城には、美男美女の貴族はもちろん、平民出身の知識人や芸術家も多く、華はなも智ちも溢あふれる素す晴ばらしいところだと、エラルドは亡なき母から聞いていた。

「貴方をお連れしたかったのはこちらです」

　シャロンの背中や揺れる巻き毛ばかりを見ていたエラルドは、彼が示した先に目をやる。

　生おい茂しげる木々の隙すき間まからわずかに、きらきらと反射する湖らしきものが見えた。

　水場の規模は遠目ではよくわからないが、それを取り囲む木立の葉は見事に色づいていて、黄金色であったり紅べに色であったりと、実に華やかな秋色に染まっている。この森を訪おとずれる者が思わず吸い寄せられるような場所であるため、エラルドも存在を認識していたが、木々に紫むらさきのリボンやロープが結びつけられているので、近づいたこともない占せん有ゆう地帯だった。

「ここは王族の私有地ですね？　許可なく侵しん入にゆうした者は重じゆう刑けいに処されるという」

「はい……アシェンプテルはとても平和で賊ぞくなども滅めつ多たに入り込まない国ですが、残念ながら絶対に安全とはいえません。森で休きゆう憩けいする時は湖のほとりの離り宮きゆうを使うよう、父からいわれているんです。僕の目でも風ふう光こう明めい媚びな場所だとわかるので、ここに貴方をお連れしたくて」

「私などが、この先に踏ふみ込んでもよいのでしょうか」

「もちろんです。だって僕達は友達でしょう？」

　ふふっと笑ったシャロンは、エラルドの顔を見てから、アストンにも目を向けた。

　そうして、「君も友達だよ、さあどうぞ」と声をかけると、私有地に入っていく。

　最も先を行くのは鼻の利きく犬達で、異常がないかどうかを率そつ先せんして調べていた。

「──では、お言葉に甘えて失礼致いたします」

「そういう堅かた苦くるしいのはなしにしてください。貴方のほうが年上なのだし」

「はい……できればシャロン様の御ご希望通りにしたいのですが、なかなか難しくて」

　エラルドは愛馬が落ち葉を踏む音を聞きながら、シャロンとキースに続く。しゃくしゃくと小気味よい音がする中で、秋の樹木と薔ば薇らの香かおりを感じ取った。湖に近づくにつれ、紅葉とは別の赤い色が視界に飛び込んでくる。小ぶりだが厳おごそかな石造りの建物に蔦つたが絡からみ、大小様々の薔薇が咲いていた。赤を中心に白や黄もあり、香るのも納得がいくほど咲き乱れている。

　建物が水際にあるためすべてが水面みなもに映り込み、まるで世界が二つあるかに見えた。

「これは……なんという……地の底にも美しい世界が存在するかのようです」

　開けた場に到とう達たつするなり感かん嘆たんしたエラルドは、シャロンの目では湖に映る色までは捉とらえられないように思い、抽ちゆう象しよう的な発言をしてしまったことを悔くやむ。シャロンがこの光景を頭に思い描えがくためにはどう説明すればよいか、自分なりに言葉を尽つくそうと考えた。

「秋の色に染まった木々の葉の黄金色と紅色、そして石造りの建物に絡んだ蔦の濃こい緑色と、蔦の間から顔を覗かせる色とりどりの薔薇の色、夕焼けに仄ほの赤く色づいた空が、より深い色になって水面に映っています。この湖は、さながら天に向けて置いた巨きよ大だいな丸鏡のようで、水の底に反転した世界があるのではないかと思うほど、上下対たい称しように見えるのです」

「まあ……素晴らしいですね！　僕には湖が光できらきらしていることしかわからないので、鏡のように映っているとは思いませんでした」

　筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい美しさを語り切れずにもどかしい思いをしたエラルドだったが、しかしシャロンの微笑ほほえみを得る。

　馬から下りたシャロンは、両手を広げて深呼吸した。上下対称の天と地の境界を見つめ、「エラルド、貴方あなたのおかげで湖に映る素晴らしい景色が見えてきました」と声を弾はずませる。

　その瞬しゆん間かん、エラルドは自分が今見ているものを瞼まぶたに焼きつけたくなった。

　たとえシャロンの目が健すこやかでも、彼自身は決して見ることができない光景──シャロンを含ふくめた天然の美の世界を、動く絵として記き憶おくしておきたい。

　ほっそりとした背に沿うブロンドがあまりにも見事で、両手を広げて呼吸する姿は、黄金の十じゆう字じ架かのようだった。こんなに美しいものを見てしまったら、元の世界には戻もどれない。

　しかし戻らなくてはならないのが現実だ。物語は本を閉じたら終わり、長く続かないことを知っている。平民と王子がこうしているのは奇き跡せきに等しく、二度とはないかもしれないが……そうなったとしても後こう悔かいはしない。この記憶が今後の自分を支えてくれると思った。

「離宮にお招きしたいのですが、お時間のほうは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「は、はい……もちろんです」

「よかった。僕がブレンドした紅茶があるので、よろしかったら飲んでみてください。お茶を淹いれるのは得意なんですよ。あ、でも、もしお口に合わなかった時は遠えん慮りよせずに正直にいってくださいね。噓うそはいけませんよ」

　手た綱づなを引かずともついて来るキースを従えたシャロンと共に、エラルドもまた、アストンを連れて湖のほとりを歩く。

　シャロンに対して「はい」と即そく答とうしたが、直前に耳にした「噓」という言葉に苛さいなまれた。

　噓をついているからこそ自分は、シャロンが淹れた紅茶を口にできる。

　正直に身分を語っていたら、この幸せはなかったはずだ。

「蔦だらけであまり使っていないように見えると思いますが、城から女によ官かんが来て整えてくれているんです。もちろんお菓か子しもありますよ。甘いものはお好きですか？」

　心苦しく居い心ごこ地ちが悪い思いはありながらも、エラルドは「大好きです」と答えて、石造りの離宮に招かれる。

　蔦と薔薇で覆おおわれた建物は、王家が所有する離宮としては極きわめて小さいものだった。

　玄げん関かん前には背せ丈たけほどある屋外用の燭しよく台だいが置かれていて、扉とびらを開けると廊ろう下かが真っ直すぐ伸のびている。居間の扉まで続く廊下はエラルドの足でも十歩はあったが、鏡や絵や椅い子すが飾かざってあるくらいで、そのうえ床ゆかは木で出来ていた。大理石でもなければ赤絨じゆう毯たんが敷しかれているわけでもなく、素そ朴ぼくな印象だ。

　肝かん心じんの居間はエラルドが自室として使っているジェームズ家の図書室より狭せまく、調度品は、木や綿の風合いを生かしたものが多い。飾られているパッチワークも田舎いなか風のものばかりで、何に於おいても上質ではあるが、贅ぜい沢たくとはいえなかった。そのうえ二階はなく、屋や敷しきの大部分を占しめる居間には、古風な暖だん炉ろとテーブルセット、長椅子と本ほん棚だなくらいしか置いていない。

「厨ちゆう房ぼうで湯を沸わかしてきます。ここで待っていてください」

「そんな恐おそれ多い……お手伝いさせてください」

「いいえ、僕は自分のことを自分でできたり、そのうえ他ほかの方のことまでできたりすると凄すごく嬉うれしくなるんです。無理はしませんし、慣れていますから独りでやらせてください」

「わかりました。では、お待ちしている間に本棚を拝見してもよろしいですか？」

「もちろんです。実は何が置いてあるのか知らなくて」

　そういって苦く笑しようしたシャロンは、居間の奥にある厨房に向かった。

　湯を沸かすなど似合わない高貴な後ろ姿を見送ってから、エラルドは本棚に収められた本の背表紙に目をやる。速読術で端はしから端まで読み取ったところ、取り立てて目新しい本は見つからなかった。貴族だけではなく、民たみに好まれる人気作が多く揃そろっている。

　──シャロン様はこの離宮を使い慣れている御様子なのに、本棚の書目を把は握あくしていない。つまり、文字を読むことができないということか？

　物心ついた頃ころには読み書きをマスターしていたエラルドは、本棚の前で愕がく然ぜんとする。

　シャロンは盲もう目もくなわけではなく、独りで行動できる程度にはものが見えているので、教養があって当然の立場からしても、読書が好きに違ちがいないと思い込んでいた自分に気づいた。

　それを前提として接してしまったら、シャロンは傷つくだろう。

　先さき程ほどの苦笑は、本の背表紙すら読めないことに対する自じ嘲ちようだったのだ。

「面おも白しろい本はありましたか？」

「あ……はい。ここがのどかな雰ふん囲い気きの離宮だからでしょうか。堅苦しくなく、ロマンのある良書を厳選して揃えているようです」

「そうでしたか。ここはかつて王族が農民ごっこをするために造った民家風の離宮だと聞いています。今はもう取り壊こわされていますが、昔は畑や水車や鶏にわとり小屋があって、城での格式ばった暮らしに疲つかれた王族がしばし身分を忘れ、手を泥どろで汚よごしたとか」

　シャロンは紅茶を載のせたトレイをテーブルに置き、「少し蒸むらしますね」というと、本棚の前に立つエラルドに向かって歩きだす。外を歩く時よりも、足取りがしっかりしていた。

「この離宮の成り立ちが気になっていたところでしたので、教えていただけて光栄です」

「本物の農民がこんな話を聞いたら、きっと怒おこるでしょうね」

「城での暮らしがどれほど窮きゆう屈くつかということを、知らない者は怒るかもしれませんが、しばし身分を忘れたいほど政まつりごとに身を削けずっている王族の方々の御苦労を知れば、むしろ自分達の生活に寄り添そっていただけて光栄だと思うかもしれません」

「そういっていただけると、子孫として嬉しく思います。今は……それほど不自由ではなく、格式ばっているわけでもありません。民に親しまれ、愛されることはとても大事なことだと、国王陛下は考えておられます。もちろん僕も同じ考えです」

　シャロンはエラルドの真横に立ち、父親のことを国王陛下と呼んだ。

　凜りんとした表情には、国王や民のことを思う王子らしい品格がある。

　思わず跪ひざまずいて礼を尽くしたい気持ちになりながらも、エラルドはシャロンから望まれている友人としての言動を心こころ掛がけた。「シャロン様は御立派であられますね」と、誰だれでもいえそうなことをいったところで、響ひびくものなど何もないだろう。そうかといって、王子だと知った今は気安く呼び捨てにすることもできず、どう接するかは難しい問題だった。

「シャロン様、この中で気になる背表紙の本はありますか？　よろしかったら要約や朗読を」

　エラルドが自分らしさを考えながら問うと、シャロンは花の蕾つぼみが開くような笑え顔がおを見せた。

　本の背表紙すら読めない事情を察したうえでのエラルドの発言に、感極まった様子で一冊の本を手に取る。

「これです。この本だけ背表紙が純白だから、僕の目にもはっきり見えるんです。それなのに背に書いてある文字はまるで読み取れないし、気になって仕方ありませんでした」

「これは今とても人気のある恋れん愛あい小説で、『硝子ガラスの靴くつ』というタイトルです。純白の本に銀の文字でタイトルが書いてあり、私の目でも近くにこないと読み取れません。しかも型押しでも刺し繡しゆうでもありませんから、少々意地悪に思えてきますね」

「そう、そうなんです。触さわっても凹おう凸とつがほとんどないからわからないし、だいぶ以前から気になっていました。まさか、僕だけではなく貴方にまで意地悪な本だったなんて」

　驚おどろくシャロンの愛らしさに目を奪うばわれたエラルドは、差しだされた本を受け取る。

　薔ば薇らの香かおりが漂ただよう紅茶を飲みながら、『硝子の靴』の話をすることになった。

「本当は裕ゆう福ふくな家の子でありながら、継母ままははや義理の姉に女中のように扱あつかわれた娘むすめは、亡なき母が用意してくれたドレスを着て、王子様の花はな嫁よめ選びの舞ぶ踏とう会に行こうとします。しかし、継母や姉から時代遅おくれのドレスで恥はずかしいと嘲あざ笑わらわれたうえに破かれてしまい、襤ぼ褸ろを纏まとったまま膝ひざを抱かかえて涙なみだをこらえます。それでも誰かを恨うらんだり運命を呪のろったりすることはなく……城に向かう馬車を見送り、遠い空から届く花火の音を聞きながら、独り密ひそかに泣くのです」

「それは……さぞや悲しかったでしょうね。娘さん、気の毒に」

「はい。悲境に耐たえながらも前向きに生きてきた主人公が、心折れそうになって遂ついに泣きだすシーンでは、こちらも涙を誘さそわれました。ですが続きがあります」

　物語を辿たどりながら、エラルドは『硝子の靴』の主人公と自分の境きよう遇ぐうの類るい似じ点に気づいた。

　しかし途と中ちゆうからは大きな違いがある。それは、性別の差だけでは済まないものだった。

　自分は彼女のように清くも優やさしくもないし、乙おと女めだった彼女とは違って、継母の手で何度も穢けがされている。理り不ふ尽じんな扱いに耐え忍しのんでばかりというわけではなく、時には口答えをしたり、怠たい惰だな者を軽けい蔑べつしたりすることもあった。継母や義兄への復ふく讐しゆうを考えたこともあれば、わざと落馬して己おのれの死を願ったこともある。何より違うのは、人生の結末だ。

　──僕の人生の結末はまだ見えていないけれど、魔ま法ほう使つかいが現れたとしても、僕が男である限り王子様と幸せになるなんて結末は絶対に訪おとずれない。どんなに贅沢な服を着て立派な馬車に乗ったところで、男は男だ。最高でも、友人にしかなれない。

　魔法使いが登場し、憐あわれな娘にドレスや馬車や硝子の靴を贈おくることを伝えると、シャロンは菫すみれ色いろの眼まなこを星のように瞬またたかせた。

「よかった、本当によかった」といって、紅茶を飲むのも忘れて続きを待っている。

「王子様は美しい娘を見み初そめます。しかし娘の服装が貴族や異国の王女のものに見えたため、王子様は彼女に、『君はどちらの王女様？』と訊きくのです。その瞬しゆん間かん、娘は我に返りました。身の程を超こえたドレスで王子様を騙だまして気を惹ひいた自身を恥じて、名乗らずに城を去るのです。ほぼ同じ物語でタイトルが違うものがいくつもありますが、この本では硝子の靴を城の階段に片方だけ残してしまい、それを頼たよりに捜さがされるという展開になっていました」

　エラルドは身の程を超えた服装で貴族に見せかけ、本物の王子と話している己を省かえりみながら、新たな罪に目覚め始めていた。

　その罪は、身分を騙かたることよりも重いものだ。

　同性にもかかわらず、『硝子の靴』の主人公のように、目の前の王子と結ばれたがっている自分に気づく。

　決して女性になりたいわけではなく、地位や名めい誉よや財産が欲しいわけでもない。紛まぎれもなく男である自分の手で、シャロンの細い体を搔かき抱いだきたいのだ。紅など塗ぬらなくとも赤みの強い唇を吸い、形を崩くずしながら舌を舐ねぶりたい。平らで慎つつましい胸にある乳ち首くびを想像すると、体中の血が騒さわいだ。肉の塊かたまりを寄せた谷間に興味はなく、清潔感のあるシャロンの胸に触ふれたい。

　ベッドに押し倒たおして広がるブロンドを見下ろしながら、脚きやく衣いと下着を剝はぎ取りたかった。

　そしておそらく未熟であろう男性器を指で扱しごき、大人の形にしてしまいたい。

　自分でも信じられない衝しよう動どうに駆かられたエラルドは、手にしていた純白の本を閉じた。

　許されざる淫いん夢むを吹ふき飛ばすように閉じると、それほど古くはない紙とインクの匂においが首の辺りまで勢いよく吹き上がってくる。

「その物語の王子は、美しい娘さんに一ひと目め惚ぼれしたんですね。見た目が美しいだけではなくて、内面の美しさも表れていたのでしょう。そう考えると、とても素す敵てきです」

　恋こいに落ちた王子に羨せん望ぼうを示したシャロンに、エラルドは「そうですね、この本はそういった筋書きになっていました」と答えた。

「そうではない本もあるんですか？」

「はい。王子様とは知らずに出会って恋をしたり、王子様だと知っていて秘密の逢おう瀬せを何度も重ねたり、本によって違いがあります。靴も、硝子ではなく金や銀の靴の場合もありますし、落とし方にしても、階段で偶ぐう然ぜん落としたり、恋に落ちた王子様の罠わなにかかって奪われたりと、大筋は同じでも差があるところが興味深いです」

「どれも素敵ですね。一目惚れで結けつ婚こん相手を決めてしまってよいのかと、同じ王子の身として心配になったりもしますが、今の僕には彼の気持ちがわかるような気がします。エラルド……貴方あなたに出会ったから、わかるんです」

「──ッ」

「貴方に初めて会った時……この人と僕は、きっと友人になれると直感しました」

　一瞬だけ期待した直後に突つき落とされたエラルドは、身分を偽いつわった状態で得られる最高位であるはずの『王子の友人』という立場を、光栄に思えない身を恥じる。

　本来ならば、口も利きけない身分の人だ。

　こうしているだけでも過分な幸せを感じるのに、望みは果てしなく高くなってしまう。

　自分の中のシャロンがそうであるように、シャロンにとっての自分を特別な存在にしたくて、友人という立場に、胸を搔き毟むしりたいほどの悔くやしさと物足りなさを覚える。

「シャロン様の友人だなんて、それは、とても光栄です」

「いいえ、勝手にごめんなさい。あの時の感覚に近い直感が男女の間で働いたら、それが恋に落ちるということなんでしょうね。僕は……いつかは同盟国の王家に婿むこ入いりすることになると思うので、恋とかそういう素敵なものは経験できそうにありませんけれど」

「シャロン様……」

　これは神が許さぬ大罪だと、自覚した途と端たんに想おもいを断たち切られた。

　貴方のことは友人としか思えない。自分は高貴な身分に相応ふさわしい王女と結婚する──先手を打たんばかりにいい切られると、心臓が真っ二つに割れてしまいそうだった。

　エラルドはさりげない振ふりをして、本を左胸に寄せる。心音を落ち着かせるために、静かにそっと呼吸した。胸の痛みも禍まが々まがしい欲望も全部、純白の本に封ふうじ込めてしまいたい。

　そうでもしなければ、友人でいることさえできない。二度と彼に会えないのだ。

「目の問題は生まれつきではありませんから、遺伝しなければよいといってくださる王女様もいらっしゃるようなんです。そういった方と結婚して、その方を好きになれるよう……誠実に尽つくしたいと思います。僕の父と母も政略結婚でしたが、とても仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふでした」

　シャロンは無む邪じや気きに笑うと、「僕もそうなりたいと思います」と明言する。

　エラルドの心に芽生えた罪なる恋に気づいたわけではなく、第二王子として生を受けた者の宿命として、理想的な生き様を語っているだけのようだった。

「シャロン様は、とても御ご立りつ派ぱでいらっしゃいます」

　他意はないとわかっていても、拒こばまれたと感じるエラルドの胸は痛み続ける。

　仮に打ち明けたとしたら、拒きよ絶ぜつされたり嫌けん悪おされたりするのは当たり前のことで、男が男を愛するなど許されることではない。

　エラルド自身も、こんな感情を認めたくはなかった。

　消せるものなら消してしまいたいが、それは確かに芽生えている。

　蒔まけば一夜で天まで伸のびるという魔法の豆の木のように、芽め吹ぶくや否いなや一息に育って、咲さくはずのない花を咲かせたがっていた。

「自分の話ばかりしてしまいましたね。お話の続きを聞かせていただけますか？」

　優しい薔薇の香りの湯気の向こうにいるシャロンに、エラルドは黙だまって頷うなずく。

　純白の表紙に涙の粒つぶを落としてしまったが、気づかれることはなかった。
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　シャロンに何かと干かん渉しようしているらしい王太子ヴァリウスが、同盟国の王族の結婚式に国王の代理として出席している間に、エラルドはシャロンとの逢瀬を重ねていた。

　シャロンは父である国王から条件付きで外出の自由を与あたえられているものの、ヴァリウスがいると何かと詮せん索さくされたり足止めされたりと、面めん倒どうが多い様子だった。

　そういったことをシャロン自身は濁にごしているうえに、エラルドは現在の王家の事情に興味を持っていなかったので、最初は知らないことだらけだったが、今は違ちがう。

　シャロンが置かれている状じよう況きようを知りたくて、噂うわさ話ばなしに詳くわしいハンナから情報を得ていた。

　エラルドは、森にも城下町にも近きん隣りんの町にも行ってはならないと継母ままははから禁じられているが、ハンナは農作物や乳製品の売り買いのために市場に通っているため、朝食用の野菜を収しゆ穫うかくする時間に話を聞くのが近ちか頃ごろの日課になっている。

「そうそう、いい忘れてましたけど、王太子様には隠かくし子が二人もいるんですよ」

　食べ頃の野菜を引き抜ぬいては泥どろを落としていたエラルドは、ハンナの言葉に耳を疑った。

　王太子は自分と同じ歳で、未婚のはずだ。子供が二人いるというのは意外だった。

「本当に？　ああいう立場の方は、いずれ異国の王女を花はな嫁よめに迎むかえるものだとばかり」

「ええ、そのつもりだから大っぴらにしないんでしょうね。囲った女によ官かんや踊おどり子に産ませて、女達には飽あきてさっさと城から追いだしたとか。子供も可愛かわいがってないって噂ですし、何しろ贅ぜい沢たくな浪ろう費ひ家で、女遊びと狩かりばかりして、獣けものを必要以上に撃うち殺す残ざん忍にんな方らしいですよ。見た目は役者より綺き麗れいで、まるで大天使だって噂だけど、ほんとかどうか怪あやしいもんです」

「……怪しい？　どうしてそう思うんだ？」

　シャロンの兄なら美しいに決まっていると思いながら問いかけたエラルドに、ハンナは泥の付いた両手を広げ、それを自分の目元に持っていった。

「下げ賤せんの者に顔を見せるのは不快だとかで、城から出る時はこんな感じの仮面をつけて目元を隠してるんだそうです。肖しよう像ぞう画がも描かかせないし、気取った御お方かたらしいですよ。今の国王陛下が王太子殿でん下かだった頃は、農村まで遠乗りに出て、こういう泥付きの野菜を見て、『食しよく卓たくでしか見たことがなかった』と驚おどろいて感激されたとかで、どこか微笑ほほえましい逸いつ話わがたくさんあるのに、その息むす子こはなんだってあんな遊ゆう蕩とう児じなんでしょうねぇ。先が思いやられますよ」

　ハンナは王太子ヴァリウスに強い悪印象を抱いだいているようだったが、それは彼女の個人的な意見というわけではなく、同じように思っている者は他ほかにもいる。

　以前はあまりに気にしていなかったが、義兄あにが王太子の悪口をいっていたことがあった。

　他にも、ハンナの夫や行商人、ミルクを買いにくる近隣の住人達も、「国王陛下の御容態が思わしくないうえに、王太子があんなでは先が思いやられる」と口々に話していた。

　何より、真実を知っているシャロンの口から、王太子に関するよい話を聞かない。

　それどころか、「しばらく兄がいないので、週末まで毎日出かけられます。貴方の御都合は如何いかがですか？」と、それはそれは嬉うれしそうに尋たずねられた。

　──シャロン様にお会いするのは、生きながらにして天国にいるように幸せで、その反面、自分が天に迎えられることのない罪人であることを思い知らされる。あの御方は僕を貴族だと思い込み、そのうえで友人として慕したってくれている。自力では本が読めないから、物語の話を聞いたり朗読を楽しんだりしているだけで、邪よこしまな感情など微み塵じんもない。

　王太子とは正反対に、目は不自由だが真ま面じ目めで優やさしく、まるで天使のようだと噂されている第二王子シャロンの姿を思い浮うかべながら、エラルドは収穫した野菜を運びだす。

　寸足らずの襤ぼ褸ろを纏まとい、涼すずしい時分から汗あせを滲にじませているのが真の姿だ。

　それなのに、近頃は身形みなりのことばかり考えている。継母が実母の形見の蔵書を勝手に売って作らせた三着の上着のうち、破れていない二着だけでは貴族らしくない気がして、服をどうにか用意しなければと焦あせっていた。シャロンの前に出るに相応しい新しい服が欲しいと願っては、高く売れそうな蔵書の存在を意識する自分が、心底嫌いやになる。

「エラルド様ってば、ここのとこ毎日のように綺麗な恰かつ好こうで出かけられてますけど、いったいどこのどんなお嬢じよ様うさまと出会ったんです？　あたしには教えてくださいよ」

「……お嬢様というわけでは、ないよ」

「あたしにもいえないお相手なんですか？　村娘に会うのに毎日おめかししないでしょうし、大層な御方じゃないかと期待しちゃいますよ。これまでは歴史に興味があっても生きてる方の噂話には興味がなかったエラルド様が、急に今の王子様方のことを知りたがるし」

「家の中で本を読むばかりじゃなく、外の世界に目を向ける気になっただけだよ」

　エラルドはハンナや彼女の夫から何度か訊きかれている質問を、今日もはぐらかす。

　一方、継母の男だん爵しやく夫人からは今のところ何も追つい及きゆうされておらず、湯屋を使うことや出かけることに関しても文句をいわれてはいなかった。

　本を売られたエラルドが悲ひ憤ふんに任せて屋や敷しきを飛びだして落馬し、怪け我がと高熱で苦んだ末に、貴人と知り合ったと推測できる行動を取っていることで、さすがに怖こわくなったらしい。

　すでに成人しているエラルドが、これまでに受けた被ひ害がいを正式に訴うつたえるのでは──と不安に思い、警けい戒かいしている様子だった。

　湯屋を使うエラルドを口くち汚ぎたなく罵ののしった息子に、「おやめなさい、ほどほどにしないと暴行罪で訴えられるわ」と、耳打ちしたのを、エラルドは確かに聞いている。

　貴族が使用人に暴力を振るって訴えられても、それが世人の心しん胆たんを寒からしめるほど残忍な行こう為いでない限りは、有罪になる可能性は低い。それも貴族が持つ特権の一つだった。

　しかしエラルドは使用人ではなく、多少は名の知れた貿易商と、国王の覚えが目め出で度たかった王立図書館の元副館長の遺児であるため、本気で訴えを起こした場合は勝算が見込める。

　いくらエラルドが平民でも、一応は家族である人間を虐しいたげた彼女達の立場が危あやうくなるのは間ま違ちがいないだろう。ましてやエラルドに味方をする貴人が現れたとなれば、異国の出身で夫も金もない男爵夫人が窮きゆう地ちに立たされるのは確実だ。

　──あの人の頭の中で、どんな計算がされていても構わない。今はただ、石せつ鹼けんや湯を使って身形を整え、香こう水すいをつけ、貴族らしい恰好でシャロン様に会いにいく自由が欲しい。進展など許されないことはわかっていても、せめて同じ空間で……友人として一いつ緒しよにいたい。

　シャロンと会えば、罪を思い知ったり欲望を抑おさえたり、つらいこともあるけれど、それらが行く手を阻はばむことはなかった。会いたい気持ちは、他のすべてを上回る。

　ハンナと共に野菜を抱かかえて屋敷に戻もどったエラルドは、厨ちゆう房ぼうでの用事を済ませてから図書室に向かった。鍵かぎ付きの書庫の扉とびらを開け、蔵書の代わりに収められている二着の上着とシャツと、羽根飾かざりの付いた帽ぼう子し、細工の美しい香水の瓶びん、そして靴くつを確認する。

　ここに入れておくと、亡なき母が遺のこした本が何に換かえられたのかを感じることができるので、あえてこの場所に保管していた。勝手に本を売られないよう、警戒心を持つための注意喚かん起きであったり、自身が愚おろかな真似まねをしないための戒いましめのようなものであったりと、意味があってのことだったのに、今では「本を売れば服が買える」と、再認識するばかりになっている。

　シャロンは王子なのだから張り合う必要はないが、貴族の振ふりをしていながら二着の上着を交こう互ごに着るしかない状態にあることで、エラルドは思い詰つめていた。

　貴族だからといって豊かとは限らず、貧しいと思われるのは一向に構わないが、問題はこの先だ。秋が深まってマントが欲しい寒さになりつつあり、今後は冬用の服が必要になる。

　これからもシャロンとの逢おう瀬せを続けるなら、やはり衣服を揃そろえねばならない。

　──それができないなら、真実を話すしかない。

　実は平民ですと打ち明けても、シャロンは急に態度を変えたりはしないだろう。そう信じているけれど、やはり怖い。勇気が出ない。つまり完全に信じていないということになり、そう考えると申し訳なくて胸が痛むが、今の幸せが壊こわれることが何よりも恐おそろしかった。

　シャロンに会えなくなるくらいなら、母親が遺した本を売り、貴族らしく振る舞まいたい。

　しかしそれをやってしまったら、たとえどんなに立派な服を手に入れても、着ている自分があまりにも汚きたなく軽けい薄はくに思えて、シャロンに合わせる顔そのものがなくなってしまう。

　──母様……僕は着き飾かざることで純じゆん粋すいな殿下を騙だまし、さらには許されざる恋こいをして……貴女あなたの大切な本を売るか売らないかと考えている咎とが人にんです。これ以上の罪を犯おかす前に、いっそのこと消えてなくなりたい。自分のものとは思いたくないほど浅ましい欲望を抑え切れなくなって、シャロン様を傷つけてしまう前に……。

　目の色に似た青い上着と、ワインのように赤い上着を抱だき寄せたエラルドは、この図書室で息を引き取った母親に謝罪する。恋によって露ろ呈ていした己おのれの醜みにくさを、震ふるえるほど恥はじていた。
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　エラルドに会うために城を出ようとしたシャロンは、愛馬キースに跨またがって空を見上げる。

　今のところ心ここ地ち好よい天気だったが、晴れの日に外を歩くのが大好きなキースや十頭の犬達が、思うように歩いてくれなかった。

　どうやら外出に反対しているらしく、十一頭が揃いも揃って不安を訴えてくる。

　さらには、シャロンが日ひ頃ごろから豆を与あたえて可愛がっている白鳩ばとが飛んできて、キースの頭や鞍くらに次々と止まった。やはりこちらも何かを訴えているようで、数羽が一いつ斉せいに鳴く。

　もうすぐ雨雲が迫せまってくるから、出かけるのはやめたほうがいいといっているらしく、その想おもいを受け止めたシャロンはしばし迷った。

「心配してくれてありがとう。でも、兄上が戻られるまでは毎日お会いしたいといってあるし、エラルドはもう家を出ているかもしれない。行かないわけにはいかないんだ」

　シャロンはエラルドがどこに住んでいるのか知らなかったが、出かける時点で雨雲が迫っていようと雨が降っていようと、彼は必ず来ると思った。

　動物や鳥達から再三止められたシャロンは、犬は置いていくことにしてキースを宥なだめ賺すかし、城の外に出る。雨雲の気配は人間にはわからないのか、人に止められることはなかった。

　──予定通りなら兄上は明日あした帰ってくる。僕が毎日森に行っていたことを知ったら、怒おこってしばらく外に出してくれないかもしれない。いくら父上がいいといってくださっても、兄上に強く反対されたら出かけられないし……今のうちにエラルドに会いたい。

　ようやく駆かけだしたキースの背中で、シャロンはエラルドの優しげな声や華はなやかな色合い、そして彼が作りだす影かげの形を思い描えがく。

　もうすぐ会えると思うと嬉しくて胸が弾はずみ、明日からしばらく会えないのかと思うと、沼ぬまに沈しずむように気分が落ち込んでいった。兄が無事に帰き還かんすることを当たり前に願ってはいるが、無事な範はん囲いで少しばかり予定が変わって、帰還が遅おくれてほしいと思わずにはいられない。

　──エラルドが僕の教師になってくれたら、毎日のように城で会えるけれど、若い男の人が僕に近づくことを兄上は絶対に許さない。迂う闊かつに名前を出したら大変な迷めい惑わくをかけてしまうし、僕自身も……エラルドとのことは秘密にしておきたい。

　シャロンは白い毛皮で縁ふち取どられたマントを翻ひるがえし、城下を抜ぬけて西の森に向かった。

　尊敬する年上の友人であるエラルドの存在を誰だれかに自じ慢まんしたいと思いながら、何な故ぜか誰にも教えずに、このままずっと隠かくしていたい気持ちも持っている。そのため、彼の存在も、自身の小さな罪も告白できずに過ごしていた。

　──兄上にも父上にも、老紳しん士しの手当てをしたと噓うそをついたままだし、エラルドと出会ってから僕の噓は止まらなくなっている。会うことをやめたくないあまりに懺ざん悔げもできないまま、これからも噓を重ねて、エラルドと会う機会を得ようとするのかもしれない。兄上が予定通り帰還しないと多くの人に迷惑がかかるのに、僕はそういう事態を望んでしまっている。

　こんなふうに誰かに執しゆう着ちやくめいた気持ちを持ったのは初めてで、シャロンは自分の心の変化に驚おどろいていた。

　エラルドに会うと嬉うれしさと幸福感に満たされ、会えない時は彼のことばかり考えてしまい、時に胸がきりきりと痛むように切なくなるのは、物語に出てくる恋の症しよう状じように似ている。

　出会った時の直感と同様に、こういう気持ちが男女の間で起きれば恋になり、同性の間では、親友になれるくらいの友情に育つのだろう。

　──これまでは人間の友を得られなかったから……初めて友人を得て心が喜んでいるのだと思っていたけれど、なんだか違う気がする。

　燦さん々さんと輝かがやく太陽のように明るい喜びではなく、誰にもいわずに、ひっそりしまっておきたい心苦しさが伴ともなう好意を自覚しながら、シャロンは湖のほとりの離り宮きゆうに向かった。

　キースや白鳩の忠告通り、空が唸うなって雨が降り始める。ぽつりと頰ほおに触ふれたかと思うや否いなや、視界が急に暗くなった。雨の勢いは強く、まるで桶おけに溜ためた水を被かぶるかのようだった。

　目が不自由なシャロンは、普ふ段だんはなるべく帽子を被らないようにしていたが、今日は被ってくるべきだったと後こう悔かいする。馬を走らせるうちに髪かみがぐっしょりと濡ぬれ、マントはもちろん、その下の上着も、やがてはシャツまでも濡れていった。

「キース、ごめんなさい。雨の日は苦手なのに、頑がん張ばってくれてありがとう」

　ようやく私有地に到とう着ちやくしたシャロンは、ここまで無事に連れてきてくれたキースの首に身を寄せる。雷らい鳴めいが迫っていることを考えると馬から下りたほうがよい気がしたが、下りる勇気が出なかった。晴れていれば自力でも歩けるものの、大雨や嵐あらしの時は視界が悪くなり、闇やみの中に放ほうりだされた気分になってしまう。

「シャロン様！」

　キースに謝罪と感謝の言葉をかけていると、エラルドの声が聞こえてくる。

　雨による霧きり靄もやが凄すさまじくて何も見えなかったが、目を凝こらした途と端たんに稲いな妻ずまが走った。

　一いつ瞬しゆんだけ空が明るくなり、木々の形が浮うき上がる。雨も霧きりも存在しないかのように、目前にある物体の影がくっきりと目に飛び込んできた。

「エラルド！」

　森の中に、アストンを引き連れたエラルドが立っている。離宮の鍵かぎの隠し場所を教え、中で待っていても大だい丈じよう夫ぶだといってあるにもかかわらず、彼は決してそうしない。こんな非常時でさえ離宮の軒のき下したで雨宿りするでもなく、境界線のロープの前でアストンと共に待っていた。

「あ……ッ！」

　稲妻の形通りに空が割れ、その亀き裂れつから神の怒いかりが落ちてくる。

　ドォォンと音が響ひびき渡わたり、耳の奥が酷ひどく痺しびれた。

　キースは賢かしこい馬だったが、しかし雷かみなりを恐れて暴れかける。

　どうにか持ちこたえたものの、落馬しそうになってひやりとした。

「シャロン様っ、キースが雷の音に驚いて暴走するといけません。手た綱づなは私が握にぎりますから、念のため下りてください！　木の下にいるのも危険です！　早く建物の中に避ひ難なんを！」

「は、はい……貴方あなたも早く！」

　シャロンはエラルドに従い、馬から下りて手綱を彼に任せる。

　そうするなり手を握られ、「足元に気をつけてください！」といわれた。

　馬と極力離はなれた状態で歩くよう促うながされたシャロンは、彼の気き遣づかいに胸を熱くする。

　体中が濡れていて、秋風を受けて寒いはずなのに、鼓こ動どうする心臓は確かに熱を帯びていた。

「エラルド、いつから待っていたんですか？　こんなに濡れて……手が氷のように冷え切っています。すぐに暖だん炉ろで温まってください！」

「私は大丈夫です！　シャロン様こそ一刻も早くお着き替がえください！」

　声を張り上げながら玄げん関かん扉とびらを開けて中に転がり込むと、「今日はいらっしゃらないと思っていましたのに、どうしてこんな無理を！」と、責めるように問われる。

　厳しい口調になると、兄ヴァリウスの声にますます近づくため畏い縮しゆくしかけたが、シャロンは自問自答しながら濡れたマントと上着を脱ぬいだ。玄関付近の床ゆかに、ぽたぽたと滴しずくが落ちる。

「それは……」

　無理を承知でここに来たのは、エラルドが待っている気がしたからだ。

　実際に彼は待っていたので、こうして会えてよかったと心から思う。

　この時間を自らの選せん択たくによって棄すてるなんて、考えられなかった。

「貴方に会いたかったからです」

「シャロン様……」

　口元や眉まゆの動きで、彼が驚いているのがわかる。明めい瞭りように見えるわけではないのに、顔を見ているだけで嬉しくなった。最初に会った時以上に、自分は彼のことを好きになっている。

　一ひと目め惚ぼれに近い直感を覚え、そこからさらに心を引き寄せられていた。

「キースや犬達や、鳩にまで引き止められて……激しい雨が降るのがわかりました。嵐が来る予感もありましたが、行かないという選せん択たく肢しはありませんでした」

「何故、そんなふうに」

「どうしても貴方に会いたくて、その気持ちを……衝しよう動どうのようなものを止められませんでした。我わが儘ままでキースに悪いことをしてしまいましたが、僕は、大切な友である彼に無理を強しいるほど、貴方のことが好きなのだと思います」

　友情にしては強過ぎる発言だと感じながらも、シャロンは自分の想いを口にする。

　エラルドが息を詰つめるのがわかった。綺き麗れいな形の眉が歪ゆがむように動き、動どう揺ようが感じられる。

「私のことが、好きだと、そう仰おつしやるのですか？」

「はい、とても好きです」

　濡れたシャツと髪が肌はだに張りついて不快だったが、無事にエラルドと合流し、向かい合って立ち、こうして気持ちを告げられることが幸せだった。

　数時間後には離れ離れになるのかと思うと、今から淋さみしい。

　いっそのこと、嵐によって帰るに帰れない状じよう況きようになればいいと願ってしまう。

　エラルドと長く一いつ緒しよにいても懺悔する必要のない、正当な理由が欲しくてたまらない。

「僕は少し、おかしいのでしょうか。貴方と出会ってから先……会っていない時も貴方のことばかり考えています。お別れしたあともすぐに会いたくなって、就しゆう寝しん時間まで起きているのがつらいのです。早く眠ねむって一日を終わらせて、一刻も早く次の日を迎むかえたくて」

「それは、私も同じです。シャロン様と出会って初めて、生きている心ここ地ちがしています。体に魂たましいが吹ふき込まれ、灰色の世界が色づいたようで、苦しいけれど幸せで……」

　室内ではあまりよく見えない彼の顔をもっと見たくて、自分の目がもどかしくなる。

　彼の顔を見てみたい──その一心で両手を伸のばしたシャロンは、「貴方のお顔に触れさせてください」といって、嫌いやがる気配のないエラルドの耳や頰に触れた。

　雨に打たれて冷え切った肌は石像のようだったが、熱い吐と息いきが手首にかかる。

「もっと、触れてもいいですか？」

「……はい、もちろんです」

　少し強めに触れて耳から顎あごまでのラインを辿たどったシャロンは、眉や鼻筋にも指を当てた。

　横顔のシルエットからして、兄のヴァリウスと本当によく似ていて、とても綺麗な顔をしていると察してはいたものの、実際に触れると額から眼がん窩かにかける彫ほりの深さや直線的な鼻筋が凜り々りしく、唇くちびると顎が、これ以上ないくらい素す晴ばらしい形をしているのがわかる。まさに完かん璧ぺきな顔だった。腕うでのよい彫ちよう刻こく家が理想的な美男の顔を彫ったら、おそらく彼に似るだろう。

「ずっと、こうしたいと思っていました。貴方の顔を、手指を使って感じれば……実際に目で見たように想像することができますから」

　シャロンはエラルドの唇に何度も触れ、その膨ふくらみや弾だん力りよくを感じ取る。

　もっと触れて指に覚え込ませたくて、また一から耳や頰に触れた。

　体温を少しずつ取り戻もどしていく肌は瑞みず々みずしく手に吸いつき、これでもかとばかりに生命力を示している。彫刻とはまったく違う、生きた人間なのだと実感できた。

「わかってはいましたが、貴方は本当に美しい方ですね」

　触れれば触れるほど、エラルドの姿がシャロンの中で肉づけされる。そうして完成したのは、惹ひかれてやまない生き生きとした美青年だ。髪にも触れたくなり、シャロンは雨を含ふくんだ彼の髪に指先をそっと埋うずめる。豊かなブロンドを梳すくと、指が喜ぶ感覚があった。

　このまま触れていたくて、そうするための理由を考えようとしてしまう。

「シャロン様……私は、罪を犯おかします」

　一ひと際きわ苦しげな息をついたエラルドが、唐とう突とつにいうなり踏ふみ込んできた。

　手首を摑つかまれ、何が起きたのか考える間もなく唇を塞ふさがれる。

　エラルドの顔が近くにあり過ぎて、何も見えなかった。

「……ん、ぅ……!?」

　唇を塞いだものが彼の唇であることに気づいた途端、シャロンは酷く動揺する。

　愛し合う男女の間で交かわされる接せつ吻ぷんとしか思えない行こう為いを、男のエラルドが男の自分にする理由がわからなかった。何か誤解があるのかと一瞬のうちに考えるが、そうしている間に彼の舌が口の中に忍しのび込んでくる。

「う、ぅ……ッ」

　口と口がぶつかったわけではなく、これは紛まぎれもなく接吻だと思うや否いなや、直前に耳にした彼の言葉が反はん響きようした。彼は確かに、「私は罪を犯します」といったのだ。

　この行為は罪であり、つまりは同性間での接吻ということになる。

「……ぁ、い、いけません……どうしてこんな！」

　唇が離れた隙すきに逃にげようとしたシャロンは、彼の手で背と膝ひざ裏から掬すくい上げられた。

　小さな子供のように軽々と運ばれ、廊ろう下かから居間へと連れていかれる。

　シャロンにはエラルドの表情が見えず、恐おそろしくてたまらなかった。

　彼が寝しん室しつの扉を開けたのがわかると、背筋が凍こおりつきそうになる。

「エラルド……ッ、僕は男です」

　濡ぬれた長い髪かみを乱しながら、シャロンは震ふるえる声で訴うつたえた。

　しかし返ってきたのは、「わかっています」という一言だけで、彼は足を止めない。

　シャロンの体を天てん蓋がいの付いたベッドに下ろすと、水が滴したたる上着とシャツを脱いだ。

　接吻の次に何をするのか、男女の間のことならばシャロンも少しは知っている。

　詳くわしいことはわからないが、裸はだかになってベッドの上で抱だき合うと、人は本能に支配されて、子を作るために自然と愛し合うことができるのだと聞いていた。

「正気を取り戻してください。僕も貴方も男です」

「承知しています……それでも私は、貴方が好きです」

「僕だって……貴方が好きです。でも、それは友人として」

「わかっています！　これが罪だということも、貴方を傷つけることもわかっています！」

　エラルドが悲痛な声で叫さけんだと同時に、再び空が光る。

　日にち没ぼつ前とは思えないほど薄うす暗ぐらかった寝室に光が射さして、エラルドの裸ら体たいが黒く塗ぬり潰つぶされた影かげ絵えに見えた。男の性の象しよう徴ちようたる男根を見るまでもなく、明らかに男だとわかる逞たくましい体に、シャロンは恐れ戦おののいてシーツの上で後ずさる。

「やめて……やめてください……神が、お怒いかりになっています」

　ベッドに膝を乗せて迫せまってくるエラルドに、シャロンは哀あい願がんした。

　天地が割れるかのように、またしても轟ごう音おんを立てて神の怒りが落ちる。

　民たみ以上に正しくあるべき王族が、罪の接吻を交わしたことにお怒りなのだろう。

　この建物に落ちないのが不思議なくらいで、警告だと考えると体の震えが止まらない。

「や、ぁ……ッ」

　ベッドの反対側から下りたシャロンは、たちまち捕つかまってもう一度押し倒たおされた。両手首を鷲わし摑づかみにされて仰あお向むけに縫ぬい止められ、接吻を求められる。いやいやと首を振ふって逃げたが、自分の手で側頭部を押さえるような恰かつ好こうを取らされ、唇を奪うばわれた。

「ん、ん……ぅッ」

　優やさしくて謙けん虚きよで、とても穏おだやかで素す敵てきな人だと思っていたのに──こんな強ごう引いんなことをするなんて、あまりにも酷ひどいと思った。しかし抗こう議ぎしようとすると舌を奥まで挿そう入にゆうされ、唇を押し潰しながら口内を探さぐられる。彼の頭の重みを感じるほど、強く求められた。

　可能な限り暴れても接吻をやめさせられず、唇に嚙かみつくこともできないまま、シャロンは靴くつを脱ぬがされ、衣服を次々と剝はぎ取られる。

「う、ぅ──ッ！」

「……ッ、ン……」

　下着まで奪われて生まれたままの姿になったシャロンを戒いましめるように、空が唸うなった。

　シャロンも唸るが、エラルドは接吻をやめてくれない。

　──エラルド……何な故ぜこんな……！

　いったい何がいけなかったのか、どうして彼は急に変わってしまったのか、考える間もなく抗あらがうと、ようやく接吻から逃のがれられた。生存本能に従って急いで息を吸ったシャロンは、彼に理由を問おうとする。そしてもう一度、やめてほしいと懇こん願がんするつもりだった。

「シャロン様……私は、貴方あなたに恋こいをしています」

　真上に来た顔から、ぽつりと滴しずくが落ちてくる。

　濡れ髪からの滴なのか、涙なみだなのか判別することはできなかった。

　ただ少し温ぬるかったように思えて、蒼サフ玉アイ石アの眼まなこから落ちた涙に思えてならない。

「エラルド……貴方は、別の神を信じているのですか？」

「いいえ、同じ神を信じています。ただ、神よりも貴方が好きなんです」

「……ッ、そういう問題ではありません。こんな罪を犯したら、貴方も僕も、天国に行けなくなります。それでも……今なら間に合います。心を改めて許しを請こえば、寛かん大だいなる神はきっと許してくださいます。もちろん一いつ緒しよに祈いのりますから、どうかお気を確かに」

　シャロンは言葉を尽つくして訴えるが、エラルドは首を横に振った。

　またしても滴が上から降り注ぐ。

　今度はとても冷たかったので、先さき程ほどのは涙だったのだと確信した。

　彼は苦しんでいるのだ。

　自分を傷つけようとしているわけでもなければ、急に思い立ったことでもない。

　エラルドの中には恋心があり、こういうことがしたい願望が潜ひそんでいたのだと思うと、顔を触さわったり好意を語ったりした己おのれの罪が浮うき彫ぼりになった。そんなつもりはなかったが、現状を踏まえて顧かえりみると、誤解を招いても仕方のない言動だったと思えてくる。

「僕は、貴方を苦しめましたか？」

「いいえ……シャロン様は私に過分な幸せを与あたえてくれました。貴方は何も悪くありません。これから私に何をされても、貴方が天国に行けないわけがない。身分を弁わきまえずに貴方に恋した無礼な男に、不本意に犯されるだけで……何一つ、悪くはないのです」

「あ……ぁ、駄だ目め……やめてください」

　犯されるという言葉に怯おびえたシャロンは、胸に口づけられて腰こしを引く。

　体の中が一本の線で繫つながっているのかと思うほど、全身隈くまなくびくついた。

　存在感の薄うすい小さな乳ち首くびを唇で挟はさまれただけなのに、頭も肩かたも、肘ひじや膝も動いてしまい……シャロンは他人に触ふれられる悦よろこびを知る。

「ふ、ぁ」

　入浴時に性器に触れると、妙みように心ここ地ち好よくなったり、ぬるつく透とう明めいな汁しるが溢あふれることは知っていたが、それは罪な快感だと思っていたので、あえて触ったりはしてこなかった。

　まだ精通は迎むかえておらず、自然に任せるばかりで興味を持っていなかったのだ。

　乳首に関しては、触れたところで何か感じることなどなかったので、男の胸には意味のないものだとばかり思っていた。

「や、ッ、あぁ！」

　エラルドの舌で転がされる乳首から性器に伝達が届き、まるで両りよう脚あしの間を弄まさぐられているかのような感覚を得る。つきんとした刺し激げきが、脚の間に何度も走った。

　それを、気持ちがいいと感じている自分の体が怖こわくなる。

「シャロン様……」

　これまでは苦しさが練り込まれていたエラルドの声に、喜色が差した。

　その理由がわかってしまい、シャロンは羞しゆう恥ちに身を竦すくませる。同性に乳首を弄いじられただけで、かつてないほど性器が猛たけっていた。異性と子を生なすために神から与えられたものが、不ふ遜そんにも天を仰あおいでいる。なんという恐れ知らずな、罪深い体だろう。

「いけません……もぅ、やめ……ッ！」

　意思に反して尖とがる乳首を吸われながら、性器を指で扱しごかれる。

　そこがぬるついていることを感じるなり、シャロンは羞恥では済まない罪に怯えた。

　同性に犯おかされるだけでも穢けがれになるが、肉体の悦びに任せて相手を受け入れてしまったら、それは同等の罪になる。天への扉は、完全に閉とざされることになるのだ。

「あ、ぁ……！」

　大きな手で未熟な性器を愛あい撫ぶされ、天を仰ぐどころか、腹に届かんばかりにされてしまう。

　同性に少し触れられただけで感じる自分は、おかしいのだろうか。それとも人の体は誰だれしも危あやうくできていて、事あるごとに信しん仰こう心を試ためされるものなのだろうか。

　──これは絶対にいけないこと。どんなに気持ちがよくても流されてはいけないのに、僕は本気で抗えない。好きな人に触れられて、嫌いやがることなんて……。

　本気を出せば、血が滲にじむほど引っ搔かくことも、叩たたいたり蹴けったりすることもできるはずだと思ったところで、手足はろくろく動かない。エラルドを傷つけることなどできなかった。

　彼が自分を傷つける気でいるなら抵てい抗こうできたかもしれないが、彼は傷つけたいわけではなく、愛したいのだ。たとえそれが罪であり、無理やり犯すという行こう為いであっても……その根底には恋れん情じようがある。彼に想おもわれて、触れられて、それを心底嫌だと思えずに気持ちいいとさえ感じている自分は、すでに咎とが人にんなのかもしれなかった。

「ふ、ぁ……ッ」

　エラルドの頭が胸から下腹に向けて下がっていき、奮い立つ性器を舐なめられる。

　まさかそんなことをされると思わなかったシャロンは、動どう揺ようして息を詰つまらせた。

　男が男の象徴を口に含ふくむなんて、酷く淫みだらなことに思えるが、考えるよりも先に快感が突つき抜ぬける。指で弄られる以上に、舐め吸われるほうが官能的だった。

「は、ぁ……ん、ぅ」　>>>♥

　膝ひざを閉じようとしても広げられ、金色の柔じゆう毛もうが生え始めたばかりのところを暴あばかれる。

　どんなに力を入れても隠かくすことは許されず、恥はずかしさのあまり目が潤うるんだ。

　いつの間にか暖だん炉ろに火を入れたのかと思うくらい、顔も体も熱い。

「ん、ん、ぅ……！」

　ベッドマットに沈しずみ込んでいた尻しりをエラルドの両手で摑つかまれて、腰を浮かされた。

　そうしながら性器を深く吸われ、品のよい彼の口から零こぼれているとは思えないくらい卑ひ猥わいな音を耳にする。ちゅぷちゅぷと、酷くいやらしい音を立てて根元まで吸われると、本来は見えないはずのものが見えた気がした。

「は、ぅ、ぅ！」

　彼の唇くちびるが自分の性器の形に合わせて開き、歯を立てずに吸って……時折、上唇に金の柔毛が当たる。肌はだに沿って寝ねた毛には、シャロンが零した透明の汁とエラルドの唾だ液えきが付いていて、ぬらぬらと光っているに違ちがいなかった。

　音と同じくらい卑猥な光景を想像しながら、シャロンはエラルドの髪かみに手を伸のばす。

　こんなことをされても彼を嫌きらいになれない気持ちを自覚すると、どうにもできなかった。

　嫌だと告げれば噓うそになり、引っ搔くことも暴れることも本意ではなく、最後に残った本心は、エラルドの希望に応こたえながら自身の欲望に身を委ゆだねることだ。

　今、それ以上にしたいことなど何もない。

「は、ぁ……エラルド……ッ、あぁ！」

　脚の間で何かが弾はじけ、止まらなかった。さながら心臓のように鼓こ動どうし、勢いよく体液が出る感覚がある。これが精通だと思うと、恥ずかしいのと同じくらいの強さで、エラルドと一緒でよかったと思った。こんなにも激しく不安定な瞬しゆん間かんを、独りで経験するのは恐おそろしい。

「あ、ぁ……ぅ」

「──ッ」

　彼の口に精を放ったシャロンは、岸に揚あげられた魚の末まつ期ごのようにぴくぴくと弾ける。

　エラルドは精を嚥えん下かせずに指に搦からめると、それを双そう丘きゆうの狭はざ間まに向けてきた。

　犬の交こう尾びを目にしたことがあるシャロンは、自分の行く末を思う。

　動物とは違って仰あお向むけになってはいるが、奮い立つエラルドの性器で犯されるのだろう。

　本来は生せい殖しよく器ではない肉の孔あなに指を添そえられ、粘ねん液えきを塗ぬりつけられると、この先のことが生々しく想像できた。

「く、ぅ」

　ぬるりと指が入ってきて、宙に浮いたままになっている腰が震ふるえる。

　それを見計らったように枕まくらを敷しかれ、反っていた背中や腰の負担を軽減された。

　犯すと宣言しながらも気き遣づかってくれるエラルドに従ったシャロンは、緊きん張ちようして強こわ張ばる四し肢しの力を抜く。彼の指を受け入れると、体の芯しんから熱が生まれる感覚を覚えた。

「あ、ぁ……ッ」

　肉の道の途と中ちゆうに、性器よりも乳首よりも感じる場所がある。

　自分が自分でなくなる前に、エラルドに告げるべきことがある気がして、シャロンは必死に自我を保った。利きき手に力を籠こめ、覆おおい被かぶさる彼の腕うでを摑む。

「待って、待ってください」

「シャロン様」

「無理に犯したりしては、いけません。そんなことをしたら、罪が増えてしまいます」

　シャロンの言葉を受け、エラルドは顔色を変えたようだった。

　よく見えないが、眉まゆが苦しげに寄せられたのは間違いない。

「罪を犯すなら、一つだけにしてください」

　シャロンは摑んでいたエラルドの腕を離はなし、彼の胸に触れた。

　押して拒きよ絶ぜつするのではなく、心臓の音を感じながら視線を合わせる。

　目の色を頼たよりに見つめ合えば見つめ合うほど、お互たがいの心音が大きくなった。

「エラルド……僕も、貴方あなたと同じ罪を犯します」

「シャロン様？」

「同性と愛し合う罪を、貴方と一いつ緒しよに犯します」

　心を決めて告げると、エラルドは息を詰める。

　掌てのひらから感じられる心音も、不規則な動きをした。

　己おのれの体を、打ち鳴らされた楽器のように感じているシャロンとは正反対に、エラルドの体は静せい寂じやくに支配され、凍こおりついて見える。

　覆い被さった恰かつ好こうのままぴくりともしないので、掌をさらに強く胸に押し当て、どくどくと鳴る音を確かめずにはいられなかった。心臓は紛まぎれもなく動いていて、彼の肌には人間らしい温もりがある。最も早はや、熱といったほうが相応ふさわしいくらいだった。

「僕に、無体を働くようなことはやめてください。こういうことは合意の上ですべきことだと思います」

「シャロン様……慈じ悲ひ深い貴方は、私の罪を軽減するために身を擲なげうっているだけです」

　涙なみだの粒つぶが肩かたの上に落ちてきて、そうかと思うと彼が頽くずおれるのが見えた。

　シャロンの脚の間で、エラルドはシーツに膝をつき、腰こしまで落とす。

　声を殺して泣く彼が、何を考え、どんな顔をしているのか見たかった。

　唇がきつく引き結ばれて細くなり、嗚お咽えつをこらえているように見えたが、涙は透明なので、その瞳ひとみを濡ぬらしていてもわからない。

「シャロン様……私は、貴方に……許されざる噓を、ついていました」

　エラルドは手首で半面を押さえ、軋きしんだ声を絞しぼりだす。

　本来は男らしくも艶つやめき、聞き取りやすい美声の持ち主だが、今はまるで別人の声だった。

　蝶ちよう番つがいが錆さびて開かない扉とびらを無理に抉こじ開けているようで、「無理をしないで」と、止めたくなるほど苦しげに聞こえる。

「私は、貴族ではありません。オーデンの出身というのも噓で、この国の……民たみの一人です。なんの特権も持たない平民で、名は……エラルド・ジェームズと申します」

　無理をしないでといいかけたシャロンは、俄にわかには信じがたい言葉に耳を疑う。

　これまでの日々の中で、エラルドが噓をついているなどとは夢にも思わず、オーデン出身の貴公子だと頭から信じていたシャロンには、これこそが噓のように思えてならない。

　突とつ然ぜんの告白に驚おどろくばかりで、何かいおうにも言葉にならなかった。

　自分がそうして作った間によって、彼がどれほどの不安を抱いだくか……彼をどれほど傷つけることになるか、思い至るまでに長い時間がかかってしまう。

「エラルド・ジェームズ……貴方が、貴族だという噓よりも、平民だという話のほうが、噓のようです」

「私は……身分に相応しくない衣服や、上等な香こう水すいの力を借りて、シャロン様を騙だましました」

「──どうして、そんな噓を？　正直にいったら僕が離れていくと思いましたか？」

　シャロンが問うと、エラルドは再び息を詰める。もしもまだ胸に触ふれていたら、おそらく心臓の反応も感じられたことだろう。エラルドの気持ちの動きは、そのまま彼の身にまで影えい響きようを与あたえ、過か剰じような痛みは肉体すら蝕むしばんでしまいそうで怖こわかった。

「そう思いたくは、ありませんでしたが……貴方は、あまりにも高貴で……遠くて、私には、信じ切る勇気がありませんでした。たとえ身分を偽いつわってでも、貴方と一緒にいたかった」

「エラルド、どうか泣かないでください、エラルド……」

「申し訳ありません……本当に、申し訳ありません」

　声を震わせながら頭を下げる彼の腕に、シャロンは手を伸ばす。

　出会った時の傷が残る左ひだり腕うでも、何もない右腕も、摩ま擦さつするように何度も撫なでた。

「頭を上げてください。貴方が何者であっても、一緒に過ごした時間の楽しさや貴方の価値が変わるわけではありません。貴方は貴方です」

　こうして肌に触れていると、エラルドと過ごした時間が蘇よみがえってくる。

　無理をしてでも自分に触れたいと思ってくれたエラルドの気持ちが、今はわかる気がした。

　好きになったら、会いたくなる。話したくなる。そして、その人に触れたくなる。

　触れると愛いとしさが弥いや増ますのも、もっと触れたくなるのも自然なことだ。

「貴族であってもなくても、何も変わりません。貴方もそれを知っているはずです」

　言葉にしてみると、骨身に染しみるほど思い知らされる。

　王子として生を受けた自分や兄と比べて、平民の彼が劣おとっているわけではない。

　王族にしても貴族にしても平民にしても、誰だれの腹に宿るかは運一つの話であり、どのような生まれでも、誇ほこることも卑ひ下げすることもないことをシャロンはよくわかっていた。

「身分を偽っていたことも、想おもいを隠かくしていたことも、正直に告白していただけてよかった。これでもう、苦しみを抱かかえずに僕と一緒にいられますか？」

「シャロン様……」

「同性を愛する罪を犯おかすほど僕を想ってくださるなら、永遠の恋こい人びとにしてください。貴方だけ罪を被ってはいけません。独りで地じ獄ごくに落ちないで」

　涙を零こぼしながらも微笑ほほえんだシャロンは、エラルドの頰ほおに触れる。

　濡れそぼつ肌はだをなぞると、普ふ段だんよりも色のない唇くちびるが恐る恐る開かれた。

「愛しい貴方を地獄に道連れにするような真似まねは、できません」

「いいえ、道連れにしてください。同じ罪を犯して、死しても別れずに済むようにするのが、お互いの想いに対する誠意ではありませんか？」

「……ですが……」

「貴方と一緒にいたいのです。これからも、ずっと」

　指の腹を唇に当てて膨ふくらみを崩くずすと、爪つめの先を食はまれる。

　仕草一つ一つに慈いつくしみが感じられて、想いが切に伝わってきた。

　自分の中に芽生えた愛情と絡み合いながら、膨れ上がって大きく育っていく。

「エラルド……」

「シャロン様、貴方を愛しています」

　再びシーツに背中を沈しずめたシャロンは、身を伸のばした彼を見つめる。

　神に逆らわずに生きてきたシャロンにとって、罪を犯すのは酷ひどく恐おそろしいことだった。

　それでもエラルドを受け入れたい気持ちを認め、彼の信しん頼らいを得たいと思う。

　神よりも自分を選んでくれたエラルドと同じように、自分もまた……神に逆らってでも彼を悦よろこばせたかった。そうして、エラルドに信じてもらえる存在になりたい。

　今ここで身を任せ、体を繫つなぐことで真まことを示せるなら、示したいと思った。人が決めた身分の隔へだたりも、神が定めた禁きん忌きも超こえられる想いがあることを、自分自身も確かめたい。

「あ、ぁ……は……」

「──シャロン様……どうか、力を……」

　力を抜ぬいてくださいと耳元で囁ささやかれたが、緊張して思うようにいかなかった。

　シャロンはエラルドの背中に手を回し、ぎゅっと抱きつきながら彼を感じる。

　嵐あらしのせいで流れてしまったのか、今日は香水の匂においが薄うすく、雨や革かわの匂いがした。

　いつもとは違ちがうけれど、会いたくてたまらなかったエラルドの匂いだ。

　ここには彼だけが持つ空気があり、見つめ合うと、ひたむきな愛情や優やさしさ、嵐に負けない情熱が熱っぽく伝わってくる。

「ん、ぅ……ッ」

　男としての動作が続いたあとで、脚あしの間にエラルドが入ってきた。

　指で拡ひろげられた肉にく孔あなが抉じ開けられる痛みは、禁忌であることの証あかしだろうか。

　ますます怖くなって縋すがりつくと、額やこめかみに口づけられた。

　斟しん酌しやくを加える彼は、決して無理に進んではこない。

「ふ、ぁ……ッ」

　ぬめりを帯びた粘ねん膜まくが、肉感的な音と共に滑すべり合った。

　繫がりが自然と深くなり、一いつ瞬しゆんの解放感のあとに快楽に囚とらわれる。

「あ、ぁ……！」

　指で触れられただけでおかしくなりそうだった一点を、彼の欲よく望ぼうで突つき解ほぐされた。

　渦うずに吞のまれるように抗あらがえない官能に落ちたシャロンは、エラルドの背に両手を回したまま、次し第だいに激しくなっていく彼の抽ちゆう挿そうを受け入れる。

「く、ぁ……あ、ぁ……」

「──ッ」

　自分の嬌きよう声せいに、エラルドの甘苦しい息いき遣づかいが重なると涙が溢あふれた。

　時に苦しく、引き攣つる痛みを感じながらも、この時間が続くことを願う。

　こうしていることが自分にとって幸せだということを、全身で痛感していた。

「は、ぁ……く、ぅ！」

「シャロン様、酷く痛みますか？」

「……ぃ、いいえ……大だい丈じよう夫ぶ、です……このまま……」

　今もまだ空は唸うなっていて、神の怒いかりが伝わってくる。

　しかし雷かみなりに焼かれる時はエラルドも一いつ緒しよだ。煉れん獄ごくでも地獄でも、彼と共に落ちるなら恐きよう怖ふは半減する。それどころか、彼を好きになればなるほど薄らいでいく気がした。

「や、ぁ……ぁ、もう……ッ」

　ずくずくと押し寄せるエラルドの下で、シャロンは爪つま先さきを立ててシーツを搔かき乱す。

　ベッドが軋む音を聞きながら、彼の重みで壊こわれてしまいそうな体を撓しならせた。

　腰こしの下に敷しかれた枕まくらがずれ、エラルドの両手で尻しり臀たぶらを摑つかみ上げられる。

　そうして浮ういた体は、さながら振ふり子のように前後した。

「ひ、ぁ……あ、ぁ……！」

　絶頂に向かって駆かけ上がるのは、煉獄とも地獄とも無む縁えんの境地だ。

　この行こう為いの何がいけないのかわからなくなるくらい、すべてが甘くて気持ちがいい。

　確かにあるはずの痛みが引いていき、天に昇のぼらんばかりの心ここ地ちになる。

　血が巡めぐるように、体中に悦びが行き渡わたった。

「──エラルド……ッ」

「シャロン様……お慕したい、しています……シャロン様……！」

　窓の外で稲いな妻ずまが光り、青々しい精の匂いが漂ただよう寝しん室しつを照らしだす。

　黒く塗ぬった紙を切り抜いたかの如ごときエラルドの影かげを見つめ、シャロンは頷うなずいた。

　息遣いや荒あら々あらしくなる動作から、彼にも絶頂が訪おとずれようとしているのを察する。

　今から自分は、世間でいうところの穢けがれた身になるのだとわかったが、嬉うれしい気持ち以外はなくなっていた。エラルドが、自分と同じように感じてくれていることが、ただただ嬉しい。

「……どうか、接せつ吻ぷんを……」

　そういって求めるまでもなく、彼の顔が迫せまってきた。

　唇を塞ふさがれ、今度はしっかりと口を開いて受け止める。

　お互たがいの膨らみを崩し合い、熱い舌を絡からませ、唾だ液えきを交かわした。

「ん、ふ……ぅ」

「──ッ、ゥ……」

　引き寄せていたエラルドの体が強こわ張ばり、体の奥に熱いものを注ぎ込まれる。

　同性に抱だかれて精を分かち合い、より一層彼を愛する罪を犯したシャロンは、今ここにある真実を胸に刻んだ。

　いつの日か異国の王女と結けつ婚こんし、愛も幸せも努力して育はぐくむものだと思っていたが、そうではない。努力するまでもなく、育むまでもなく、自然に花開いて実る想いが自分にあったことを、初めて知った。
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　第二王子リチャード・シャロン・アシェンプテルと結ばれたエラルド・ジェームズは、夢の終わりが来ることに怯おびえながら、人生で最も充じゆう実じつした日々を大切に過ごしている。

　鶏にわとりの鳴き声で起き床しようするのは変わらないが、畑仕事を終えたあとは隣りん家かの大工仕事を手伝いに行き、それが終わるとすぐに帰宅して身み支じ度たくを整え、屋や敷しきから程ほど近い貴族家に通っていた。

　継母ままははや義兄あにが告こく訴そを恐れて口出しをしなくなった隙すきに、家庭教師の仕事を見つけたのだ。

　平民とはいえ元々は裕ゆう福ふくな家の息むす子こで、教養があることや、見目麗うるわしいことは周辺の家々に知られており、エラルドに好意的な者は少なくなかった。

　さらに実母の生前の肩かた書がきにも助けられたエラルドは、子し爵しやく夫妻から是ぜ非ひにと乞こわれ、語学や剣けん術じゆつ、ダンスなど、多た岐きに亘わたる家庭教師として子爵令息の面めん倒どうを見ている。

　書物を手放さずに、冬用の外出着を購こう入にゆうするには家の外で働くしかなく、子爵家としても、外聞がよくない息子の出来の悪さを貴族に隠したがっていたため、エラルドの申し出は渡りに船といったところだった。

「最初は語学と剣術を中心にという御ご要望でしたが、翌日から『他ほかは後回しにして、とにかくダンスを最優先に。今すぐ踊おどれるようにしてほしい』と、焦あせった様子で依い頼らいされました」

「それでしたら心当たりがあります」

　ベッドの上で近きん況きようを語ったエラルドに、シャロンは微笑ほほえみながら答える。

　エラルドは子爵家での仕事を終えて、その足で森に向かう日々を繰くり返し、シャロンもまた、薬草や花を摘つむのを口実に連日出かけて、愛馬と十頭の犬に守られながら湖のほとりの離り宮きゆうに通っていた。

「もしや、久しく自じ粛しゆくされていた舞ぶ踏とう会が開かれるのですか？」

「はい、おそらくそうなると思います。兄が帰国したらすぐに開かい催さいできるよう、すでに準備が進められています」

「王太子殿でん下かは、近日中にお戻もどりの予定ですか？」

「……はい、今度こそ間違いなく帰ってくるかと」

　下着すら身につけずにエラルドと肌はだを重ねていたシャロンは、重らかな溜ため息をつく。

　王太子が帰国すればこんなふうに会えないことは、エラルドもわかっていた。

　あの嵐の日に、王太子ヴァリウスの一行は倒とう木ぼくや川の氾はん濫らんによってことごとく帰路を塞がれ、そのおかげで二人の蜜みつ月げつは半月が経過した今も続いている。

　野営を嫌きらったヴァリウスの一存で、一行は隣国オーデンの城にしばらく滞たい在ざいすることになり、彼の花はな嫁よめになりたがっている王女や公爵令れい嬢じようらに足止めされているという話だった。

　さすがに遊び過ぎだと怒おこった国王が使いをやっても、未いまだに帰ってこない。

　詳くわしい事情は実じつ弟ていのシャロンでさえよく知らないらしいが、好こう待たい遇ぐうを受けながらの異国での狩かりに夢中になっているという噂うわさは、民たみにまで届いていた。

「兄の気まぐれによって帰国が遅おくれればいいと、願い続けてきました」

「シャロン様……」

「あの嵐あらしの日に、貴方あなたと結ばれたから願うようになったわけではありません。こうなる前から思っていたんです。僕は気づかないうちに、恋こいに落ちていたんでしょうね」

　シャロンは小鳥のように囁ささやいて、胸に顔を埋うずめてくる。

　小さな頭が動くと、シーツに広がるブロンドに光の波が走った。

　触ふれずにはいられなくて手を伸のばしたエラルドは、絹糸の如き巻き毛を指に搦からめる。

　シャロンの吐と息いきが鎖さ骨こつの辺りにかかり、その温ぬくもりに癒いやされた。

　細い肩かたや背中に触れれば、さらに確かな温度を感じられる。

　こうしていられるのはあとわずかだと思うと身を引き裂さかれるように切ないが、もう十分に、一生分の幸福を味わったという思いもあった。

　本来なら手の届かない人と出会えて、恋をして、その想おもいを受け入れてもらえたのだ。

　過去や未来がどうであろうと、最高の人生に違ちがいない。

「私は……このまま死ぬことができたら、どんなに幸せだろうと思うくらい幸せです。王太子殿下の帰国によってシャロン様に会えない日々が続いても、この幸せを糧かてに生きていけます」

　死にたいのか生きたいのか曖あい昧まいなことをいうと、シャロンはエラルドの胸から顔を離はなす。

　その表情には、淋さみしさがありありと出ていた。

　菫すみれ色いろの眼まなこは表面が濡ぬれて、今にも滴しずくを零こぼしそうに見える。

「エラルド……僕は貴方と会えなくなるのがつらくて、次にどうやって貴方に会うかについて、いつも考えています。兄が帰国しても今と変わらない日々を過ごすために……兄を騙だますことも考えました。でも、どんな噓うそをついても兄は許してくれないでしょう。兄だけではなく父上も、僕が毎日出かけていると知って心配していました。昨夜も、『時々にしなさい』と仰おつしやって」

　ベッドの上でも王子らしく凜りんとした話し方をするシャロンだったが、そう語ったあとで瞼まぶたを閉じ、再び胸むな元もとに顔を埋めてくる。

　かろうじて聞き取れるくらい小さな声で、「ずっとこうしていたいのに」と呟つぶやいた。

「シャロン様……」

　力を入れて抱だいたら折れてしまいそうなシャロンを、エラルドは両りよう腕うででそっと抱き締しめる。

　本当に華きや奢しやで、王子だということや同性だということを除いても、無ぶ遠えん慮りよには触れられない体だった。触れると魂たましいが焦こげそうなほど温かいのに、血の通わない、繊せん細さいな硝子ガラス細工のように思えてならない。

「私も、ずっとこうしていたいです」

　攫さらえるものなら攫って、どこか遠くに行きたかった。

　働き詰づめのエラルドには感傷に浸ひたる暇ひまなどなかったが、シャロンと別れて自宅に向かう時が何よりつらい。アストンの行く先を変えて、シャロンを追いかけたい衝しよう動どうと闘たたかいながら帰路につき、家に帰って継母や義兄の顔を見るなり現実を思い知るばかりだった。

「……ん、ぅ」

　エラルドはシャロンの顎あごに触れ、横たわったまま接吻する。

　身を繫つなげて愛し合ったばかりだというのに、再び抱きたくて体が疼うずいた。

　いくら触れても触れ足りないと思うのは、やむことを知らずに滾こん々こんと湧わく恋心のせいだ。

　同性に対する耐たえがたい想いを自分に与あたえ、男同士でも存分に愛し合うことができる肉体や、誰だれにも邪じや魔まされずに逢おう瀬せを重ねる機会まで与えながら、これを許さぬ神の矛む盾じゆんを感じていた。

「く、ふ……ッ」

　シャロンの柔やわらかな唇くちびるを崩くずしたエラルドは、甘い舌を追い求める。

　まだ窄すぼまり切っていないはずの後こう孔こうに触れるために手を伸ばすと、シャロンはいつもと違う動きを見せた。胸と胸の間に手を入れ、エラルドの行動を制するように押してくる。

「シャロン様？」

　重ねた唇が離れてしまい、蜘蛛くもの糸の如く伸びた蜜みつ糸いとが音もなく切れた。

　もう一度抱かれるのが嫌いやなのかと不安を抱いだきつつ目を合わせると、そこには仄ほのかに薔ば薇ら色いろに染まった顔がある。はにかんでいるように見え、嫌けん悪おは微み塵じんも感じられなかった。

「あの……お願いが……」

「は、はい」

　ぎごちなく身を起こしたシャロンは、裸はだかのエラルドの胸に掌てのひらを当てる。

　中心よりも少し左寄りにある心臓の辺りを押さえながら、おもむろに唇を開いた。

「しばらく会えなくても貴方を思いだせるように、もっと触れてもいいですか？」

「私に……ですか？」

「はい、貴方の体に」

　すでに胸に触れながらも何な故ぜそんなことをいうのかわからなかったエラルドは、深く考えるより先に「どうにでもなさってください」と答える。

　目が不自由なシャロンにとって、手で触れて感かん触しよくを得ることは大切なことだと承知しているうえに、「触れたい」という願望を恋人から寄せられて嬉うれしくないわけがなかった。

「はしたないと、嫌いにならないでくださいね」

　おずおずといわれ、エラルドはシャロンの真意にようやく気づく。

　上うわ掛がけに隠かくれた下腹へと滑すべり落ちていったシャロンの両手は、割れた腹筋の隆りゆう起きを一つ一つ乗り越こえてから性器に向かった。

「──ッ、シャロン様……」

　軽く触れられただけで、体中の血が猛もう然ぜんと集まる。

　元より疼いていたエラルドの性器は、シャロンの指や掌を跳はね返さんばかりに凝ぎよう固こし、自ら愛あい撫ぶを要求しだした。触さわってくれ、握にぎってくれと強請ねだっているようで、触れているシャロンと同じくらい、エラルドも恥はずかしくなる。

「やはり、とても恥ずかしく、はしたない行こう為いでしょうか？」

「い、いえ……」

「でも、貴方の頰ほおに赤みが差したように見えます」

「嬉しくても、赤くなりますから」

「嬉しいですか？」

　さらに身を起こしたシャロンは、上掛けを捲めくってエラルドの股こ間かんを露あらわにした。

　ほっそりとして品のよいシャロンの手指が、奮い立つ自分の性器を撫なでている様を視覚的に捉とらえた途と端たん、エラルドは「……ッ」と小さく呻うめく。

　油断したらもっと恥ずかしいことになってしまいそうなくらい、感じていた。

　大人の矜きよう恃じで必死にこらえたが、あと少し遅れたらシャロンの手や顔を穢けがすところだった。

「──嬉しいに、決まっています」

「よかった……貴方に抱かれる僕は女性のような立場ですから、自分から、こういうところに触れたり、何かを求めたりしてはいけないのかと、悩なやんでいました」

「早く、訊きいてくださればよかったのに」

「罪なことをしているのに、浮うかれてはいけないと思いましたし……間違えておかしな言動を取ると、貴方に嫌われてしまいそうで怖こわかったんです」

「嫌うわけがありません。愛する人に触れられるのは悦よろこびでしかないんです」

「それなら、僕と同じですね」

「──ッ、ァ」

　仰あお向むけになっていたエラルドは、シャロンの両手で性器全体を包み込まれる。

　そうして先せん端たんから根元まで、表面を隈くまなく撫で擦さすられた。ただ単に形を覚えるためだけとは思えない、愛撫といっても過言ではない触れ方をされると、肉体が受ける快楽が倍増する。

　しかしそれ以上に、シャロンの言葉に胸が弾はずんだ。なかなかいいだせずに悩むほど、これを触りたいと思ってくれたことが嬉しくて、その悦びによって性器が一層固く張り詰める。

「シャロン様……ッ」

　括くびれの部分を指先で一周されたエラルドは、びくりと腰こしを震ふるわせた。

　鈴すず口ぐちから透とう明めいの蜜が零れ、絶えず動くシャロンの指を濡らす。

　ぬるりと、白い手がこれまで以上に素す早ばやく動きだした。

「──ッ、ク……」

「エラルド、貴方のここは……僕のと同質のものとは思えないくらい立派で……なんだか怖くなります。つい先さき程ほどまで僕の中に入っていたなんて、信じられないくらい大きい」

　両手でじっくりと触れたシャロンは、そうしながら突とつ然ぜん、「あッ」と嬌きよう声せいを漏もらした。

　一いつ旦たんぺたりとシーツに落ちた腰を慌あわてて上げると、エラルドの胸に体を寄せる。

　向かい合って乗り上げるなり、真下にいるエラルドを間近で見つめた。

　酷ひどく恥ずかしそうに、「貴方あなたが僕の中に出したものが、溢あふれてきてしまいました」と告げる顔は、これまでのどんな時よりも可愛かわいらしく、かつてはなかった種の艶つやを秘ひめている。

「シャロン様の手で大きく育てていただいたこれで、搔かきだしましょう」

「あ、ぁ……ッ」　>>>♥

　エラルドはシャロンの腰を摑つかみ、繫がる位置を合わせた。

　シャロンの体を上にした状態で、小さな双そう丘きゆうの狭はざ間まに昂たかぶりを当てる。

　毎日会っているからといって連日挿そう入にゆうしているわけではなく、体の負担を考えて太ふと腿ももの間に挟はさんで済ませる日もあったが、今は中まで入りたくて仕方がなかった。

「ん、ぐ、ぅ」

　押し殺した呻き声が、上から降り注いでくる。

　濃のう厚こうな精液を滴したたらせる肉にく孔あなに、エラルドは劣れつ情じようを突つき立てた。

　小さく窄まった蕾つぼみは少し突くと開花して、じわりじわりと肉にく塊かいを吞のみ込んでいく。

「や、ぁ……あぁ！」

「──ッ、ン……！」

　きついながらも柔らかな後孔の締めつけに、思わず気が遠くなった。

　シャロンの手指で触ふれられるのも心ここ地ち好よかったが、やはりここは格別だとつくづく思う。

　他ほかの誰も触れられない……目にすることさえできない秘められたところに、自身の中で最も浅ましく正直なものを突き入れて、ぎゅうっと縋すがりつくように精を搾しぼり取られる悦びは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。

「や……あ、こんなに……たくさん……ッ」

　シャロンを上に乗せたまま腰を動かしたエラルドは、黙もく々もくと精を搔きだす。

　奥まで挿入した男根の雁かり首くびを使って内ない壁へきを擦こすると、予想以上に多くのものが溢れてきた。

「ふ、ぁ……は……ぁ！」

「シャロン様……貴方まで動いたら……ッ」

　ほとんど無意識のようだったが、シャロンはエラルドの胸に手を当てて腰を浮かせる。

　そうしたかと思うと疲ひ労ろう任せに落ちてきて、反り返る欲よく望ぼうを根本までくわえ込んだ。

「エラルド……ッ、あ、ぁ……！」

　半月の間にすっかり快楽を覚え込んだシャロンの体は、深く沈しずんだ体勢のまま前後に動く。

　小刻みに腰を揺ゆらしたり、少しだけ腰を浮かせて再び落ちてきたりと、より感じる方法を模も索さくしている姿は、淫いん靡びでありながらも初うい々ういしく見えた。

「シャロン様……ッ、もう一度……貴方の中に出しても……いいですか？」

「は、ぃ……何度でも……たくさん、注いでください」

「──ッ、ン……ァ」

「あ、は……ぁ、ん」

　頭上で揺れる長いブロンドに胸をくすぐられながら、エラルドは腰に力を籠こめる。

　自分の上で舞まうように動くシャロンを見上げていると、記き憶おくの奥に閉じ込めた継母ままははの淫みだらな姿を思いだした。

　本当は美しいのかもしれない膨ふくらんだ乳ち房ぶさが、化け物の卵のように見えて恐おそろしく、継母の髪かみが胸に触れると、無数の蛇へびが肌はだを這はい回っているように感じたものだった。

　くすぐったいなどと、思わず頰が緩ゆるむような感覚を味わったことは一度もない。

　すべてが生き地じ獄ごくだった不本意な交わりとは大おお違ちがいに、今は何もかもが夢ゆめ心ごこ地ちだ。

　官能を知っても清せい廉れんの美を失わないシャロンの姿は、こんな時ですら煌きらめいて見える。

「あ、ふ、ぁ……！」

　粘ねん液えきでどろどろになった肉孔と性器が摩ま擦さつを繰くり返し、エラルドの脚あしの間を酷く濡ぬらした。

　視界の中で揺れ続けるシャロンの幼気いたいけな性器からも、絶えず滴しずくが飛び散っている。

　エラルドの胸は疎おろか、鎖さ骨こつや首にまで降り注ぐ勢いだった。

「エラルド……ッ、あ、ぁ！」

「──シャロン様！」

　仔こ猫ねこのように軽かろやかに感じる体を両手で支えたエラルドは、腰と性器の力だけでシャロンを突き上げ、ぐんっと高く浮かせる。

「……ん──ッ！」

　その瞬しゆん間かん、シャロンは声にならない声を上げ、濃厚な精を放った。

　接せつ吻ぷん一つ知らぬような清らかな容よう貌ぼうとは裏腹に、精の白さが確かな肉にく欲よくを示している。

「く、ふ……ぁ」

　ハァハァと激しく息をつきながら倒たおれ込んでくるシャロンを抱だき寄せたエラルドは、ぬめる肌を合わせて赤い唇くちびるを吸った。紅など塗ぬらずとも色づいた唇や甘かん露ろな舌を味わい、さらに腰を揺らして突くと、シャロンは悦えつ楽らくの園へと気をやる。

　──シャロン様……このまま貴方を攫さらってしまいたい。

　軽やかなはずの体が重みを増して、指一本すらも余さず伸のしかかってきた。

　エラルドには、今のシャロンの重みが、そのまま幸福の重みとして感じられる。

　しかし、いつか離はなれてしまうことはわかっていた。

　愛いとしい重みは失われ、望まぬ身軽な体になって、気ばかりが重くなるだろう。

　幸福な時間は短いことを、エラルドは身を以もつて知っていた。








９









　王太子ヴァリウス・アンリ・アシェンプテルが帰国したと同時に、国王の病気平へい癒ゆと豊ほう穣じようを祝う仮面舞ぶ踏とう会が開かい催さいされることが公示され、久々の祭りに国中が色めき立つ。

　城で開催される舞踏会には堅かた苦くるしく窮きゆう屈くつなものもあるが、仮面舞踏会の際は、身分を問わず服装さえ場に相応ふさわしければ平民でも参加できることになっていた。

　そのため、公示後は仕立屋や靴くつ屋や、宝石商が大だい盛せい況きようの騒さわぎになり、城の外でも中でも景気のよい話が飛び交かっている。昨年に続いて今年も天候に恵めぐまれ、二年続いての豊作だったこともあり、舞踏会の開催は誰だれもが歓かん迎げいするところだった。

　そんな中、エラルドとの秘密の逢おう瀬せをヴァリウスに知られたシャロンは、城から一歩も外に出してもらえなくなり、酷く塞ふさぎ込んでいる。

　ただしそれはシャロンに限った話ではなく、奇き妙みようなことに、当のヴァリウスも同じだった。

　彼は家臣から、シャロンに異い端たんの疑いがあるという話を聞くなり、そのことをオーデンまで報告しにこなかった家臣に激げき怒どしていたが、それから一週間が経たった今でも、シャロンを問い詰めたり責めたりはしていない。シャロンの疑ぎ惑わくに関して父王や大司教に告発することもなく、むしろ何事もなかったことにしたい様子だった。

　一度だけ、シャロンに対して「森の離り宮きゆうで、ブロンドの若い男と連日会っていたというのは本当か？」と尋たずねたものの、シャロンが「友人です」と、努めて平静な振ふりをして答えると、それ以上の追つい及きゆうは一いつ切さいしなかった。

　シャロンが友人を作ることや、若い男と言葉を交かわすことを許さないヴァリウスにしては不自然だったが──実の弟にかけられた異端の疑惑は、兄にとって途と轍てつもない衝しよう撃げきだったのかと思うと、シャロンは自分が犯おかしている罪を改めて認にん識しきせざるを得なかった。

　エラルドとの蜜みつ月げつが長引いたことによって、この恋こいは神に許されているのではと思い始め、罪の意識が薄うすらいでいたところだったが、今は、罪は罪だと思い直したうえで、ヴァリウスを刺し激げきしないよう注意深く行動している。

　幸い、ヴァリウスが現状を受け入れることを否定しているうちは、エラルドが罪に問われることはなかった。逆にヴァリウスが本気で動きだしたら、目立つ容貌を持つエラルドは即そく座ざに身元を割られ、辱はずかしめや拷ごう問もんを受けた挙げ句に亡なき者にされてしまうだろう。

　エラルドの身の安全を最優先に考えれば、どんなに会いたくても城に留とどまり、彼への恋心を語りたくても口を閉じて、異端の愛に溺おぼれたことを隠かくし通すしかなかった。エラルドを永遠に失うことに比べたら、こんな我が慢まんなどなんでもない。噓うそなどいくらでもつける。

「シャロン、窓を開けるな。秋風が入る」

「鳩はとに豆をやるだけです。すぐに閉めますから」

「籠の鳥が自由な鳥を餌えづけしてるのか、滑こつ稽けいだな」

「……餌づけではなく、持たざる友に分け与あたえたいのです」

「要するに餌づけだろう。いや、施ほどこしか」

「そんなつもりでは……」

　ヴァリウスの部屋に軟なん禁きんされているシャロンは、滑稽だと嗤わらわれたことよりも「籠の鳥」といわれたことに傷つきながら、手て探さぐりでバルコニーに出た。

　室内に冷気が入らないよう窓を閉めるが、さほど寒くはなく、午後の秋風は心地好い。

　こんな時でなかったら、豆を啄ついばむ白鳩と語り合って、穏おだやかな時を楽しめただろう。

　──硝子ガラス越ごしに睨にらまれているのがわかる。兄上は何を考えておられるのだろう。

　元々よくわからないところのあるヴァリウスの視線に晒さらされながら、シャロンは気づかない振りをして鳩に声をかけた。「美味おいしい？」「明日あしたは晴れそう？」と問うと、鳩達は頭を前後に揺らしては鳴く。

　室内で長なが椅い子すに座って脚を組んでいるヴァリウスは、臣下の報告を受けて以来、誰が見ても明らかなほど動どう揺ようし、最初のうちは口を閉とざして消しよう沈ちんしたり酒さけ浸びたりになったりしていた。

　そうかと思うと、いきなり癇かん癪しやくを起こして調度品を破は壊かいすることもあり、しばらく不安定な行動が続いたが、今はどうにか落ち着いている。以前のように女遊びや狩かりに繰りだすことはなく、何かと理由をつけてシャロンを片時も離さなかった。

　もしも頭ごなしに怒ど鳴なられていたら、エラルドには会わないまでも、兄の前から逃にげだして自室に籠こもったかもしれないが、自分のせいで酷ひどく滅め入いっている兄から「私が帰国した以上は相手をしろ」と命じられると拒こばめず、シャロンはやむを得ず従っている。

　半ば強制的に部屋に閉じ込められ、紅茶を淹いれさせられたりピアノの演奏を求められたりと、自由のない窮屈な日々を過ごしているが、おかげで兄の行動を把は握あくできるため、ある意味では安心できた。少なくとも今のところ、ヴァリウスはエラルドを捕とらえようとはしていない。

「お前は子供の頃ころからダンスが得意だったな」

　バルコニーで白鳩に豆を与えていたシャロンは、窓を開けて現れた兄の姿を見上げる。

　ダンスが得意という自覚はまったくなかったものの、特に否定はせずに「子供の頃は兄上と踊おどりましたね。兄上が優ゆう雅がに舞まう姿が、今でも瞼まぶたに焼きついています」と答えた。

　落馬事故で視力を損そこなう以前の話だが、まだ五つだったシャロンは、少年期のヴァリウスにダンスを教わり、大広間でも庭でも、兄弟二人でよく踊ったものだった。

　アシェンプテルに古くから伝わる舞ぶ踊ようには、同性同士で踊るものが多くあるため、男と男、女と女が踊るのは当たり前のこととされている。未み婚こんの男女が踊るのはいかがわしく、風紀が乱れるという古めかしい考えが根づいているせいだった。

　特に未婚の娘むすめが男と踊ることに対する世間の目は厳しく、若い娘同士がドレスのスカートを寄せ合って踊る様は、花が競きそい合うようで素す晴ばらしい見物と捉とらえる風潮がある。

「今度の舞踏会では、私の最初の相手を務めろ。そのあとは誰とも踊るな」

「兄弟で踊るのですか？　仮面舞踏会とはいえ、すぐにわかってしまいますよ」

「だからこそだ。私は普ふ段だんから仮面をつけて過ごすことが多いのだし、仮面舞踏会用のものにつけ替かえたところで私が何者かは誰の目にも明らかだろう。つまり、特定の女を選べば誤解を招きかねない。一曲踊ったくらいで舞い上がって、未来の王おう妃ひ面づらをされるのは御ご免めんだが、かといって男と踊るのは趣しゆ味みじゃない。お前なら女と見み紛まがうばかりで女にあらず、すべてにおいて釣つり合いが取れていて、実に無難だ」

　シャロンは人ひと懐なつこい白鳩に囲まれながら、室内とバルコニーの境界に立つヴァリウスの姿を見つめ続け、その意図を読み取ろうとする。

　朗ほがらかな陽光のおかげで、体全体のシルエットや髪かみの色、双そう眸ぼうの青さまで判別できた。

　髪の長さこそ違ちがうが、やはりエラルドに似ているように思えてくる。

　均整の取れた長ちよう軀くが愛しい彼と重なって見え、兄の姿が以前よりも魅み力りよく的に感じられたが、しかしいくら見つめてもわかるのは表面的なことばかりだ。兄の心はいつもねじ曲がっていて、わかったようでわからず、たとえ視力が優すぐれていたとしても理解できない気がした。

　──舞踏会の夜に人前で踊れるなら、エラルドと踊りたい。

　シャロンは、エラルドが特別な感かん慨がいを見せた『硝子の靴くつ』という書物のような、純白と銀の夜会服を思い描えがいた。

　そんな服を着て仮面をつけ、身分を忘れてエラルドと踊りたい。

　疑いを持たれている以上、人前で触ふれ合うのは難しく……彼が城に来ることを望んではいけないと思っていても、秘ひめた願望は膨ふくれ上がった。

　平民でありながら、家庭教師先の子し爵しやく令息にダンスを教えている彼は、伝統的な宮きゆう廷てい舞ぶ踊ようをマスターしているはずだ。きっとヴァリウスに負けないくらい軽かろやかに踊り、男女の区別なく見る者を魅み了りようするだろう。

　同性同士でも気き兼がねなく手を取り合って、顔を近づけたり見つめ合ったりしてもおかしくはない特別な時間──夢のように開放的で華はなやかな空間を、エラルドと共に愉たのしめたらどんなによいかと思ったシャロンは、妄もう想そうの途と中ちゆうでいきなり手を握にぎられる。

「兄上？」

　一いつ瞬しゆん、月光の射さし込む大広間でエラルドに手を取られたように錯さつ覚かくしたが、実際には違っていた。今は日中で、ここはヴァリウスが持つ六つの部屋の一つだ。

　同じくらい大きな手でも、ヴァリウスの手指はエラルドよりも少し柔やわらかい。

　銃じゆうや剣けんには慣れているものの、労働とはかけ離はなれた手だった。

　爪つめは陽光を弾はじくほど艶つやめき、肌はだの色も白く見える。

「鳩はもう満腹のようだ」

　バルコニーから室内へと戻もどされたシャロンは、ダンスに誘さそわれているのを察した。

　音楽はなかったが、手つきとステップで、アシェンプテル国王を賛美する代表的なダンスを踊ろうとしているのがわかる。

　ヴァリウスは「賛美の舞まいを」と囁ささやきながら、シャロンの手をさらに引き寄せた。

　相変わらずダンスが上手で、いつの間にか引きずり込まれてしまう。

　リズムに合わせて顔が近づき、ブロンドと蒼サフ玉アイ石アの眼まなこが間近に迫せまった。

　美しい眉まゆの形も唇くちびるの形も見て取れて、シャロンは目の前の顔に陶とう然ぜんとする。

　よく似ている気がするエラルドに置き換かえると幸せで……このまま酔よっていたくなるけれど、実際には兄なのだと思うと違い和わ感かんを覚えた。

　同性を愛する罪を犯している身で兄を責めることなどできないが、恣し意い的てきな行動を取っては父王や臣下の者を困らせたり、実じつ弟ていを所有物のように束そく縛ばくしたりする兄を、受け入れられない思いがあった。どんなにダンスが上手うまくても、見目麗うるわしい人でも、心がまるで動かない。

「しばらく見ていなかったせいか、急に大人びたな」

「成長期ですから……これでも少しは背が伸のびたりしているんですよ」

　指先を摘つまみ合ったまま、離れてはすぐに近づき、また離れてはターンしてステップを踏ふみ、シャロンは表情を変えずに踊り続ける。ヴァリウスが自分を異い端たん者として疑っていることも、その疑いが非常に濃のう厚こうなものであることも、口調や手指を通じて感じられた。

「美しく成長するのは構わないが、悪い虫を寄せつけないよう気をつけろ」

「──それは、どこかの国の王女様のことですか？」

「身の程ほどを弁わきまえない男のことだ。お前のような半はん端ぱ者を異国にやる気はないが、この国の男や女にもやる気はない。特に……男には注意しろ。お前は同性に淫いん心しんを抱いだかせる淫みだらで禍まが々まがしい色いろ香かを持っている」

　自分の弟は異端者だ──と、確信しているのが伝わってくる。

　今は顔を見合わせていないにもかかわらず、はっきりと読み取れた。

「色香だなんて、そんなことをいわれたのは初めてです」

　シャロンは無表情のまま踊り続け、ヴァリウスの視線を跳はね返す。

　認めてしまったらエラルドが裁かれるのが確実である以上、何をいわれても絶対に認めない姿勢を貫つらぬかなければならない。迂う闊かつに認めたり開き直って兄を怒おこらせたりすれば、エラルドの命を絶たれてしまう。

「以前から思っていたが、久しぶりに会って強く感じた。お前にその気がなくとも姦かん淫いんは罪だ。故ゆえに隙すきを見せぬよう注意しろ。異端の愛など、神も私も許さない」

「あ……ッ」

　ダンスの途中でヴァリウスに抱だき寄せられたシャロンは、彼の手で顎あごを摑つかまれる。

　首を無理に伸ばされて痛かったが、「気をつけます」と答えるに止とどめた。
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　王太子ヴァリウスが帰国して以来、シャロンに会えない日が二週間も続き、エラルドの心は不安と苛いら立だちで引き裂さかれんばかりだった。

　ヴァリウスは隠かくし子の息むす子こや娘には目もくれず、実弟のシャロンを溺でき愛あいしているとも、勝手気ままに苛さいなんでいるとも噂うわさされている。シャロンの発言からも、そのどちらともいえるような、或あるいはどちらともいえないような難しい関係であることを察していたエラルドは、共に過ごす兄弟の姿を想像するたびに激しい嫉しつ妬とに駆かられていた。

　兄であろうとなんであろうと、好きなだけシャロンの傍そばにいられるヴァリウスが羨うらやましくて仕方がない。彼のせいで会えないのかと思うと、時に憎にくしみすら感じていた。

　会いたくても会えず、待つこと以外は何もできない日々の中で、エラルドは森に通い続け、日にち没ぼつまでシャロンを待っては絶望して、項うな垂だれながら新しい仕事先に向かう。

　しかし目標はあり、それが心の支えになっていた。

　平民の参加が可能な仮面舞ぶ踏とう会に乗ずる形で、シャロンに会うことが目下の生き甲が斐いだ。

　そうすることでしか望みを叶かなえる術すべはなく、実現のためには服装審しん査さをパスできる夜会服を手に入れなければならなかった。

　アシェンプテル王国で男性の正式な夜会服とされているのは、上は裾すそが長く光こう沢たくのある絹のコートとヴェスト、同じく絹のシャツとクラヴァットの組み合わせで、下は脹ふくら脛はぎが露あらわになる膝ひざ下した丈たけの脚きやく衣いと長なが靴くつ下した、ヒールの高い靴と決まっている。

　現在エラルドが持っている二着の衣服は羊毛製の外出着なので流用が利きかないうえに、どう頑がん張ばっても新品の夜会服を揃そろえるのは不可能だった。

　そのため仕立屋に頼たのんで大きめの古着を探してもらい、前金を払はらって調整を済ませてある。

　残りの金さえ払えば、体に合う夜会服一式を購こう入にゆうできる手て筈はずになっていた。

　舞踏会を励はげみに働くエラルドは、家庭教師を務めている子爵家のつてで少し遠い男だん爵しやく家でも働くようになり、連日どちらにも通い詰つめた。自宅の農作業と貴族の子息二人の教育に忙いそがしく、森でシャロンを待っている間に気絶するように眠ねむってしまうこともあるくらい疲つかれていたが、シャロンに会うためだと思えば苦痛には感じなかった。

「今日までの給金だ。これで明日の舞踏会に間に合うかな？」

　子爵はそういうと、革かわ袋ぶくろに入った銀貨を渡わたしてくる。

　受け取った袋の重みは、予想していたよりも重かった。そのうえ最後に、金貨一枚をそっと追加される。

「貴族としては癪しやくだが、君のおかげで息子が行ぎよう儀ぎよくなったので少し色をつけてある。平民の君があまりに美しいものだから、息子も悔くやしくて頑張ったようだ。いい刺し激げきになってくれた」

「ありがとうございます。お役に立ててよかったです。明日の舞踏会では自信を持って踊おどれることでしょう」

　まだ若い子爵の言葉に思うところがないわけではなかったが、エラルドは貴族と平民の間に当たり前にある溝みぞを感じながら、素す直なおに礼をいって報ほう酬しゆうを受け取る。

　身分に関係なく自分を受け入れてくれたシャロンが特別なのであって、子爵の態度は普ふ通つうのものだ。エラルドの才覚を認めているだけ、継母ままははや義兄あにと比べればましといえるだろう。

　貴族である彼らの頭には、銀のスプーンをくわえた瞬間から刻み込まれる選民意識があり、強固なその感覚は平民として生を受けた自分には一生理解できない。

　それを思い知ればこそ余計に、王子でありながらも分け隔へだてのないシャロンの心こころ延ばえを尊く感じ、恋こいしい気持ちが限りなく募つのっていった。







　給金に色をつけてもらわずとも、どうにか目標額に到とう達たつしたため、エラルドは子し爵しやく家を出て仕立屋に向かい、体に合う夜会服を手に入れた。

　王子と踊れるほど立派なものとはいえないが、古着にしては状態がよく、縫ほう製せいも悪くない。

　何よりシャロンの目でも認にん識しきしやすい、実に鮮あざやかな青い服だ。ありがたいことに、父親の代からジェームズ家と縁えんがあったという理由から、仕立屋が少し値引きをしてくれた。

　そのおかげで靴を妥だ協きようせずに済み、より優ゆう雅がに踊れそうな質のよいものを購入できたので、エラルドは帰宅したあとに改めて仕立屋に行き、徹てつ夜やで作業するといっていた彼に滋じ養ようのある卵や自家製チーズを差し入れた。

　彼は思いのほか喜んで、「ジェームズ家の坊ぼつちゃんが裕ゆう福ふくな令れい嬢じようと結けつ婚こんして、誰だれより幸せになれますように」と、真しん剣けんな顔で祈いのってくれた。

　想おもいを交かわしたいのは令嬢ではなく国王陛下の令息だが、彼の気き遣づかいが嬉うれしく、エラルドは酒がなくとも酔えそうな気分で愛馬に跨またがり、帰宅する。

　冬が迫る濃のう紺こんの空には、満月を控ひかえた月が輝かがやいていた。

　この静けさが噓うそのように、明日の今いま頃ごろには花火が上がるだろう。運がよければ城の大広間でシャロンと踊っているかもしれないと思うと、廏きゆう舎しやの屋根の下で歌いだしたくなる。

　これほど陽気になれる夜は久しぶりだった。神に背そむいていることも、シャロンにまで異端の罪を負わせてしまったことも忘れていないが、愛いとしくてたまらない秘密の恋こい人びとに会って言葉を交わし、菫すみれ色いろの眼まなこを見つめながら踊ることを考えると、止めようがないほどに心が弾はずむ。

「アストン、夜が明けたら鬣たてがみを綺き麗れいに編み込んでやるからな。今よりさらに立派になる」

　エラルドはアストンの首を撫なでて一日の労を労ねぎらい、屋や敷しきの一階にある図書室に向かった。

　使用人にも自由に本を読んでほしいという亡なき母の意向で、以前は鍵かぎがついていなかったが、今は施せ錠じようしてある。左右開きの扉とびらに付いた把とつ手てに鎖くさりを通し、その中央に錠前を下げていた。

「──ッ、鎖が！」

　上じよう機き嫌げんで扉に近づいたエラルドは、鎖が切られ、錠前が床ゆかに落ちているのを目にする。

　急転直下の悪い予感しかなく、扉に飛びついた時には両手の感覚がなかった。

　鉄製の扉は冷たく重たいはずだが、温度も重さも何も感じられない。

　夜会服が無事であることを祈って図書室に飛び込み、すぐさま蔵書用書庫に駆け寄った。

　直したはずの鍵が再び壊こわされていて、かろうじて残っていた希望が燃え尽つきる。

　震ふるえる手で開いた扉の向こうにあったのは、何一つない空くう洞どうだった。

　働いて手に入れた夜会服一式も踵かかとの高い靴も、所々破れて泥どろや血の染しみが取れない象ぞう牙げ色の上着も、シャロンに会うために着ていた空色の服も、香こう水すいの瓶びんも、すべてなくなっている。

「何な故ぜ、こんな……」

　目を離はなしたのは、仕立屋に礼の品を持っていったわずかな時間だった。

　油断したつもりはなく、図書室自体の扉にも、書庫の扉にも施錠してから出かけた。

　これ以上の警けい戒かいはないほど警戒していた気になっていたが、こうして大事な品々を奪うばわれてみると、継母や義兄が告こく訴そを恐おそれているのをいいことに、油断していたのを自覚する。

　──やっと、これでやっとシャロン様に会えると思ったのに……もう無理だ、間に合わない。こんな恰かつ好こうで舞踏会に行っても、門もん前ぜん払ばらいされるだけだ！

　残されたのは、今着ている赤い上着と焦こげ茶の脚衣、シャツと帽ぼう子しとブーツのみだった。

　それなりによい品ではあるが、夜会服ではないため役に立たない。平民が参加可能な舞踏会だからこそ服装の規定は厳しく、基準を満たさなければ門を潜くぐることさえ敵かなわなかった。

「僕の服をどこにやったんだ!?」

　泣きたい気持ちと、継母や義兄の首を絞しめたい衝しよう動どうを抑おさえながら、エラルドは屋敷の階段を駆け上がる。二人のうち一人がやったか、共きよう謀ぼうしたか、そのどちらかに違ちがいないと思った。

　湯が沸わくようにぐらぐらと怒いかりが煮にえ滾たぎり、頭の中で鐘かねを打ち鳴らす音がする。血管が膨ふくれ上がり、こめかみが引き攣つった。全身が総毛立つように鳥とり肌はだが立ち、瞼まぶたは痙けい攣れんする。

　感情の起き伏ふくに体がついていけずに、普段は見られない反応を示していた。

「夜会服を返せ！　あれは僕が働いて買ったものだ！」

　エラルドは灯あかりの点ついた居間に飛び込み、継母と義兄に向かって叫さけぶ。

　人が人を殺す時は、きっとこんな感じだと思った。もしもシャロンがいなかったら、本当に殺していたかもしれない。あの清らかで美しい王子の秘密の恋人である自分が、人殺しの罪を背負ったら──大切なシャロンまで穢けがしてしまう気がして、義兄の胸むな倉ぐらを摑つかんで耐たえた。

「ひ、ひいっ……殺される！」

　エラルドの殺気に震え上がった義兄は、弛たるんだ体を揺ゆさぶりながら必死で逃にげる。

　火を入れていない暖だん炉ろの近くまで這はっていき、長なが椅い子すに腰こしかけていた母親に縋すがりついた。

「ああ嫌いやだ、なんて粗そ暴ぼうな男でしょう！　これだから平民は嫌きらいよ！」

　エラルドの勢いと怒ど号ごうに目を丸くした男だん爵しやく夫人は、実の息むす子この体を抱だき寄せる。

　内心では恥はじていながらも、腹を痛めた子に対する愛情は持っているらしい。分厚い贅ぜい肉にくで覆おおわれた背中を繰くり返し撫でては、「貴方あなたは男爵位と、この家の家か督とくの両方を持つ大人よ。主あるじなのよ、しっかりしてちょうだい！」と、苛いら立だちを含ふくんだ声で宥なだめていた。

　そんな男爵夫人が座っている長椅子の前には、きらきらと光るテーブルが置いてある。

　別段きらびやかではない木き彫ぼりのテーブルだったが、その上に広げられた革袋から、金貨が雪崩なだれのように零こぼれていた。わずかな蠟ろう燭そくの光を受け、黄金色の輝きを放っている。

　──あれは……金貨！　僕の衣服や、あの香水を金に換かえたのか!?

　親子は直前まで金を数え、エラルドが駆け込むのを察して革袋に慌あわてて戻もどしたようだった。

　その浅ましさと、忘れられない過去現在の仕打ちに対する怒りで、体中に殺意が満ちる。

　一応は家族として暮らしてきた二人を、エラルドは心底軽けい蔑べつし、殺したいと思った。

「こ、この金貨は僕と母上のものだ！　お前には一枚だってやらないからな！」

　男爵夫人の膝ひざから離れるなり、義兄はテーブルに飛びつく。

　飢うえた豚ぶたが我先にと餌えさに食くらいつくのと、なんら変わらぬ有り様だった。

　金貨を慌てて搔かき集めて袋に詰め直す義兄を前に、エラルドは言葉を失う。

　力任せに分ぶん捕どることもできなくはなかったが、豚の仲間にはなりたくなかった。

　それに、金貨を手に入れたところで明日の舞ぶ踏とう会までに夜会服を用意するのは難しい。

　エラルドは背が高く手足が長く、肩かたや胸は広いがウエストは引き締しまり、平均的な体格ではなかった。

　きつくはない服や靴を入手できたとしても、今は国中の仕立屋が大おお忙いそがしで、急な調整を引き受けてもらえるとは限らない。何事も貴族が優先されるため、今からではどう考えても無理がある。ハンナは料理こそ得意だが、繕つくろいものは人並み程度の腕うでしか持っておらず、高価な服を調整するのは不可能だった。体に合うものを手に入れるには、時間と金が必要になるのだ。

　──諦あきらめろということなんだ。神に背いた身で、夢を見たのが馬ば鹿かだった。

　金貨を入れた袋を抱きかかえて離さない義兄は、「これは絶対に渡さないからな！」と唾つばを飛ばして声を張り上げ、さらに「僕の金だ！　僕の金だ──ッ」と叫ぶ。

　そんな義兄の前にずいと進みでた継母からは、「シンデレラの分際で舞踏会に行こうなんて生意気なのよ！　その顔で貴族の娘むすめを誑たらし込むつもりでしょうけど、そうはさせないわ！」と凄すごまれた。

　醜みにくい心のまま醜い言動をぶつけてくる二人を前に、エラルドは押し黙だまる。

　もう口を利きくのもうんざりで、怒りも憎にくしみも燃え尽きて滓かすになった。

　これはきっと、異い端たん者への罰ばつなのだろう。やはり神はお怒りなのだ。

　疲ひ弊へいし切ったエラルドは、守しゆ銭せん奴どの豚に背を向けて立ち去った。
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　ジェームズ家の東側に位置する森の遥はるか向こうで、花火が上がっていた。

　外に出たところで何も見えないことを経験上わかっていたエラルドは、自宅の図書室で耳を澄すませ、頭の中で炎ほのおの花を咲さかせている。

　仮面舞踏会に行くに違いないと思っていた派手好きの継母ままははが、意外にも出かけず義兄あにと共に屋敷にいるため、顔を合わせないよう午後からずっと引き籠こもっていた。

　数時間後には、舞踏会が始まるはずだ。

　今頃、シャロンは国王や王太子と一いつ緒しよに過ごしているのだろう。あの離り宮きゆうで一糸纏まとわぬ姿で抱き合い、誰にも見せないところを見せたり繫つなげたりしたことが、今では噓うそのようだった。

　夢というよりは噓に近く、あまりにも遠い人だということを思い知らされる。

　──シャロン様……今夜、貴方は誰だれと踊おどるのですか？　いずれは婚こん約やく者になるかもしれない、異国の王女と？　それとも……王太子ヴァリウス殿でん下かと？

　シャロンのことを考えたい気持ちと、それに反する気持ちの両方を抱かかえながら、エラルドは遠くから聞こえてくる花火の音に泣きたくなり、所在なく図書室の中をうろついた。

　離宮にあったものと同じく、銀の文字で『硝子ガラスの靴くつ』と書かれた純白の本を手に取る。

　舞踏会に行けなかった優やさしく憐あわれな娘は、魔ま法ほうの恩おん恵けいを受けて王子と出会い、果ては幸せな結けつ婚こんまで行き着くが、それは夢物語の中の話だ。現実はもっと厳しいうえに、神に背そむいた者に幸福な奇き跡せきは起きない。

　──いや、すでに起きたんだ。シャロン様と出会い、そのうえ睦むつみ合えたことが僕にとって最大にして最高に幸福な奇跡であって、それ以上を望むのは間ま違ちがいだ。僕はもう十分に幸せを得たのだから……我が慢まんしなきゃいけない。足ることを知り、高望みしてはいけない。

　異性に恋こいをした清らかな乙おと女めと、同性を愛した自分は違う。

　だから耐たえろといい聞かせても、燃え盛さかる想おもいは消せなかった。

　そもそも、主人公の娘が王子を愛する以上に、自分はシャロンを愛している自負がある。

　この主人公は、相手が王子でなくても恋をしたのだろうか。

　もしも相手が平民の貧しい男だったとしたら、同じだけ愛せただろうか。彼と結婚しても、現状より裕ゆう福ふくな生活を得られず、むしろ苦労し、他者から後ろ指を指されることになるなら、彼女は彼を選ばなかったかもしれない。

　──僕は、それでもシャロン様を愛する。あの人が何者かなんて関係ない。

　好きなのに、会いたいのに、恋人なのに、どうしてこんな所に閉じ籠もっていなければいけないのか、考えれば考えるほど理り不ふ尽じんに思えてきて、いても立ってもいられなくなる。

　エラルドは勢い任せに蔵書用の書庫に駆かけ寄り、鍵かぎを壊こわされた扉とびらを開けた。

　昨夜、着用して出かけたために無事だった赤い上着を手に取って、絹のシャツに袖そでを通す。

　この恰好で仮面舞踏会に参加することはできないが、たとえ遠目でもいい、シャロンに一目会いたかった。二週間ぶりに、姿だけでも見たかった。

　王太子は身分の低い者に顔を見せるのを嫌がるが、シャロンは違う。

　もしかしたら、夜会服を用意できない貧しい民たみのためにバルコニーに立って、天使のような姿を見せ、手を振ふってくれるかもしれない。

　──そうだ、とにかく近くまで行ってみよう。ここにいたって何も始まらない。

　羽根飾かざりの付いた帽子を被かぶったエラルドは、図書室を出て廏きゆう舎しやまで駆けていく。

　結局鬣たてがみを編んでやることもできなかったが、「アストン、シャロン様に会いにいこう！」と声をかけると、アストンは嬉き々きとして走りだした。シャロンのように動物の感情など読み取れないエラルドでもわかるほど露ろ骨こつに喜ぶ姿に、エラルドは励はげまされる。

　──恋人なのに遠目からしか見られなかったら、御お姿すがたを見られた喜びよりも自分の惨みじめさを感じるかもしれないけれど……そうやって悪いほうにばかり考えてはいけない。僕は、自分を卑ひ下げしてはいけないんだ。確かにあの人を愛し、あの人に愛してもらった自分を誇ほこりに思い、堂々と胸を張って幸せを嚙かみ締めるべきだ。僕は本当に、心から幸せだったんだから！

　ただ一目、元気な御姿を見たい──その一心で馬を走らせたエラルドは、夢のような逢おう瀬せを重ねた森を抜ぬけ、城に向かう。

　如何いかなる結果になろうとも後こう悔かいはしない。覚かく悟ごを決めて、ぐっと歯を食くい縛しばった。

　そうして東に突つき進むと、屋や敷しきからは見えなかった花火が見えてくる。丸く満ちた月が光る夜空に、炎の花が次々と咲いていた。橙だいだい色いろの欠片かけらが散りゆく様は、目を瞠みはるほど美しい。

　森を抜けてからさらに馬を走らせ、城下町に入ると、そこはもう別世界だった。

　地面を塗ぬり潰つぶさんばかりに人が集まり、仮面舞踏会に参加できない大多数の民が中央広場で踊り、歌っている。娘達は精いっぱい着き飾かざって、明るい色のドレスの裾すそを翻ひるがえしていた。男達も一いつ張ちよう羅らを着て腕うでを組み、高らかに歌いながら酒を酌くみ交かわす。

「しばらくの間、この馬をお願いします」

　無数の音楽隊が集まって陽気に演奏する中、エラルドは貸し廏舎にアストンを預けた。

　普ふ段だんよりも割り増しされている賃金を支し払はらい、大急ぎで城の南側に向かう。

　目指しているのは、王族が民衆に姿を見せる時に使われるバルコニーだ。

　しかしそこに行く途と中ちゆうで、裏門に続いている長い石段に目を奪うばわれた。

　二色に塗り分けられた階段の先には、半円のアーチを描えがく裏門と広い主廊があり、夜会服を着た平民の男女が衛兵による服装審しん査さを受けている。ファサードから入れる貴族とは違って、彼らは審査をパスしなければ入城できない規則になっていた。夜会服を着ていてもなんらかの理由で断られ、肩を落として引き返してくる者も大勢いる。王族の身を守るため、そして城を清潔に保つために、衛兵は服装だけではなく人相や頭とう髪はつ、鬚ひげなども調べていた。

　明らかに身形みなりのよい者や見目のよい者はすんなりと通されるが、品質のよくない服や古びた服を着た者は、髪かみや鬚に櫛くしを通され、虱しらみがいないか検あらためられるのがお決まりだった。

「陛下がお風か邪ぜを召めされるといけないとかで、バルコニーからの挨あい拶さつはないそうだ」

　これから向かう南側から歩いてきた男達が、残念そうに話しているのが聞こえてくる。

　彼らだけではなく、人々は羊の群れのように一方向に移動し、特別に開放されている南側の広場前の庭園から、音楽隊のいる城下町の中央広場に向かっていた。王族の挨拶がない場合、夜の庭園は薄うす暗ぐらいばかりで面白みに欠けるからだ。

　──バルコニーで手を振るシャロン様の御姿を拝見することすら敵かなわない。それではもう、僕がここにいる意味など何も……。

　国王が民に振ふる舞まう酒や料理、そして音楽や娘達の踊りを目当てに中央広場へと流れていく人の波に逆らって、エラルドは樹木が幾き何か学がく模様に整えられた庭園に足を踏ふみ入れる。

　ここにいる意味はないと思っても、踵きびすを返すことなどできなかった。

　一歩でもシャロンの近くに行きたくて、人々とは逆方向に進む。

　背の高いエラルドには開放された庭園のすべてが見え、まるで迷めい路ろを上から覗のぞき込んでいるように感じられた。居残った一部の者達は屈かがんだり座ったりして木々に身を隠かくし、恋人同士の語らいをしているらしい。庭園にはいくつものフォリーが建てられているため、そこで仲よく寄り添そい合っている者達もいた。

　石で出来た鳥籠かごの形のフォリーから眺ながめる月や花火は、さぞかし美しく……ロマンチックな雰ふん囲い気きに浸ひたれることだろう。人ひと気けが少なくなったのをこれ幸いと、フォリーの下や樹木の陰かげで恋の花を咲かせる男女を横目に、エラルドは城に向かった。

　幸せの絶頂にいる彼らが、羨うらやましくてならない。彼らはお互たがいしか必要としていないので、お祭り騒さわぎよりも静かに花火を眺めることを望み、二人だけの言葉を交わし合っている。

　贅ぜい沢たくな夜会服を着ていなくても、きらびやかな大広間に行けなくても、彼らにとってここは愛の花はな咲さく舞ぶ台たいであり、自分達こそが物語の主人公なのだ。

　──シャロン様と何度も愛し合えた……あの日々が僕の人生の最高潮、幸せの絶頂だった。それはわかっているし、もう一度と望むのも、あれ以上を望むのも罪だ。でも僕は、あの人に会いたい。手を取り合って踊りたい。あの人が、他ほかの誰だれかと踊るなんて許せない！

　胸を搔かき毟むしられるような妬と心しんに打ちひしがれたエラルドは、城に最も近い鉄てつ扉ぴの前に立つ。

　その向こうに、石いし畳だたみの美しい南の広場が見えた。

　国王を始めとする王族がバルコニーに立つ際は、この鉄扉が開かれて、大勢の民衆が広場に導かれる。しかし今夜は固く閉とざされているため、城は遠くに小さく見えた。

「……ッ、あれは……」

　一歩でも近くにと思い、鉄扉のすぐ手前に立っていたエラルドは、城のほうから飛んでくる白いものを目にする。最初は、シーツか何かが風で飛ばされたのかと思った。

　しかし風は穏おだやかなうえに、飛んでいる何かはもっと重たげなものに見える。

　やがて、鳥の群れが何かを運んでいる様子を捉とらえるものの、信じられず半信半疑だった。

「──まさか、シャロン様の……鳩はとか？」

　梟ふくろうでもあるまいし、こんな夜よ更ふけに鳩が飛ぶはずがないと思ったが、確かに羽ばたいている鳩の群れが、白いものや銀色に輝かがやくものなど、数多くのものをくわえながら近づいてくる。

　呆ぼう然ぜんと見上げていると、鳩の群れはエラルドの視界で急に方向を変えた。

　こちらへ……と誘いざなうような動きに、エラルドはわけもわからず引き寄せられる。

　鉄扉から離はなれて幾何学模様の庭園を走り抜け、鳩を追ってフォリーの一つに駆け込んだ。

　クポゥクポゥと、白い鳩の鳴き声が花火の音に重なる。

　まさしく鳥籠になった石のフォリーには、同じ石材で作られたテーブルがあり、その周囲を鳩が列を成して歩き回っていた。

　テーブルの上には、純白の夜会用コートが広げられている。

　上等な絹地に銀糸の刺し繡しゆうがたっぷりと施ほどこされ、見るからに重そうだった。

　さらに、瀟しよう洒しやなレースの袖が付いたシャツと、長いヴェストにクラヴァット、脛すね丈たけの脚きやく衣いと長なが靴くつ下した、そして踵の高い靴──どれもこれも通常よりも大きく、長く、しかし絞しぼるべき箇か所しよは絞ってあり、まるでエラルドの体に合わせて誂あつらえたかのようだった。

「これは、魔ま法ほうなのか？　まるで『硝子ガラスの靴』みたいだ」

　夜間にもかかわらず、魔法使いの代わりに衣装を運んできたシャロンの白い鳩、夢のように豪ごう華かな夜会服──これらに触ふれていいものなのか迷わないではなかったが、袖を通したあとに見られる世界を想像すると、手も足も止まらなかった。

　この服を着れば、石段に出来ていた行列に加わることができる。

　服装審査を難なくパスして、参加者の証あかしの仮面をもらえるだろう。

　顔と名を隠して向かう先は、シャロンがいる大広間だ。

　そこにさえ行けば、王族も貴族も平民も分け隔へだてなく、同じ空間で踊おどることができる。

　──神よ、この奇き跡せきに感謝します。僕とシャロン様の関係を、僕達の愛を……貴方あなたは許してくださるのですか？

　神が与あたえてくれたとしか思えない奇跡に縋すがったエラルドは、フォリーの中で服を脱ぬぎ、見たこともないほど素す晴ばらしい夜会服に着き替がえた。シャツやコートの袖も脚衣の長さも、そのうえ靴までも、噓うそのようにぴったりと合う。完かん璧ぺきを求めるならもう少しばかり肩かたや胴どう回まわりに余よ裕ゆうが欲しかったが、さすがにそれは贅沢というものだ。

　王子と踊っても決して見み劣おとりしない夜会服に身を包んだエラルドは、鳥籠の形のフォリーを飛びだし、裏門に続く石段に向かう。『硝子の靴』の主人公が階段を駆かけ下りたのとは逆に、履はき心ごこ地ちのよい靴で、矢のように速く階段を駆け上がった。
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　打ち鳴らされていた花火が一いつ旦たん止められ、城に連なる礼拝堂の鐘かねが鳴る。

　民たみの最大の楽しみとされている、仮面舞ぶ踏とう会が始まる合図だ。

　貴族と裕ゆう福ふくな平民が区別なく入り乱れる特別な空間で、一人だけ仮面をつけていない国王は、長きに亘わたって病に臥ふしていたことと、すでに平へい癒ゆしたことを告白する。

　あえて公表せずとも周知の事実ではあったが、国王が王座を背に杖つえ一つ持たずに自分の足で立ち、神への感謝を述べると、参加者の多くはハンカチを手に涙なみだした。

　──一曲目は兄上と『賛美の舞まい』を踊って、そのあとは誰だれに誘さそわれても断らないと。

　ダンスが始まる前の前奏曲が流れる中、シャロンは拍はく手しゆ喝かつ采さいの轟とどろく大広間を見み渡わたす。

　王子だとわからないよう最初から人ひと混ごみに紛まぎれていたが、目立つブロンドの長い巻き毛と、兄のヴァリウスに与えられた純白と銀の夜会服のせいで、正体は誰の目にも明らかな気がしていた。

　参加者と同じ仮面をつけているシャロンに向かって「殿でん下か」と声をかけてくるような無ぶ粋すいな者はいなかったが、シャロンが近づくと、誰もが膝ひざを折って敬意を示す。

　──兄上……どこへ？　もうすぐ一曲目が始まるのに。

　もしかしたらエラルドが来るのではと期待しながらも、その気持ちと同じくらい彼が来ないことを願っているシャロンは、兄の機き嫌げんを損そこねるのを恐おそれて約束を果たそうとする。

　前奏曲が始まったら大広間の中央で落ち合い、二人で踊ることになっていた。

　今夜のヴァリウスの衣装は、純白の絹に銀糸の刺繡や銀の装そう飾しよく、色のない貴石をふんだんにあしらったもので、シャロンが着ている夜会服と対ついになっている。大半の参加者は色いろ鮮あざやかなドレスやコートを着てくるため、シャロンの目でも認にん識しきしやすいはずだった。

　──早く兄上を見つけて約束を守らないと……もしも兄上を怒おこらせたら、僕の秘密の恋こい人びとがエラルド・ジェームズだと調べ上げられてしまう。彼に拷ごう問もんを加えたり絞こう首しゆ刑けいにしたり、酷ひどいことをするかもしれない。

　ヴァリウスと思われる紳しん士しの姿が見当たらず、シャロンは人波を搔き分けて青ざめる。

　足元を見下ろしたり天てん井じようを見上げたりして、大広間の中央にいることを何度も確認した。

　足元の床ゆかには、中央にしかない薔ば薇らの紋もん章しようが数種の色石を使って描かれている。天井からは、最も大きな水すい晶しようのシャンデリアが下がっていた。やはりここが約束の場所に間ま違ちがいない。

　──兄上……どこですか、兄上！

　自分は何か勘かん違ちがいや記き憶おく違いをしているのだろうか。約束通り踊らなかったら、事情はどうあれ兄は怒るだろうか。それとも兄の都合で遅おくれていて、大広間に来ていないのだろうか。

　考えれば考えるほど不安は募つのり、シャロンは見えにくい目でヴァリウスを捜さがし続ける。

　ダンスに誘おうとしている仮面の紳士達が、シャロンの周囲に人の輪を作り始めていたが、シャロンが誰かを捜しているのがわかるせいか、声をかけてくる者はいなかった。

　──もしかして……僕が何か間違えた？　場所が違う？　一曲目ではない？

　目に痛いほど鮮やかな色の洪こう水ずいの中で全方向を見回すうちに、くらりと眩暈めまいを覚える。

　どうにか倒たおれずに済んだが、すべての色が混ざり合って見えた。

　やがて赤黒い血の色に変わり、そこにエラルドの姿が浮うかび上がる。

　感情的になると何をしだすか予測がつかないヴァリウスが、癇かん癪しやくを起こしてエラルドに罰ばつを与える様を想像すると恐ろしく、シャロンは大広間の中央で涙をこらえた。

　本当は兄となど踊りたくない。わざわざ捜したくもない。この世で只ただ一人、エラルドを捜しだして彼とだけ踊りたいけれど、それは不可能な話だ。エラルドの尊い命を守るため、自分が今この場でやるべきことは一つだけ。約束通り、兄と踊らなくてはならない。

「まあ、なんて素す敵てき！」

　幻まぼろしの血の海に吞のまれかけていたシャロンは、若い娘むすめの声を聞く。

　同時に上がった声は、男女を問わず興奮を示すものだった。

　目が不自由な分、多くの人声から一人一人の言葉を聞き取るのが得意なシャロンは、「あ、王太子殿下よ」という声や、「シャロン殿下とお揃そろいの夜会服だ」といったひそひそ声を聞き取るなり、彼らの視線の先を捉える。

　──兄上！

　安あん堵どした途と端たんに、血の海が消え失うせた。濃のう淡たんの異なる青や黄、桃ももや緑、その他の様々な色が蘇よみがえる。雑然とした色の中に、たった一人、純白のコートを着た青年の姿が見えた。

　シルエットだけでもわかるほど鍛きたえ抜ぬかれた長ちよう軀くを持ち、顔は小さく、脚が長い。

　物もの腰ごしは優ゆう雅がで、貴公子の見本ともいうべき美しい歩き方でこちらに向かってきた。

　距きよ離りがあるうえに仮面をつけているせいで目の色が判別できないが、髪かみは明るいブロンドに間違いない。見るからに豪華な服のせいもあり、一ひと際きわ目立って注目を浴びていた。

　──兄上……よかった、遅れていただけだったんですね。

　シャロンは声に出さずに胸むねを撫なで下ろし、近くに来たヴァリウスの顔を見上げる。

　いつもながらエラルドに似て見えて、一度は抑おさえ込んだ涙が溢あふれそうになった。

　これが彼だったらどんなにいいかと思ってしまう。よくよく見ると、仮面に開けられた穴の向こうが青いのがわかった。ヴァリウスと同じく、エラルドもまた蒼サフ玉アイ石アの眼まなこの持ち主だ。

　今から不本意に兄と踊らなければならないなら、エラルドだと思い込んで踊りたい。

　手足さえ兄のいう通りに動かせば、心の中で置き換かえるくらいは自由なはずだ。

「美しい方、私と踊っていただけますか？」

　兄の白々しい他人ごっこに辟へき易えきしながらも、シャロンは目の前の男をエラルドだと思い込むことで笑えみを浮かべ、「お待ちしていました」と答える。

　差し伸のべられた手を取ると拍はく手しゆが沸わき起こり、中央から壁かべに向かって波のように広がった。

　──兄上にしては、手が少し硬かたくて指が太い気がする。まるでエラルドの手のような……。それに、髪を結んでいない？　解ほどいているのに短く見えるのは、気のせい？

　声も、兄とは少し違う気がしたシャロンは、「エラルド？」と問いかけそうになった唇くちびるを、貝の如ごとく閉じる。そんなわけはないのだし、兄の前でエラルドの名を口にするなど、死んでもやってはならないことだった。

「『硝子の靴』の表紙のように穢けがれない純白の夜会服……とてもお似合いです」

　国王を賛美する舞が始まるや否いなや、シャロンは耳にした言葉に愕がく然ぜんとする。

　宮きゆう廷てい楽団が演奏を続けているにもかかわらず、一いつ瞬しゆん何も聞こえなくなった。

　貝のように閉じたはずの口も開いてしまったが、それでもエラルドの名は出さずに、無音で唇を動かす。「貴方は？」という形に密ひそやかに動かしながら、彼にリードされるまま、薔薇の紋章の上でステップを踏ふんだ。

「貴方に恋こいして、今でも貴方の心が自分にあると信じている夢見がちな男です」

「……あ、ぁ……本当に？」

　踊おどりながら触ふれるわけにはいかなかったが、目の前にあるのは確かにエラルドの顔だった。

　この話し方、この声、この手の感かん触しよく──どれをとっても兄ではなくエラルドだ。

　その証しよう拠こに、心が反はん響きようしている。心臓が爆はぜんばかりに高鳴っている。

「シャロン様、貴方あなたに会えない日々がつらくて、どうしてもお会いしたくて、場違いな所まで来てしまったことを許してください。変わらない心を信じながらも、本当は不安でした。私を見て微笑ほほえみ、『お待ちしていました』といっていただけて、今どんなに嬉うれしいか……」

　宮廷楽団の演奏に合わせ、二人は指先を搦からめながら身を寄せる。

　そして一旦大きく離はなれ、再び距離を詰つめて見つめ合った。　>>>♥

「エラルド……貴方と踊りたくて、待っていました」

　シャロンが待っていた相手も、声をかけた相手も兄のヴァリウスだったが、しかし微笑みは兄をエラルドに置き換えてこそ生まれたものだ。エラルドが嬉しいといってくれるなら、同じことを何度でもいえる。いくらでも微笑むことができる。

「エラルド、貴方に会えない日々は、僕にとってもつらかった。今も変わらず愛しています。思うままに城から出ることができなくて、本当にごめんなさい」

「シャロン様……どうか謝らないでください。私は今、世界一の幸せ者です。貴方の気持ちが変わらなかった証拠に、私の許もとに魔ま法ほう使つかいが来てくれました。貴方が可愛かわいがっている鳩はと達が、夜空を飛んで魔法の服を届けてくれたのです」

「──鳩が……魔法の服を？」

　シャロンはエラルドと踊りながら、さりげなく彼のコートの袖そでに触れた。

　遠目には純白にしか見えなかったが、近くで見ると銀らしき色を認識できる。

　自分のコートと同じ刺し繡しゆうが施ほどこされているのがわかり、シャロンの心は大きく揺ゆれた。

　エラルドが着ているコートは、魔法の服などではない。零れい時じになっても消えない服だ。

　──兄上が、お抱かかえのデザイナーに作らせた新しい夜会服。僕は……トルソが着ているこの服を初めて見た時、強く願ったんだ。これをエラルドに着てほしいって、そして仮面舞ぶ踏とう会で僕と踊ってほしいって……そう願ったから、魔法のような奇き跡せきが……！

　兄の服をエラルドが着て、一曲目のダンスを自分と踊っている。

　それは血の気が引くような事実だったが、シャロンは足を止めなかった。

　エラルドと見つめ合いながら両手を組み、薔薇模様の床の上で幾いく重えもの円を描えがく。

　片手を離してターンして、次はエラルドがターンするのを見届けて、胸と胸が触れるくらい身を寄せ合った。

「この曲が終わったら、すぐに逃にげてください」

「シャロン様？」

「ごめんなさい……僕が貴方に贈おくりたいと願ったその服は、兄の服です。魔法のように消えてくれないので、このままだと貴方を罪人に貶おとしめてしまいます」

「──ッ、兄君の……服？　じゃあ、これは……」

「僕が鳩の傍そばで奇跡を願ったから、こんなことになったのだと思います。どうかお願いです、兄の怒いかりが解けるよう努めますから、ほとぼりが冷めるまで逃げてください」

「……そんな、まさか……王太子殿でん下かの服だったなんて」

　エラルドが酷ひどく驚おどろいているのを口調で察しながら、シャロンは頷うなずく。

　ヴァリウスの姿が見えなかったのは、着る予定の服がなくなっていたからだ。

　しかしヴァリウスは他にもたくさんの夜会服を持っている。

　機き嫌げんの悪い状態でここに現れるのは時間の問題だった。

「貴方に会って踊りたい僕の気持ちが、鳩に伝わったせいです……本当にごめんなさい。兄は恐おそろしいところのある人です。貴方の身元はすぐに割れてしまうでしょうから、家に帰ってはいけません。どうか、今は生き延びることだけを考えて……遠くに逃げてください」

　シャロンは踊るのをやめて、エラルドの手を胸に引き寄せる。

　おそらくこれから盗ぬす人びと扱あつかいされる彼が上手うまく逃げ延びたとしても、自分が兄を宥なだめて、罪を許される時が来るとしても、しばらく会えないのは間ま違ちがいなかった。

　お互たがいに失敗すれば、惨むごい死によって永遠に引き裂さかれてしまうかもしれない。

　そう考えると体の芯しんが凍こおりついて、硝子ガラスのように砕くだけ散りそうだった。

　踊るのはやめられても、未練で結ばれた手や体は離せない。

「エラルド……離れ離れになっても、貴方を愛しています」

「シャロン様、貴方と離れるくらいなら……死んだほうがましです」

「そんなことをいわないでください。僕の望みは、貴方が生き延びることです」

　視線の先にある顔は、どんなに目を凝こらしても明めい瞭りようには見えない。けれども彼の顔を何度も何度も手指で読み取ってきたシャロンには、エラルドの表情まで想像できた。仮面の向こうで潤うるむ蒼サフ玉アイ石アの眼や、耐たえがたい想おもいに波打つ眉まゆも震ふるえる唇も、心の目で見て取れる。

「早く逃げて」

　演奏が終わるや否や、シャロンはエラルドの耳元で囁ささやく。

　どうか無事に逃げ延びて──と切なる祈いのりを胸に響ひびかせ、引き寄せていた彼の手をやっとの思いで離したが、その瞬間に手首を摑つかまれた。

「あっ」と声を出した時にはもう、出入り口の大おお扉とびらに向かって勢いよく引っ張られる。

　否いや応おうなく動かされる足は、自分ではどうにも止めようがなかった。

　──エラルド！

　いきなり足早に大広間を横切るエラルドとシャロンの行動に、参加者がざわめきだす。

　しかし誰だれも止めなかった。国王の息むす子こ達だと思われているため、数百という人々が速すみやかに道を空ける。まるで海が割れるように、様々な色が左右に分かれた。

　床ゆかの色が果てまで見え、出入り口に向かって一本の線が現れる。

「待って、待ってください。これではさらに……！」

　エラルドは迷わず走り続け、平民が出入りする裏門側の出入り口に駆かけ寄ると、開放された大扉の先に進もうとする。

　予想外のエラルドの行動に戸と惑まどったシャロンは、このままではヴァリウスをさらに怒おこらせ、第二王子を勾引かどわかす罪をエラルドに負わせてしまうのではと焦あせった。

　しかしその一方で、このまま兄弟の振ふりをして、エラルドを城の外まで送りだすのが万ばん全ぜんな策ではないかとも思う。何より、まだ彼と離れたくない想いや、このまま別れてしまうことの不安が強かった。せめて裏門を出るまで見届けて、いくらか安心したい気持ちがある。

「その男は私の服を盗ぬすんだ偽にせ者ものだ！　捕とらえよ！」

　大扉の先に踏みだす寸前、王太子ヴァリウスの声が響き渡わたる。

　振り返ったところでシャロンには雑多な色と眩まばゆい光しか見えなかったが、想像はついた。

　まずは国王の声で、「ヴァリウス！」と呼ぶのが聞こえ、参加者達が一いつ斉せいに、「王太子殿下が二人!?」と騒さわぎだす。その問いに答えるように、ヴァリウスは「私が本物だ！」と叫さけんだ。

「その男を捕らえ、シャロンを取り返せ！」

　ヴァリウスの命令に衛兵達は従うものの、彼らの動きには迷いがあった。

　ヴァリウスが仮面をつけているのか否か、何色の夜会服を着て現れたのかシャロンには知る由よしもなかったが、元よりヴァリウスは城の中ですら身分の低い者には顔を見せない王太子で、年若い衛兵の多くはヴァリウスの顔を見たことがない。

　髪かみの長さの差があるとはいえ、この状じよう況きようでは、第二王子と対ついの夜会服を着て、たった今まで仲なか睦むつまじく踊っていたエラルドのほうが本物らしく見えるだろう。

「シャロン様、少し我が慢まんしてください」

「あ……ッ、いけません！」

　エラルドの動きは衛兵よりも機き敏びんで、シャロンの体を軽々と抱だき上げた。

　左ひだり肩かたに担かつぐようにしながら大広間を出て、身の丈たけの六倍はある円柱の間を走り抜ぬける。

「下ろしてください！　こんなことをしたら罪状を増やされます！」

　王太子の服を盗んだと明言されただけでも命に係かかわるのに、さらにヴァリウスが踊る予定の一曲目のダンスをシャロンと踊り、そのうえ王子誘ゆう拐かいの罪まで背負わされたら──それはもう、自ら死し刑けい台の階段を上がり、絞こう首しゆ刑けいに処されるべく縄なわに首をかけるようなものだった。

「お願いです、下ろして！　僕は貴方に生きていてほしいんです！」

　シャロンが止めてもエラルドは一向にシャロンを下ろさず、さらに急いで走りだす。

　平民の参加者が身み支じ度たくを整えるための鏡の間に飛び込むと、裏門に続く廊ろう下かを駆けた。

　──エラルド……まさか、死ぬ気で？

　一連の行動により自分が偽者だと認めてしまったエラルドを、大勢の衛兵が追ってくる。

　まるで軍隊が突とつ撃げきしてくるような足音が迫せまってきたが、しかし彼が進んだ先にいた衛兵達は、何が起きているのかをまだ知らなかった。

　とびきり豪ごう華かな夜会服を着て裏門に現れたブロンドの二人を、王太子と第二王子だと瞬しゆん時じに判断した衛兵達は、当たり前のように道を譲ゆずる。

　エラルドはシャロンを抱きかかえたまま、裏門を通って外に出た。

　月明かりが降り注ぐ石段を、勢いよく駆け下りる。

「その男は偽者だ！　王太子殿下ではない！　止めろ！」

　追っ手が叫ぶと同時に、曲くせ者ものの侵しん入にゆうを伝える鐘かねが打ち鳴らされた。

　声や足音、鐘の音が重なり、聴ちよう力りよくに優すぐれたシャロンでさえ聞き取りにくい。

　そのうえ、外では花火の音が空一面に轟とどろいていた。

　今夜は鐘が鳴らされて当然の夜なので、城下町に集つどう人々も、城の外の衛兵も非常事態だと気づくのが遅おくれるかもしれない──そんな希望を抱いだきながらエラルドの背に縋すがったシャロンは、階段を駆け下りる彼と共に、このまま遠くまで逃げ切ることを夢見る。

　もしも遠くに行けたら、兄に軟なん禁きんされることもなく、エラルドと引き裂かれずに済む。

　毎朝、目が覚めた時に兄ではなくエラルドが傍にいて、彼は家庭教師の仕事をして、自分は薬草を採取して売ることで生計を立て、慎つつましく暮らしていけたらどんなに幸せだろう。

　仕事が終わったら彼に美味おいしい紅茶を淹いれ、小さなテーブルに着いて、一日の出来事を語り合いたい。時には本を読んでほしい。そうして一いつ緒しよに暮らせば、日にち没ぼつを前に慌あわただしく別れることもなく、夜は同じベッドで眠ねむり、接せつ吻ぷんを交わして、愛を確かめ合うことができるのだ。

　──神は僕達に機会を与あたえてくださった？　このまま幸せになってもいい？　病やみ上がりで油断できない体の父上を置いて、禁断の恋こいに生きるなんて……そんなことが許される？

　許されるわけがないと思いながらも、シャロンはエラルドを拒こばめなかった。

　二色に塗ぬり分けられた長い石段を恐れることもなく、彼に抱かれて火薬臭くさい風を受ける。

　少しばかり煙けむたく冷たい秋風は穏おだやかで、人間が起こす騒そう動どうとはかけ離はなれていた。

「アストンに乗って森に向かいます！　私と一緒に来てください！」

「エラルド……ッ」

「死罪になるなら、限界まで貴方あなたと一緒にいたい！」

　はい──とはいえないシャロンは、返事の代わりに、より強く彼にしがみつく。

　エラルドは『硝子の靴くつ』の主人公とは違って、靴を落とすことなく階段を下り切った。

　伝達が上手くいかずに止まらない花火と、本来の意味を成していない鐘がけたたましく鳴り響く中、見事に城を抜けだして城下町に向かう。

　衛兵達が追いかけてきたが、町ではより一層エラルドに分があった。

　酒に酔よった民衆と、同性同士で踊おどる娘むすめ達、町の音楽隊の演奏が作り上げる雑然とした空間を、背の高いエラルドは先を見み越こして進んでいく。

　シャロンの体が人やものとぶつからないよう、高々と持ち上げながら、たくさんの馬が並ぶ貸し廏きゆう舎しやに駆け込んだ。
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　シャロンを攫さらい、愛馬アストンに跨またがって森に入ったエラルドは、湖のほとりの離り宮きゆうに向かうことも自宅に帰ることもできずに、追っ手を避さけて隣りん国ごくオーデンの国境を目指していた。

　亡なき母親の魂たましいが宿る書物や屋や敷しきが、憎にくい継母ままははや義兄あにの手に渡ることになるのは口くち惜おしいが、シャロンと出会い、結ばれたが故ゆえに失うなら諦あきらめられる。

　今にして思えば、昨夜彼らが数えていた金貨は、衣服や香こう水すいを売り払はらったところで得られる枚数ではなかった。

　あれはおそらく、王家の人間が臣下の者を使って、継母や義兄に渡したものだ。

　シャロンが禁きん忌きの恋に落ちたことを察し、相手の男の身元を突つき止めながらも、騒ぎにしてシャロンの名に泥どろを塗るくらいなら、相手を罰ばつせずに静かに退けたい国王なのか王太子なのか、それとも忠臣の誰かなのか──今となってはわからない。

　しかしそう考えれば、告こく訴そを恐おそれて大人しくなっていた継母らが、エラルドが舞ぶ踏とう会に行けないよう唐とう突とつに酷ひどい行動を取ったうえに、大金を持っていたことの説明がつく。

　──うちに金貨を持ち込んだ貴人は、シャロン様のことを大事に思っていて……それなりに情のある人だ。僕が舞踏会に行かず、黙だまって身を引けば見過ごすつもりだったのかもしれない。それなのに僕は城に向かい、王太子殿でん下かの夜会服を盗んだ泥どろ棒ぼうになり、王子を勾引かどわかす大罪を犯おかした。シャロン様と関係を持ったこととは別の罪で公然と処しよ刑けいできるようになった今、僕の命は風前の灯ともしびだ。

　エラルドはオーデンに逃にげるつもりでいたが、国境はあまりにも遠く、自分はともかくシャロンとアストンを休ませずに進むのは無理があることをわかっていた。

　しかし野営しようにも旅支度をしているわけではなく、水も食料も持っていない。逃とう走そう中に仮面を失ってしまい、元より帽ぼう子しもないため、体は疎おろか顔や頭まで冷え切っていた。

　仮に寒さに耐たえ、アシェンプテルの兵から逃のがれて国境まで行けたとしても、見るからに高価過ぎる純白と銀の夜会服姿では、オーデンの国境警備兵に怪あやしまれるか、アシェンプテル王太子と第二王子として扱あつかわれて、大変な騒ぎになってしまう。

「エラルド……アストンが休みたがっています。脚あしを止めさせてあげてください」

　眼下にあったブロンドが大きく揺ゆれ、シャロンが振り返る。

　アストンが思うように走ってくれなくなり、限界を感じていた矢先だった。無む茶ちやな逃とう避ひ行こうを終える時が来たのだと、エラルドは思い知る。短かったようで、長くもあった。

　これ以上進めばシャロンの体が夜よ露つゆに濡ぬれて、一層冷えてしまうだろう。

　アストンを苦しめるのも本意ではなく、無理を通すのはここまでにしておいて、あとはただ、少しでも長くシャロンと一緒に過ごし、愛を語り合いたかった。

　今はもう、身分を弁わきまえて遠えん慮りよすることもない。

　離れる時は死ぬ時だとわかっている今、エラルドは意のままに生きている。

「死を前にして、今とても、自由な気持ちでいます」

　エラルドは手た綱づなを握にぎりながらシャロンを抱き寄せ、湿しめった髪かみに顔を埋うずめた。

　シャロンと出会う前の自分が、生きた屍しかばねだったことを思いだす。

　禁忌の恋に燃え、逢おう瀬せのたびに新しい命が吹ふき込まれて、知らなかった自分が生まれた。

　そうして今、これまでのどんな時よりものびのびと、自由に生きていると感じられる。

「まだ諦めないでください。僕はこの国の王子です。どうにかして貴方の命を繫つなぎ止めます。まずは無実を証明できるよう精いっぱい努めますが、それが難しい場合でも希望はあります。一年経たっても捕つかまらない咎とが人にんが、税金の節約のために恩おん赦しやを与えられることはよくありますし、僕はなんとしてでも父上や兄上を説得して、貴方を自由の身にします。……ですから、ここで少しアストンを休ませたら僕を置いて逃げてください。一緒では足あし手で纏まといになりますし、僕が無事に帰れば追っ手の数は減るはずです」

　シャロンは鞍くらの上で上体を捻ひねり、肩かたに顔を寄せてきた。

　顎あごに当たったブロンドはひんやりとして、額も氷のように冷たく、温かいアストンの体とは大おお違ちがいに冷えているのが感じられる。

「こんな所に、貴方を置いていける道理がありません」

「大だい丈じよう夫ぶです。キースや犬達が迎むかえにきてくれる予感がしますし、もし彼らが来られなくても、梟ふくろうに導いてもらうことができます。追っ手はそう遠くない辺りまで来ているでしょうから、すぐに合流できると思います」

「もしそうだとしても、置いてなんていけません。それに私は、命など惜おしくない」

「惜しんでください。僕にとって何より大切な命です」

「シャロン様……」

「今から一年後に、無罪か恩赦か、そのどちらかに落ち着いて貴方が追われない身になったら、湖の離宮で会いましょう」

　命が尽つきるまで一緒にいたいエラルドと、今は離れ離れになっても結末を変えたがっているシャロンの間に、白く染まった息が霧きり靄もやのように流れていく。

　天使のように浮うき世よ離ばなれして見えても、シャロンは自分と同じ血の通った人間で、心臓や肺が動き、呼吸しているのだと思うと、己おのれの命への未練が募つのった。シャロンが生きている世界で、一緒に生きていたいと思う。死したあとの世界がどこであれ、そこにシャロンはいないのだ。

「生きている限り望みはあります。時が来るのを待つと、約束してください」

　涙なみだで揺らぐシャロンの瞳ひとみを見つめながら、エラルドは迷う。

　そうしている間にもアストンは緩ゆるやかに歩き続け、シャロンは体ごと前を向き直った。

　コートについていたブローチを外し、宝石の埋うめ込まれた釦ボタンを力任せに毟むしり取る。

「エラルド、貴方の誇ほこりを傷つけることを、先に謝ります。僕はどうしても貴方に生きていてほしいのです。ですから、これを換かん金きんして逃亡資金にしてください。鍛きたえ抜ぬかれた体を持ち、知性豊かな貴方なら、上手うまく逃げ果おおせると信じています」

　再び上体を捻らせたシャロンは、月光を弾はじき返す宝石を差しだしてきた。

　しかしエラルドには、ここにシャロンを置き去りにして独りだけ逃げる覚かく悟ごはない。

「さあ、受け取ってください。僕達の恋は、神に背く罪深いものです。罰や試練を受ける時があっても当然だと思って耐えなければなりません。自ら死を選んだりせずに懸けん命めいに生きれば、許される時は来ます。最初は地じ獄ごくに落ちる恋だと思っていたけれど、今はそうは思いません。神はきっと、生きて幸せになることも、死して天国に行くことも許してくださいます」

　菫すみれ色いろの眼まなこを潤うるませながら、シャロンは苦しげな笑えみを浮うかべる。

　本当に信じてくれているのだと、心の底が目に見えるほど確かに感じられた。

　そしてシャロンの本心は、共に旅立つことにあるのだと伝わってくる。こんな所で別れたくない。離れたくないと思っている。それでも今は別れを選び、未来に希望を抱いだいているのだ。

　ならば覚悟を決めなければならない。シャロンが何より大切だといってくれた己の命を守るために、この世で味わう幸福のために、見苦しく地べたを這はってでも生きなければならない。

「恥はじを忍しのんで、使わせていただきます。私は必ず生き延びて、シャロン様の許もとに帰ります」

　差しだされた品々を受け取ったエラルドは、アストンの脚を止めさせる。

　温ぬくもる馬の背の上で、シャロンの体を抱だき寄せた。

　紅こう葉ようした木々の下で見る白と銀の夜会服は、降るには早い雪のように際きわ立だって見え、目にも冷たい。きつい姿勢ながらに後ろを向いて抱きついてくるシャロンもまた、同じように感じているようだった。どちらからともなく互たがいの背に手を回し、摩ま擦さつを起こして温め合う。

「ふ、ぅ……」

「──ッ、ン」

　熱いのは心臓ばかりに思えたが、唇くちびるを重ねると体中に熱が広がった。

　神が二人の愛を完全に許し、エラルドが死罪にならずにシャロンと再会できる日は来るのか、それまでにどれだけの時間が必要なのか──時の流れを考えるほど口づけが深くなる。

「く、ぅ……ん」

「……ッ」

　シャロンと会えなかった二週間の苦しみが、エラルドの胸に重く伸のしかかった。

　あの日々が明日から再び襲おそってきて、今度は果てしないほど続くのかと思うと、シャロンの肌はだに触ふれずにはいられなくなる。離れる前にもう一度、燃え滾たぎるような熱を交かわしたかった。

　言葉で何を語っても、心を見み透すかして愛を見いだしても、それだけでは足りない。

「あ、ぁ……ッ」

　アストンの背の上で、エラルドはシャロンのコートに手を忍ばせた。

　ヴェストとシャツの間から、胸の鼓こ動どうを感じる。紳しん士しであらねばと思う理性とは裏腹に、野や獣じゆうのように荒あら々あらしくシャロンの衣服を剝はぎ取りたい衝しよう動どうがあった。そうして白い肌に唇や舌を這わせたかったが、こんな寒空の下で過か酷こくな真似まねができるはずもない。

「ん、あ……エラルド……ッ」

　シャツの上から弄いじった胸の突とつ起きが、存在を主張するように痼しこりだす。

　途と切ぎれ途切れの接せつ吻ぷんをしながら実ったものを摘つまむと、びくんと肩が上がった。

　シャロンは鞍に摑つかまっては前を向いたり後ろを向いたりと、乗馬姿勢が落ち着かない。

　その様からも、すでに感じているのが見て取れた。

「シャロン様……貴方あなたに、もっと触れてもいいですか？」

「エラルド……ぁ、あ……ッ」

　あまり見えていないとは思えないほど真っ直すぐに繫がる瞳ひとみが、涙の膜まくの向こうで星のように輝かがやく。濡れゆく頰ほおは、月明かりに仄ほの赤く透ける木の葉と競きそわんばかりに色づいていた。

「追っ手の気配を感じたら、私はすぐにシャロン様を下ろし、アストンを全力で走らせます。そうして必ず生き延びて、帰ってくると約束します」

　エラルドは先さき程ほどと同じことを再び言葉にして誓ちかうと、シャロンの下腹に触れる。

　迅じん速そくに逃げるためにも、冷えを防ぐためにも馬上にいるのが賢けん明めいだと判断したエラルドは、アストンに跨またがったままシャロンの胸と性器を愛あい撫ぶした。

「──ッ、エラルド……ん、ぁ……アストン、ごめんなさい……どうか、許して……っ」

　シャロンは前まえ屈かがみになってアストンの鬣たてがみを撫なで、「ごめんなさい」と繰くり返す。

　エラルドの手を振ふり払はらうことはなく、脚きやく衣いの中を徐じよ々じよに湿らせていった。

「シャロン様……ッ、アストンは……許してくれましたか？」

　シャロンは背中や腰こしを震ふるわせながら、こくりと小さく頷うなずく。

　求める相手に求められる悦よろこびが、エラルドの情じよう炎えんに油を注いだ。

　もう一時も我が慢まんできなくなり、シャツの中に左手を滑すべり込ませる。

　つんと尖とがった乳ち首くびを摘まんで、右手では未熟な性器を摑み、激しく扱しごいた。

「は、ぁ……ふ、ぁ……ッ」

　エラルドは前のめりのシャロンを追い、左右に分かれた髪の間からうなじに口づける。

　夜目にも白い首を舐なめ、赤くなるほど吸って、甘あま嚙がみしながら柔やわ肌はだを味わった。

「あ、ぁ……エラルド……そんなに、したら……」

「シャロン様……ッ」

　エラルドは鞍の上で腰を進め、シャロンの臀でん部ぶに劣れつ情じようを寄せる。脚衣の前を張り詰つめさせる自らの性器も、手の中のシャロンの性器も、同じように硬かたく熱く張り詰つめていた。自然と腰が動いてしまい、シャロンの小さな双そう丘きゆうを剝むきだしにしたくてたまらなくなる。

「くぅ、ぁ……ぁ」

　初うい々ういしい雄おすを扱くに止とどまらず、エラルドはシャロンの鈴すず口ぐちを爪つめの先で穿ほじくるように刺し激げきした。

　さらに左手も脚衣の中に忍ばせ、両手で触れるには物足りないほど幼気いたいけな昂たかぶりを弄まさぐる。

「──ん、ぅ……！」

　真っ白な息を漏もらしたシャロンが鞍から腰を浮かせた隙すきに、エラルドは脚衣と下着のさらに深いところまで手を滑り込ませた。雄の下にある双そう玉ぎよくを揉もみ解ほぐし、絶頂の瞬しゆん間かんを待ち侘わびる。

「あ、ぁ……あ──ッ！」

　黒く艶つややかなアストンの背の上で、シャロンは大きく身を撓しならせた。

　生温かくなっていたエラルドの手は、熱いもので打たれる。

　どろりと掌てのひらに広がる蜜みつは、些いささか重たく感じられた。

「……ふ、ぅ、ぁ」

「少し寒いかもしれませんが、こらえてください」

　エラルドは目で見なくともわかる濃のう厚こうな蜜を指に搦からめ、シャロンの尻しりを剝きだしにする。

　コートの裾すそを捲めくり上げても、体が密着し過ぎて目にすることは敵かなわなかったが、白はく桃とうの如ごとき双丘が瞼まぶたに焼きついていた。湖のほとりの離り宮きゆうで、蜜月の日々にたっぷりと愛めでた尻だ。目はもちろん、手指でも頰でも、唇でも舌でも記き憶おくしている。慎つつましやかな蕾つぼみの色や形も、それがどんなふうに拡ひろがり、窄すぼまり、指や性器を吞のみ込んでいくのかも、鮮せん明めいに覚えていた。

「あ、ぁ……ゃ、あ……！」

　小さな膨ふくらみを思い浮かべながら、エラルドはコートの裾に隠かくれた尻を摑み、蜜濡ぬれた指で蕾を撫でる。ぬぷぬぷと指を挿そう入にゆうすると、シャロンは腰を浮かせてアストンに縋すがりついた。

　無意識なのだろうが、尻の位置が高くなり、これまで見えなかった後こう孔こうが露あらわになる。

「く、ぅ、ん……ッ」

「シャロン様、無理をせずに……力を抜いて、楽にしていてください」

　高く上がったうえに反り過ぎて震える腰と、きゅうっときつく引き締しまる蕾を見つめながら、エラルドは己おのれの分身がこれから得る快楽に酔よう。男の指を深々と吞み込みながらも、変わらず愛くるしい肉にく孔あなに欲情した。解す指の動きが、意思に反して忙せわしなくなってしまう。

　性器は軋きしむように育ち、一層太く、硬くなって、遂ついには鉄の如き芯しんが通った。

「シャロン様……どうか、私を忘れないでください」

「エラルド……忘れるわけが、ありません……一いつ緒しよに罪を犯おかして……死してなお、同じ世界に行く仲です、から……僕は、貴方を……待って……い、ぁ……あぁ！」

「──ッ、ク……！」

　シャロンの言葉が嬉うれしくて、最後まで聞けないほどの興奮に身を委ゆだねたエラルドは、脚衣の前を引き下ろすなり性器を剝きだしにする。シャロン自身の精で濡れそぼつ後孔に、天を仰あおぐ不ふ遜そんな雄をねじ込んだ。そうしてすぐさま、細腰を両手で摑む。

「ひ、ぁ……は、ぅ……エラルド……ッ！」

「私の形も……この熱さも、忘れないでください……貴方を、愛しています……！」

　わずかに動くアストンの上で、エラルドはシャロンの体を浮かせては落とす。落馬させないようしっかりと抱きながら、繫つながった部分を少しずつ解し、やがて激しくシャロンの体を揺ゆさぶった。鞍くらや鬣に摑まって喘あえぐシャロンを、前後上下に動かして、奥へ奥へと進んでいく。

「あ、ぁ……く、ふ、ぅ！」

「──ハ、ゥ……ァ……！」　>>>♥

　梟ふくろうの鳴き声が時折聞こえる森に、二人の呼吸音とアストンの鼻息が交ざった。

　さらには、白はく濁だくした粘ねん液えきを滴したたらせる肉と肉が交わる音や、肌がぶつかる音が加わる。

　シャロンの体が前後に揺れ続けるせいか、アストンはそれに従うように前進しだした。

「や、ぁ……深ぃ……ッ」

「ク、ッ、ァ……」

　アストンが一歩進むだけで、二人の繫がりは思いがけないほど深まる。

　まともな姿勢を取れず、乗馬が苦手な子供のように体が上下に弾はずんでしまうシャロンの中に、エラルドの雄は幾いく度ども深く吞み込まれた。

「……ッ、シャロン、様……ッ、そんなに締めては……長く、もちません……今は、中に出すわけにはいかないので、どうか……もっと力を……ッ」

「エラルド、お願いです……中に……僕の中に、注いでくださ、ぃ」

「──ですが、それは……」

「いいんです……貴方のすべてを、覚えておきたい」

　捲った腰の辺りに出すつもりでいたエラルドは、シャロンの求めに打ち震える。

　愛されている実感をこれ以上ないほど感じながら、鐙あぶみにかけた両足に力を籠こめ、突つきだした猛たけりに白い尻を引き寄せた。

「ひ、あ……あ、ぁ！」

「……ッ、クァ……！」

　最さい奥おうを突くごとに溢あふれだすシャロンの精と自らの先走りが、艶なまめかしい音を響ひびかせる。

　少しだけ腰を浮うかせて、湯気が立ちそうなほど熱く熟うれた媚び肉にくに欲望を根本まで突き入れたエラルドは、一刻も早く達したがる肉欲に抗あらがい、絶頂の瞬間を引き延ばした。

　シャロンと繫がっている最高の時間をもっと長引かせたくて……シャロンに感じてほしくて、終わりなど来なければいいとすら思う。

「ん、あ……ぅ！」

「これほど、深くまで……貴方を突いたことは、なかったかもしれません」

　エラルドは息を乱しながらさらに鐙に体重をかけ、ずぐんっと腰を前進させる。

　アストンもさらに前進したが、エラルドには手た綱づなを引いて制止する余よ裕ゆうはなく、シャロンもアストンに脚を止めるよう働きかけなかったため、動く馬の上で交わりを続ける形になった。

「や、ぁ……い、ぃ……いい……ッ」

　情交の最中でも慎ましかったシャロンが、こらえ切れない様子で快感を示す。

　微かすかではあったが、「いい」と口にし、そのまま上向きに身を起こした。

「あ、ぁ……ッ」

　エラルドはシャロンの腰をさらに突いて、深いところで止まる。

　最も早はやどうにもならない勢いで射精しながら、起き上がった体を抱だき寄せた。

「──ッ、ゥ……！」

「や、ぁ……あ、熱……ぃ」

　はだけたヴェストやシャツの中に手を入れ、乳首を強めに摘つまむ。

　同時に精を放ちながらも、シャロンは接せつ吻ぷんを求めて後ろを振ふり向いた。

　口づけたい想おもいはエラルドも同じで、底知れぬ官能に浸ひたりながら唇くちびるを重ねる。

「く、ふ、ぅ」

「──ッ、ン」

　口こう唇しんを無ぶ遠えん慮りよに崩くずしては捏こねる接吻を繰くり返し、結ばんばかりに舌を吸い合った。

　細めていた瞼をゆっくりと上げると、涙なみだを零こぼす双そう眸ぼうに胸が引き絞しぼられる。別れの切なさが今一度伝わってきて、咬かみつくように食くらいつかずにはいられなかった。
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　間もなく追っ手が迫せまってくることを教えてくれたのは、森の梟だった。

　明確に言葉を交かわせるわけではないが、シャロンは自分が急せかされていることを感じ取り、独りだけアストンから下りて身み支じ度たくを整える。

　程ほどなくしてやって来たのは白く大きな犬で、シャロンが護衛として連れている十頭のうちの二頭──ベルフェとリージュだった。城の廏きゆう舎しやから逃にげられなかった白馬キースの代わりに、犬舎を脱ぬけだした犬達が迎むかえにきてくれたのだ。

「エラルド、もう行ってください。時間がありません」

「はい……承知していますが、アストンは走ってくれるでしょうか。背の上で交わったことを怒おこっているでしょうから、私のいうことなど聞いてくれないかもしれません」

　馬から下りたシャロンには、馬上のエラルドの目までは見えなかったが、あえて冗じよう談だんめいたことを口にしながら瞳ひとみを潤うるませている彼の顔が浮かび上がる。その証しよう拠こに声はわずかに震ふるえ、涙なみだ声ごえになるのを抑おさえているのがわかった。

「アストンは怒ってなんかいませんよ、大だい丈じよう夫ぶです。ただ、羨うらやましいとは思っているようで、お嫁よめさんが欲しいのでキースを是ぜ非ひにと、僕に訴うつたえています」

「キースも牡お馬うまでしょう」

「僕達が男同士で愛し合うものだから、勘かん違ちがいしてしまったのでは？」

　シャロンもまた、笑いながら冗談を返した。

　彼と同じく涙声になりかけたが、もう十分に泣いたので今はこらえる。

　そうしてエラルドの代わりに、「アストン、急いでください」と出発を促うながした。

「シャロン様、どうかお元気で……犬達がいるとはいえ、くれぐれもお気をつけください」

「僕は大丈夫です。貴方あなたこそ気をつけて」

　シャロンは二頭の犬を従えながら、エラルドにもアストンにも触ふれずに見送る。

　指先など触れ合わせようものなら、そのまま馬の背まで引き上げられる予感がした。

　もしかしたら予感というより願望なのかもしれないが、万が一のことを考えると、隙すきを作るわけにはいかない。もしも再び馬に乗せられてしまったら、「いけません」と口にしながらも本気では抵てい抗こうできず、今度こそ本当に下りられないだろう。結局のところ、本心では彼と離はなれたくないのだから──突き進めば危険だとわかっていても、進んでしまうかもしれない。

　──エラルド……どうか無事で！

　黒馬に跨またがる純白の背中が、木々の向こうに消えていく。

　最初のうちは幹と幹の間から見えたり消えたりを繰り返していたが、遂には完全に見えなくなった。アストンの足音も、遠い闇やみに吸い込まれて消えていく。

　国外に逃げたところで、際きわ立だつ美男のエラルドが逃げ隠かくれするのは難しいとわかっていた。

　それでも今はこれが最善だという直感を信じて、シャロンはエラルドの無事を祈いのる。

　──たくさんの犬の足音と息いき遣づかいが聞こえる……僕の犬じゃない。そのあとを追って、人を乗せた馬も近づいてくる。三頭……違う、四頭いる。

　近くの木に止まっていた梟が飛び去る音に続いて、シャロンは逆方向に歩きだす。

　いくら月が出ていても夜の森を走ることはできなかったが、安全な道を教えてくれる犬達のあとをついて行った。こういう時のためにと、シャロンが父王から贈おくられた馬や犬は白い毛のものばかりで、今も二頭の犬の体が薄うす闇やみに浮いて見える。

　それだけではなく、左右に振られているふさふさとした尻しつ尾ぽが、シャロンの膝ひざや腿ももを絶えず掠かすめていた。「暗いけど傍そばにいるから安心して」と、いいたい気持ちが伝わってくる。

「ベルフェ、リージュ、ありがとう。少しでも遠くに行かないとね」

　二頭の犬に声をかけ、シャロンは可能な限り急いで歩いた。

　エラルドと別れた地点からどれほど移動できたのか定さだかではなかったが、息が上がって疲ひ労ろう困こん憊ぱいした頃ころに、人馬の群れが作りだす地じ響ひびきを感じる。

　城からだいぶ離れてしまった以上、彼らに見つけてもらわなければ困る状じよう況きようではあるものの、まだ早い気がして不安になるシャロンの耳に、聞き覚えのある声が届いた。

　敬けい称しようも何もつけず、「シャロン！」と呼ばれる。

　──兄上!?

　まさか王太子自らが来るとは思わなかったシャロンは、耳を澄すましながら硬こう直ちよくした。

　エラルドとよく似ているその声は、紛まぎれもなく兄ヴァリウスのものだ。呼び捨てにしていることからして兄に間違いなく、戸と惑まどっている間に四組の人馬が見えてくる。先頭を走ってきた馬はキースと同じ見事な白馬で、乗っていたのは背の高い金きん髪ぱつの男だった。

「シャロン！」

「……兄上」

　王族にしか許されない薄紫色の夜会服を着て、仮面舞ぶ踏とう会で配布される仮面とは違う仮面をつけた兄の前で、シャロンは自分が取るべき行動を早さつ急きゆうに考える。

　もたついている時間も迷っている時間もないと思い、まずは恭うやうやしく膝をついた。

　エラルドの命を繫つなぐために、自分にできること──神に祈る以外にすべきことは、彼の命を握にぎる兄の怒いかりを、なるべく鎮しずめることだと思った。そのためには兄に敬意を示し、抵抗せずに大人しく城に帰って許しを請こわなくてはならない。少なくとも自分が城に帰れば、エラルドに差し向けられる追っ手の数は確実に減るだろう。

「あの男はどこだ!?　どこへ行った!?」

「兄上……お話があります」

　シャロンは訊きかれたことに答えず、白馬の後ろに控ひかえている三組の人馬に目をやった。

　それと同時に、ヴァリウスは彼らに「下がれ」と命じる。

　シャロンがエラルドと恋こい仲なかにあることを知っていると思われるヴァリウスが、神に背そむく弟の行状を隠そうとするのは当然のことだった。

　程なくして、目に見える範はん囲いにいるのは兄弟と白馬と犬だけになる。

　それまでずっと膝を折った姿勢を保っていたシャロンは、馬上にいるヴァリウスを見ながら立ち上がった。

「兄上……どうか聞いてください。僕を城から連れだしたのは、罪なき友人です。兄上が僕の外出を禁じたことで、身分を超こえた友情を確かめたくなったに過ぎません。そんな彼の望みを叶かなえるために、鳩はとが兄上の夜会服を彼に贈っただけなのです」

「そんな魔ま法ほうのような話が通ると思っているのか!?　そもそも、あの男が確かめたかったのは友情ではなく愛情だろう！　お前もお前だ、罪人に抵抗せずついて行ったうえに、なんだそのみっともない恰かつ好こうは！　ブローチや釦ボタンを与あたえたのか!?　それとも引き千切られたのか!?」

「あくまでも友情です。彼は空から飛んできた服を魔法の服だと信じ切っていました。兄上も、そんなことは魔法のような話だと思われるなら、彼が魔法だと信じて服を着てしまったことをお許しください。あのような状況で泥どろ棒ぼう扱あつかいされたら、罪がなくとも人ひと質じちを取って逃げるしかありませんし……僕は友人として、逃とう亡ぼう資金になるものを差し上げるしかありませんでした。友人が無実の罪を着せられて危機的な状況に陥おちいったら、手伝うのは当たり前です」

「そこまでしてもまだ、単なる友情だと白を切る気か!?　お前は王子でありながら、淫みだらにも男に体を許したはずだ！　あの男を助けるために、奴やつが異い端たん者として王子に手を出したという、死罪確定の事実を隠いん蔽ぺいしようとしている！」

「友情です。体を許してなどいないし、手を出されてもいません。彼に罪はないんです」

　シャロンは揺ゆるぎない覚かく悟ごで答えると、言葉だけではなく目でもエラルドの無実を訴えた。

　その結果ヴァリウスを睨にらみ上げる形になり、視界の中心にいるヴァリウスが激しい苛いら立だちを見せたことに気づく。はっとした時には地面に下りられ、馬が嘶いななく中で胸むな倉ぐらを摑つかまれた。

　初めて兄に殴なぐられるのかと思ったが、そのまま風を切るように歩かせられる。

　幅はばのある木の裏側に連れていかれ、思わず悲鳴を上げそうになった。

　シャロンにとって急な動きは、何かにぶつかる恐きよう怖ふがつき纏まとう。

　一度は閉じた瞼まぶたを恐おそる恐る開くと、視界が真っ暗になっていた。

　鼻先に苔こけむした木の匂においが迫せまってきて、身を守ろうとして突つきだした両手が木に当たる。

　手指がちくりと痛くなり、揺らいだ長いブロンドが木の皮に引っかかった。

「や、嫌いや……ッ、何を……！」

　感かん触しよくや匂いで状況把は握あくをするや否いなや、コートを捲めくり上げられ、脚きやく衣いと下着を下ろされる。

　まさかの事態に驚きよう愕がくしている間も荒あら々あらしく脱ぬがされ、シャロンは瞬またたく間に尻しりを剝むかれた。

「兄上……い、嫌です！　正気ですか!?　やめてください！」

「腰こしを落とすな！　ここから奴の精を搔かきだして、罪状を確かなものにしてやる！」

「兄上、なんてことを……嫌です、やめて！」

　力の強いヴァリウスの手で下腹から掬すくい上げられたシャロンは、木に触れていた両手を彼の腕うでに回し、どうにか抵抗しようとする。しかし力で敵かなうはずもなく、ぐいぐいと必死になって押し退のけるうちに、ヴァリウスが右手の手て袋ぶくろを嚙かんで外したのがわかった。

　もう一度「嫌です！」と叫さけんだ時には、後こう孔こうに指をねじ込まれる。

「ひ、ぅ……あ、ぁ……！」

「お前が奴に今の今まで抱だかれていたことくらい、顔を見れば明らかだ！　目の悪いお前にはわからないだろうが、体など調べなくとも顔に出る。だが、これが何よりの物的証しよう拠こだ！」

「嫌、ぁ……やめてください！」

　直前までエラルドの剛ごう毅きな男根をくわえ込んでいた後孔が、強ごう引いんなヴァリウスの指によって再び拡ひろげられた。多少の摩ま擦さつは起きるものの、長い指は二本揃そろって奥まで侵しん攻こうしてくる。

　身み支じ度たくをした際に精の大半は体外に出していたが、奥にはまだ残っている感覚があった。

　それがヴァリウスの指先に触れることで肉の道を下り始め、潤じゆん滑かつ油に等しい役目を果たす。

「く、あぁ……兄上、お願いです……もう、やめ……」

「──ほら、指の動きが滑なめらかになってきたぞ。この音が聞こえるか？　お前が奴と交わった確たる証拠が、私の指を伝って溢あふれてくる」

「う、ぅ……ゃ、あ……！」

　ヴァリウスにいわれるまでもなく、内うち腿ももを伝う粘ねん液えきの感触があった。

　同性でありながら王子を抱くという、エラルドの罪の証あかしを暴あばかれたことで、シャロンは焦あせり、がたがたと全身が震ふるえるほどの悔かい恨こんに駆かられる。

　離はなれ離れになる前に情を交かわしたいと望んだのはエラルドもシャロンも同じだったが、彼の精を体の奥深いところで受け止めたいと望み、求めたのはシャロンだった。その欲望のせいでエラルドを窮きゆう地ちに追いやっているのかと思うと、時を戻もどしたくてたまらなくなる。よもや兄がここまでするとは夢にも思わず、欲しい気持ちに任せた自分はなんて愚おろかだったのだろう。

「どうだ、見てみろ！　お前の目でも月光を弾はじき返してぬらぬら光る白い精が見えるだろう！　無む駄だに濃こく活いきのよい子種が含ふくまれた新しん鮮せんな精だ！　つい今し方ここに注がれたものに間ま違ちがいない！　これが奴の罪の証だ！　これでもまだ申し開きができるものならやってみろ！」

　平民の男一人、その気になれば無実であっても死し刑けいにできる権力を持っているヴァリウスに執しつ拗ように責められたシャロンは、顔の前に突きつけられるエラルドの精から目を逸そらした。

　焦しよう燥そうも悔恨も未いまだ変わらず胸にあるが、それらに吞のまれて冷静さを欠いてしまったら、兄の意のままにされてしまう。そう思うと、うかうかと泣いてはいられなかった。歯を食い縛しばったシャロンは、ヴァリウスの真の目的について考える。王太子から見たら力ないエラルドの罪をわざわざ追つい及きゆうする意味はないと考えると、兄が本当に暴きたいのは実の弟の罪に思えた。

　ヴァリウスには王太子としての揺るぎない地位があり、障害を抱かかえた弟が後こう継けいの邪じや魔まになる道理がない。しかしなんらかの理由で、弟に罪を負わせて廃はい嫡ちやくに持ち込みたいのだろうか。

　ヴァリウスは非嫡出の息むす子こを可愛かわいがっていないため、これまでは考えたこともなかったが、ヴァリウスが嫡男を得ないまま早世する事態に陥った場合、次期国王の座はシャロンのものになる。

　障害を理由にシャロンが固辞しても、その時点でシャロンに嫡男がいれば、ヴァリウスの非嫡出子よりもシャロンの嫡男が優先され、ヴァリウスの直系子孫は王位に即つけない。

　一いつ般ぱん的に考えれば弟よりも息子が大切で、息子の将来を思って弟を退けたくなったとしても不思議ではない話だ。現にヴァリウスは、シャロンを誰だれとも結けつ婚こんさせないといっていた。

　──それならそれで構わない。異端者として身分を奪うばわれることで、兄上の執拗な束そく縛ばくから解放されるなら、そのほうがずっといい。森の中の小さな家で、エラルドや動物達と一いつ緒しよに、毎日ささやかな幸せを感じながら生きていきたい。

　それがシャロンの胸に眠ねむる真実の望みだが、ただし罪を背負うのは自分一人でなければならなかった。王位継けい承しよう権を持つ王族が異端者と判明したところで、廃嫡になることはあっても死罪になることは決してないが、平民は間違いなく死罪になる。

　ヴァリウスに後孔を穿ほじくられ、エラルドの精を搔きだされながら、「何をしたかいってみろ！　浅ましき異端者が！」と罵ののしられたシャロンは、独りで罪を背負う方法を考えていた。

　暗い森の中で、ちらちらと見える白い犬の姿に目を止める。

　王太子ヴァリウスを、主人にとって有害だと見み做なしながらも、攻こう撃げきしてはならない相手だと理解している賢かしこい雄おす犬と雌めす犬──ベルフェとリージュが、牙きばを剝いて激しく吠ほえていた。

「兄上……確かに僕は異端者ですが、エラルドは……違います。僕は、彼に抱かれたわけではありません。今、僕の体から溢れだす、その精は……ベルフェの……ものです。僕は、友人のエラルドと別れたあとに……犬と交わる快楽に溺おぼれ、獣じゆう姦かんの罪を犯おかしました」

　自分だけが異端者として罪を受け入れ、父王の前からもヴァリウスの前からも消え去れば、ヴァリウスは息子の将来を憂うれう必要がなくなり、安あん堵どして許してくれるかもしれない──その可能性に人生を賭かけたシャロンは、次の瞬しゆん間かん、大木に向けて突き飛ばされる。

「──ッ、う、あぁ！」

「ふざけるな！　お前は自分が何をいっているかわかってるのか!?　そこまで恥はじ知しらずな噓うそで守るほど奴が大事か!?　あの男の何が……どこがそんなにいいんだ！」

「つ、ぅ……」

　肩かたが木の皮を覆おおう苔で滑すべり、シャロンは頼たよるものもなく地面に座り込む。

　苔の匂いに続いて、土や草、木の根の匂いや、腐くさった木の実の饐すえた臭においが鼻をついた。

「お前が……身分は疎おろか言葉すら持たぬ者と交わったというなら、私の手で罰ばつしてやる」

「兄上……!?」

「お前の体を穢けがし、その身に精を注いだ不ふ埒らちな輩やからに──死を」

　下ろされた脚衣や下着が纏わりついて思うように動けない体で、シャロンは声のするほうを振ふり返る。まさかと思って目を見開くと、銃じゆうらしきものを取りだすヴァリウスの姿が見えた。

「兄上！　ベルフェをどうするおつもりですか!?　待って、やめてください！」

　金属が弾き合う音も、月光に浮うき上がるシルエットも、すべて噓だと信じたかった。

　ぴんと伸のばされた右手の先で、二頭の白い犬が尋じん常じようではなく吠える。

　シャロンによって濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、罪の獣けものとされたベルフェと、雌犬でありながら一見はベルフェと見分けがつかないリージュが、恐れ戦おののきながら忠犬としての葛かつ藤とうに震えていた。

　ヴァリウスが漲みなぎらせる殺気を感じた犬達の恐怖が、シャロンにも伝わってくる。

「やめて──ッ！」

　森中に轟とどろくような声を上げても、それは銃声に易やす々やすと搔き消される。

　一発目でベルフェの体が紙の如ごとく吹ふき飛んで、辺りは一瞬にして火薬臭しゆうに包まれた。

　シャロンの次なる叫びも虚むなしく、二発目の銃じゆう弾だんがリージュの頭を貫つらぬく。

　白い被毛が赤く染まる様に、シャロンは黙だまってかぶりを振った。

　最も早はや、叫ぶことも泣くことも儘ままならない。犬達の許もとに駆け寄ろうにも手足が動かず、体から心だけが流血の如く抜ぬけだして、やがて空っぽになるのがわかった。
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　シャロンがヴァリウスに囚とらわれてから十ヵ月の時が経たち、季節は巡めぐって再び秋が訪おとずれる。

　冬の間に病の床とこに就ついた国王は、貴族にも民たみにも惜おしまれながら崩ほう御ぎよし、すでに喪もが明けていた。看取ったヴァリウスの話では最さい期ごまでシャロンのことを気にかけていたそうだが、当のヴァリウスによって高塔とうの牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされていたシャロンは、あの仮面舞ぶ踏とう会の夜を最後に、一度も父王に会えなかった。そのうえ葬そう儀ぎにも参列していない。

　牢獄から出してくれなかったヴァリウスのせいともいえるが、シャロン自身が心の病で長く臥ふせっていたこともあり、いまさら後こう悔かいしてもどうしようもない話だった。

　現在、ヴァリウスは未み婚こんのままアシェンプテル国王として即そく位いし、シャロンは王位継承権第一位を持つ王弟という身分にある。

　エラルドの行方ゆくえは不明だったが、国王として権力を揮ふるうヴァリウスが、国内だけに止とどまらず同盟国にまで手を回し、盗とう罪ざいと不敬罪を理由に捜そう索さくを続行しているにもかかわらず、目もく撃げき情報すら得られなかった。

　非常に目立つ容姿の男ということもあり、同盟関係にない国や、海の向こうの大陸に逃にげた可能性が囁ささやかれる一方で、すでに死亡しているのでは……と考える者も増えているらしい。

　そういった話をヴァリウスから聞きながらも、シャロンはエラルドが上手うまく逃げ果おおせていることを信じていた。

　窓一つない牢獄に幽閉されているため、鳥達にエラルドの無事を問うことさえできないが、それでも絶対に生きていると信じている。

　そして何な故ぜか、ヴァリウスもエラルドの死を頑かたくなに否定し、シャロンがどれだけ懇こん願がんしても彼から手を引かなかった。十ヵ月経った今もなお、多くの捜索隊を各地に差し向けている。

「また犬のオブジェを彫ほっていたのか、よく飽あきないな」

　城の北側にある高塔の最上部で、シャロンは水すい晶しようを彫り続けていた。

　ヴァリウスによって異い端たんの罪は伏ふせられ、心の病を理由に、罪人ではなく病人として牢獄に囚われている状じよう況きよう下で、できることはエラルドの無事を祈いのることと、死んだ犬達を密ひそかに弔とむらうことだけだった。

　そのため、視し認にんできる色の濃い水晶の原石とペダル式の研けん磨ま機や工具を運び入れてもらい、小さくとも精せい巧こうなベルフェとリージュの彫ちよう刻こくを、すでに十九個も作っている。

　今は二十個目に取りかかり、大まかな形を取る粗あら削けずりが終わったところだった。

「完成したら、いつも通り売ってください。そのお金を、飼い主のいない犬達のために使ってほしいのです。町に飢うえた犬が迷い込むと人の子が襲おそわれ、犬が棒で叩たたかれて殺されてしまうことも多いそうなので……どうか、犬と人のために寄付をしてください」

「撲ぼく殺さつされることに比べたら、額を撃うち抜かれて一いち撃げきで死ねる犬は幸せだな」

「──ッ」

　水晶の塊かたまりをカービングするための木き槌づちとノミを手にしていたシャロンは、背後から聞こえた兄の言葉に顔を曇くもらせる。

　確かに、ヴァリウスはベルフェとリージュを一撃で殺していた。

　それは彼なりの慈じ悲ひだったのか、射撃の腕うで前まえを見せつけるためだったのか、本当のところはわからないが──二頭の愛犬を目の前で撃ち殺され、いくら頼たのんでも埋まい葬そうすらしてもらえず野の晒ざらしにされたことで、シャロンは未いまだに心を痛め、悪夢に魘うなされる日々を送っている。

　あの時、自分は大きな間ま違ちがいを犯したのだ。だから犬達は殺されてしまった。

　ヴァリウスの真の目的も、恐おそろしさも、何もわかっていなかった。

　後継問題であとあと邪じや魔まになるかもしれない自分が、独りで異端の罪を背負って兄の前から消えれば、エラルドのことはどうでもよくなって、彼は助かると思い込んだ。

　犬と交わったと噓をついたところで兄がそれを信じるとは思えず、犬が罰せられるとは考えなかった。

　十頭いる愛犬の中で、主人のためにと必死で犬舎を脱ぬけだし、森を駆かけて助けにきてくれた賢い二頭──特別に感謝して褒ほめ称たたえるべき彼らを、無残に死なせてしまった。

　ベルフェに罪を着せ、よく似たリージュと共に死に追いやったのだ。

　──兄上は、僕を城から追いだしたかったわけじゃない。そんなこと、よく考えればわかることだったのに、僕は自分に都合のよい解かい釈しやくをしてしまった。他ほかの人との接せつ触しよくを避さけさせたり、軟なん禁きんされたりしていたのに、どうして僕は兄上の真意を読み間違えてしまったんだろう……。

　人生には失敗や過あやまちがつきものだが、許されることと許されないことがある。

　反省したり、恥はじを搔かいたり、或あるいは罰を受ければ済むことと、何をしても決して取り返しがつかないことがあるのだ。

「あと二ヵ月ほどで、エラルド・ジェームズが逃げてから一年になる」

　窓がないこと以外は不足のない美しい部屋の中で、シャロンは兄の言葉に肩を震ふるわせる。

　国王の身でありながら、毎日必ずここに来ては長なが椅い子すで寛くつろいで本を読んだり、一方的に近きん況きよう報告をしたりダンスを強要したりと、まるで妾めかけの家に通う男のように振る舞まうヴァリウスが、一年という節目に何をいいだすのか、先が読めなかった。

「男一人捜さがすのに随ずい分ぶんと手間取り、法外な税金を投入してきた。奴やつがどこかで野垂れ死にしていると噂うわさする者が多いのも、私に諦あきらめさせたいからだろう。何しろ奴が犯した大罪を知る者は少ないからな。罪状に対して捜索費用が嵩かさみ過ぎているというのが、世間の判断だ」

「──諦めて、くださるのですか？」

　ヴァリウスに期待しては裏切られることを何度も経験しながらも、今度こそはと願わずにはいられないシャロンは、怯おびえながら体ごと向きを変える。

　外の世界のことは、ヴァリウスを通じてしか知ることができないため正確にはわからないが、これまで彼が零こぼした愚ぐ痴ちから察するに、エラルドのことを諦めるべきだと忠告してくる臣下は多いらしい。

　国王の崩御に合わせて恩おん赦しやを与あたえては……と、提案してきた者もいたようだった。

「夏に雨量が足りなかったうえに雹ひよう被ひ害がいもあり、この秋は近年稀まれに見る不作が確実だ。豊作が続いていたため飢き饉きんの心配はないが、来年もこうでは困ると民は嘆なげいている。不作の理由を、狩しゆ猟りように入れ込んで大地の精せい霊れいを怒おこらせた私が王座に即ついたせいだと、口にする者もいるらしい。このうえ盗ぬす人びと一人捕つかまえるのに多額の税金を無む駄だにし続ければ、いずれ『先王とは比べものにならぬ愚ぐ王おう』と、国中の民が一丸となって私を罵ののしるだろう。不敬罪で片っ端ぱしから縛しばり首にするわけにもいかぬし、このままでは面おも白しろくない結果になる」

「兄上……」

「愚ぐ民みんどもに何をいわれようと構わぬと思う反面、やはり面白くはない」

　そういって近づいてくるヴァリウスに、シャロンは手首を握にぎられた。

　工具をそっと離はなすと、髪かみを一つに纏まとめていたリボンを解ほどかれる。

　干ばつや雹被害の話を聞いて心配してはいたが、そのことをヴァリウスのせいにする者達がいるのは初耳だった。

　民の多くは、ヴァリウスを浪ろう費ひ家と認識しているため、余計に風当たりが強いのだろう。

　プライドが高く、人と比べられるのを嫌きらう兄の気持ちを思うと、少し気の毒になる。

　許せないことも多々あり、好きにはなれない兄ではあるが、幼い頃ころから誰だれよりも近くで見てきた人だ。生まれた瞬しゆん間かんから一国の王になる宿命を背負って生きてきたヴァリウスの心中は、可愛かわいがられるばかりの第二王子として生まれた自分には計り知れない。

　──兄上は国王としての評判を落とさないために、エラルドに恩赦を与え、追うのを諦めてくれる。今頃どこかで……おそらくアシェンプテルと友好的ではない異国に潜ひそんでいる彼は、僕が想像もつかないような苦労をしているかもしれない。どうか一日も早く自由の身になって、彼らしい人生を生きてほしい。せめてあの人だけでも、自由に……。

　櫛くしを手にした兄に、ややぎごちなく髪を梳すかれながら、シャロンは真の祈りを封ふうじた。

　一年後に湖のほとりの離り宮きゆうで会うという約束を果たして、そのまま自由になってエラルドと暮らしたくて仕方がなかったが、今はもう自分に対する兄の執しゆう着ちやくの強さがわかっている。

　誰にも咎とがめられない地位を手に入れたことで、ヴァリウスの行動は歯止めが利きかなくなり、シャロンが動物や鳥に接することすら許さず、嵌はめ込みの小さなステンドグラスしかないこの牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいし続けていた。

　国王でありながら、朝と晩に必ずやって来て扉とびらを開け、シャロンの身の回りの世話を自身で行ったり、食事を運ぶ係や掃そう除じ係に耳の聞こえぬ子供を選んだりと、異常なほどにシャロンを孤こ立りつさせている。

　しかしそれは単純な嫌いやがらせなどではない。

　本当に孤こ独どくなのは、ヴァリウス自身だった。

　なんでも手に入れられる立場にありながらも満たされていない彼は、唯ゆい一いつの弟を可能な限り独どく占せんし、思い通りにしたいのだ。

「相変わらず美しい巻き毛だ。お前のブロンドや瞳ひとみに合う黄金と真しん珠じゆの櫛を作らせたが、少々目が細か過ぎたな。これで梳とかすのは毛先だけにして、あとはブラシで梳かそう」

「国王陛下にこのようなことをしていただいて、申し訳なく思います」

「愉たのしんでいるのだから遠えん慮りよは要いらん。お前は、籠かごの鳥から私の人形になったのだ」

「──鳥なら羽ばたく機会もあったでしょうに、人形では歩くことも儘ままなりませんね」

「そういうことだ。お前はここで、私が来るのを待ち侘わびる可愛い人形でいればいい」

　シャロンが今もエラルドに会いたがっていることを、ヴァリウスは察しているはずだった。

　それがわからない兄ではないが、それでも兄の前でエラルドへの未練を明確に示したり彼を求めたりしてはいけないことを、シャロンは重々承知している。

　月日の流れが状況や心境に変化を齎もたらし、ようやくヴァリウスがエラルドを許してくれそうな今こそ、兄の機き嫌げんを取っておくべきだと思っていた。

「シャロン、今夜は遅おそくまでここにいられる。本を読んでやろう」

「それは……ありがとうございます」

　長いブロンドの巻き髪がみをヴァリウスの手で整えられたシャロンは、カービングの途と中ちゆうだった水すい晶しようの塊を見つめて瞼まぶたを伏ふせる。睦むつまじく駆けるベルフェとリージュの姿を彫ほりたかったが、兄の厚こう意いを無下にはできなかった。

　導かれるまま、天てん蓋がい付きのベッドへと移動する。

「最近よく、本を読んでくださいますね」

　シャロンは小さな文字を読めないので自力で読書を楽しむのは難しく、本を読んでもらえること自体はありがたいと思っていた。

　ただし、芝しば居いを観みている気分になれたエラルドの朗読とは違い、ヴァリウスは感情を込めて読むわけではなく、やや早口に淡たん々たんと読むばかりなので、伝わってくるものは薄うすい。

「お前がエラルド・ジェームズと逢あい引びきしていた森の離宮に、妙みように目立つ本があった」

　ベッドの横に置かれた長椅子に腰こしかけたヴァリウスは、そういって牢獄の外から持ち込んだ布張りの箱を開ける。

　金の刺し繡しゆうが施ほどこされた赤い箱から出てきたのは、真っ白な本だった。

「──っ、あ……」

「背表紙は白、タイトルは銀で書かれていて、遠目には白いだけの本だ。『硝子ガラスの靴くつ』というタイトルで、純じゆん朴ぼくな平民の娘むすめが王子に見み初そめられ、追い求められた末に結けつ婚こんするという、あり得ない夢物語だが、女には大層人気の本らしい」

　平民のエラルドと王弟のシャロンが、身分や性別を超こえて結ばれる道理がないといいたげなヴァリウスの前で、シャロンは黙だまって唇くちびるを引き結ぶ。

　今は兄に反はん抗こうしている場合ではなく、何をいわれても感情を抑おさえ、エラルドに恩赦を与えてもらわなければならなかった。結ばれるかどうかは、エラルドが安全に生きる自由を得てから考える話で、まずは恩赦を得て、あとは時間が解決してくれることを祈いのるしかない。

　ヴァリウスには、正妻を迎むかえて王太子を設ける義務があるため、妻を持てば実じつ弟ていへの執着が薄れる可能性はある。そうしてこの牢獄から出してもらうことができて初めて、エラルドとの夢物語が現実味を帯びるのだ。

「シャロン、この本を読んでいるうちに思いついたことがある。私は己おのれの治世と後継を確たるものにするために、お前と決別して早々に妻を娶めとるべきだ。お前もそう思うだろう？」

「え、あ……はい……もちろん、奥方を持たれるのは素す晴ばらしいことだと思います」

「だが、王おう妃ひになった女が首しゆ尾びよく男子を産むとは限らない。王太子を得るまで何年もかかる場合もある。それを考えると、お前が結婚して先に嫡ちやく男なんを設けることなどないよう、早く手を打つべきだ」

　純白の本を開きながら語るヴァリウスを前に、シャロンは恐きよう怖ふに打ちひしがれる。「お前と決別して早々に妻を娶るべきだ」と聞いた瞬間は、待ち侘びた時が予想以上に早く来たのだと思い、天にも昇のぼる気持ちだったが、そこからいきなり突つき落とされた。

　神にさえ背そむかなければ何をしても許される立場の兄に、生せい殖しよく能力を奪うばわれるのではないかと思うと背筋が寒くなる。

　この牢獄に閉じ込められてから、着せ替かえ人形として大事に扱あつかわれているが、罪なき犬達を射殺した兄の残ざん酷こくさが忘れられない。

「兄上……御ご存ぞんじの通り、僕は……犬と交わるような異い端たん者です。後こう継けいに関して兄上の障さわりになることは致いたしません。王位継承権も、お望みでしたらすぐに放ほう棄きします。目が不自由な僕に何ができるわけでもなく、元よりあっても意味のないものです」

　ヴァリウスの所業を恐おそれるシャロンに対し、彼は「恐れることはない。これ以上ないくらい、いい話だ」と返してきた。

　そしておもむろに脚あしを組むと、くくっと声を漏もらして笑う。

「お前は天使の化け身しんと謳うたわれて、民たみからも貴族からも慕したわれている。実際に王座に即くことはなくとも、王位継承権は神がお前に与えたものだ。それを奪えば、如何いかなる理由をつけたとて私は反感を買うことになる。最も賢かしこい方法は、『王弟シャロンは両性具有者だと判明した』と公表して、王位継承権を持たせたままお前を男に嫁とつがせることだ。両性具有なら男女どちらと交わっても異端者にはならず、結婚も可能。存命の人間でお前が普ふ通つうの男だと断定できるのは、お前自身と私と、エラルド・ジェームズの三人だけだ。噓うそをつき通すのは難しくない」

「な、何を……何を仰おつしやるかと思えば、両性具有だなんて、そんな罰ばち当あたりな噓を！」

　生殖能力を奪ってやる──と脅おどされることや、死の危険が伴ともなう手術を受けさせられることに怯おびえていたシャロンは、ヴァリウスの信じがたい発言に愕がく然ぜんとする。

　宗教が概おおむね統一されているこの大陸では、両性具有者を祝福された者と見み做なし、性別のない天使が人の姿を借りて世に遣つかわされた際に、完全体の両性になるという考え方があった。

　そのため、両性具有者には結婚相手の性別を選べる特権があるが、シャロンは未熟とはいえ正しよう真しん正しよう銘めいの男だ。当然ながら同性との結婚は許されず、禁を犯おかせば異端者として忌いみ嫌われる咎とが人にんになる。

「過去に、両性具有者だと偽いつわって同性と結婚した者がいたが、いずれも密告によって両性ではないことが発覚し、離り縁えんさせられた末に絞こう首しゆ刑けいに処されている。もちろん相手も同罪だ。だが、お前の場合は何も心配しなくていい。真実を知っているエラルド・ジェームズと結婚すれば、秘密は守られる。仮に誰かが疑ぎ惑わくを持とうと、お前が両性具有者であることを私が保証すれば済む話だ。国王に逆らって王弟の下着を下ろして脚を広げさせ、女性器が存在するかどうかを検あらためることができる者など、どこにもいないのだから」

　エラルド・ジェームズと、公然と結婚させてやる──端的にはそういっているヴァリウスの発言に、シャロンは夢でも見ているのかと疑った。

　同性を愛した異端者として城を追われ、世間から白い目で見られるよりも、価値のある両性具有者だと偽って祝福されることのほうが、表面的には幸福で楽だと思う。

　けれども実際には後ろめたくて、苦労するより遥はるかにつらいはずだ。

　──でも……今はそんなことをいっている場合じゃない。まずはエラルドの命を……。

　自身の名声と直系子孫のためとはいえ、これまでエラルドを捕とらえて処しよ刑けいしようとしていたヴァリウスが、エラルドを許したうえでシャロンと正式に結婚させようと考えているなら──それはよい進展に他ほかならない。

　綺き麗れい事をいって首を横に振ふるのは、愚おろかなことだと思った。

「その噓を受け入れて、両性具有者の振りをして……子を作らずに生きていくと約束すれば、エラルドに恩おん赦しやを与あたえ、僕の夫になることを許してくださるのですか？」

「ああ、持参金と貴族位もつけてやろう。ただし、もう一つ条件がある」

　ヴァリウスは純白の本をシャロンに見せつけるように高く持ち上げてから、組んだ長い脚に軽く打ちつけて小気味よい音を立てた。

　思い返してみると、彼は先さき程ほど「この本を読んでいるうちに思いついたことがある」といっていたが、その後の会話は『硝子の靴』とはあまり関連性のないものだった。

「この物語では、王位継承権第一位の王子が『硝子の靴に合う足を持つ乙おと女めを花はな嫁よめにする』と宣言したため、国中の娘達が未来の王妃になることを夢見て舞まい上がった。現実的に考えれば画家に人相画を描かかせて国中に貼はりだし、似た娘を集めたあとで面会して、一ひと目め惚ぼれした娘を見つけだせばよさそうなものだが……それでは創作物としての盛り上がりに欠ける。人相画を出した時点で候補が絞しぼられてしまうため、国中の娘が沸わくこともないだろう。大勢現れそうで無む茶ちやではあるが、『硝子の靴に合えば花嫁にする』という条件は夢のあるものだ」

「……はい」

　ヴァリウスの発言は尤もつともだと思いながらも、シャロンは話がどこに向かってどう繫つながるのかわからず、ベッドの際に座ったまま両手を組み合わせた。

　今から出される『もう一つの条件』とやらが、悪いものでないことを祈り続ける。

「私が盛り上げるのは、娘達ではなく男達だ。天使の化身と謳われる王弟シャロンの夫の座と貴族位、多額の持参金を手にすることを夢見て、未婚の男の大半が城下に集まり、嬉き々きとしてエントリーするだろう。つまり盛大な祭りになる。それはわかるな？」

「……っ、先程は、僕をエラルドに嫁がせると……」

「ただ嫁がせては面おも白しろくない。私は祭りの直前にエラルド・ジェームズに恩赦を与えることを公表するつもりでいるが、そうしたからといって、奴やつが素す直なおに信じて姿を見せるとは限らないだろう？　だが、お前が他の男の妻になるのを阻そ止しするためなら戻もどってくるはずだ。お前は夫選びの祭りが最大限盛り上がり、なおかつエラルド・ジェームズが勝者になれるよう、硝子の靴に代わる品を水すい晶しようで作りだせ」

「硝子の靴に……代わる品？　エラルドの顔でしたら……彫ほることができます。それを元に、これまでより鮮せん明めいな人相画を画家に描いてもらって、国中に配るということでしょうか？」

「お前は私の話を聞いていたのか？　それでは最初から候補者が絞られてしまい、まるで盛り上がらないではないか。靴と同じように、誰だれにでも可能性があると思わせてこその祭りだ」

「……では、何を彫れと仰るのですか？」

　純白の本とヴァリウスの顔を交こう互ごに見ながら、シャロンは読めない兄の発言に困こん惑わくする。

　どこまで信用してよいかわからないヴァリウスの思考を読み、心乱さぬよう構えなければと思っても、求められている答えが見えなかった。

　そのうえ、彼の唇はなかなか開かない。

「お前が彫るのは、奴の男根のオブジェだ。無論、勃ぼつ起きした状態の立派なものを彫れ。男達を盛り上げるのに、これ以上のものはない」

　ようやく唇を開いたヴァリウスの言葉に、シャロンは絶句する。

　エラルドの顔では駄だ目めなら手でも彫ればよいのかと思い、それを口にしてみようかと思った矢先だった。

　兄に期待を裏切られるのも、想像を超こえた言動を取られるのも初めてではないが、あまりの衝しよう撃げきに息をするのも儘ままならない。

「それほど驚おどろくことでもないだろう。よくよく考えてみろ。『硝子ガラスの靴くつ』に出てくる王子は、国中で最も幅はば細く小さな足の乙女を花嫁として求めたことになる。絶世の美女でなければ駄目だといったわけではないが、遠回しに小こ柄がらかつスマートで愛らしい乙女を求めたのは明らかだ。一方、男根は男の象しよう徴ちようであると共に、子孫繁はん栄えいに直結している。両性具有であることを公表し、女寄りの立場を選んだ王弟が、立派な男根を持つ精力的な男を求めたとて非難されることではない。顔の美しい男を求めるよりも、むしろ筋が通っている」

　ヴァリウスに何をいわれても到とう底てい納なつ得とくがいかず、シャロンは両手を合わせたまま押し黙だまる。

　何かいおうにも声にならなかったが、口を開くなら言葉を選ばなければならなかった。

　エラルドとは友人関係に過ぎないという噓が通用していないことは承知しているものの……シャロンは未いまだにエラルドが異端とは認めていない。

　勃起した状態のエラルドの男根を模したものを作れば、自分との性的な関係を認めてしまうことになる。

　──僕の夫選びの祭りというのは作り話で、これまでの話は全部……エラルドにより大きな罪を着せ、彼を捕らえるための支出を正当化するためのものかもしれない。

　ヴァリウスの機き嫌げんを損そこねてはならないと思いながらも、シャロンは彼が怒いかり任せに犬を撃うち殺したことや、エラルドに敵意を持っていることを忘れてはいない。

　油断は禁物だと、自分の胸に強くいい聞かせた。

「シャロン、考える余地はないぞ。これは提案ではなく、アシェンプテル国王の命令だ」

「兄上……僕には、そのようなものは作れません。それに両性具有者だと偽ることに関しても、簡単に受け入れられることではありませんし、どうか……しばらく考えさせてください」

「それでいいのか？　お前が夫選びの基準となる男性器を作らない限り、祭りは始まらない。私がエラルド・ジェームズに恩赦を与えることはなく、奴を捕らえるために各地に送り込んだ兵もそのままだ。こうしている間にも誰かが奴を捕らえ、その場で始末するかもしれない」

「兄上、どうか……どうか御ご慈じ悲ひを……僕は兄上の障さわりにならないよう、一生このままここに閉じ込められても構いません。兄上に逆らわず、ここにいますから……どうか彼だけは助けてください。彼に恩赦を与えてください！」

「今夜は本を読んでやる約束だったな。お前は王弟だが、『硝子の靴』の王子になった気分で聞いているがいい。そして主人公をエラルド・ジェームズに置き換かえてみろ。お前は私に従うことで身分違ちがいの恋こいを成じよう就じゆさせ、いつか私に感謝するのだ」

「兄上……」

「オブジェの製作は明日からでいい。お前の小さな肉にく孔あなを、あんなにも緩ゆるませたほどの男根だ。さぞかし立派で、男だけではなく女達にとっても愉ゆ快かいな祭りになるだろう。期待しているぞ」

　そういって白い本の表紙を捲めくったヴァリウスは、いつも通り淡たん々たんと朗読を始めた。

　狂きよう気きとしか思えない兄の命令に、シャロンは呆ぼう然ぜんとしたまま居い竦すくまる。

　どうするのが最善かわからず、手足が震ふるえて止まらなかった。
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　過か酷こくな逃とう亡ぼう生活を続けながら、湖の離り宮きゆうでシャロンと再会する日を夢見てきたエラルドは、秋の収しゆう穫かく祭を前に賑にぎわうアシェンプテル王国の城下町を訪おとずれる。

　あの仮面舞ぶ踏とう会から今日で一年が経たち、恩赦を与えられて無罪になったことは知っていたが、それを信じて動きだすには疑わしいことが多過ぎた。

　まず一つとして、恩赦の公示とほぼ同時に、新国王ヴァリウスが主導して行ったいくつかの公示には、確たる噓うそが含ふくまれている。

　王弟シャロンが両性具有者ではないことを、エラルドは誰よりもよく知っていた。

　その噓によりシャロンは男と結けつ婚こんすることが可能になり、そのうえ相手の身分を問わずに夫選びをするというなら、エラルドは『硝子の靴』の主人公さながらの良りよう縁えんに恵めぐまれる可能性があるが、それはあまりにも都合のよい話だ。

　この状じよう況きようまで持ち込むためにシャロンが一年かけて兄を説得し、兄弟二人の話し合いの結果、両性具有者であるという噓を利用することになったのかと、最初は前向きに考えたりもしたが、変装して城下町を覗のぞきにいったことで何も信じられなくなった。

　夫選びを兼かねた収穫祭は明日の夜で、今は候補者のエントリーと事前審しん査さが行われている。

　中央広場には中が見えない多数のテントが用意され、審査をする役人が内外に控ひかえていた。

　陽光が降り注ぐ白昼の広場に堂々と置かれたのは、勃起した状態の男性器を模した黒くろ水ずい晶しようのオブジェで、集まった人々の反応は真っ二つに分かれていた。

　これは実に面白い趣しゆ向こうだと、受け入れて沸く者達と、卑ひ猥わいで下品で最低だと忌いみ嫌きらって去る者達とに分かれ、エラルド自身は後者の一人に含まれる。

　王弟の夫候補としてエントリーできるのは、飾かざられたオブジェと同等の男根を持つ独身者に限られており、事前審査はテント内で行われていた。オブジェを見て引き返す者がほとんどで、意い気き揚よう々ようとエントリーするのは、熊くまのような体格の男ばかりだ。

　──あれは、僕の性器を模したものだ。シャロン様が彫ったのだろうが、あの御お方かたが好んであんなものを彫るわけがない。王太子が……いや、新国王ヴァリウスが無理やり彫らせたんだ。つまりこれは、罠わなということになる。

　噂うわさを聞きつけた大おお柄がらな男が犇ひしめき合う中、エラルドは膝ひざや背を曲げ、人並みの身長の老人を装いながら町を去った。

　体形がわからないようゆったりとした旅人の装しよう束ぞくでケープや頭ず巾きんを纏まとい、伸のばし放題の鬚ひげと髪かみに白粉おしろいや灰をまんべんなく塗ぬりつけたエラルドを、人相画と同一視する者はいない。

　この一年間、エラルドはシャロンから譲ゆずり受けた逃亡資金をなるべく使わずに過ごすために、隣りん国ごくオーデンの山中を転々として暮らしていた。

　愛馬アストンと別れるのはつらかったが、あれほどの上馬を連れていたり売ったりすると目立ってしまうため、やむを得ずオーデンの裕ゆう福ふくな貴族家の牧場に、こっそりと置いてきた。

　何度かアシェンプテルに戻っては、どうにか城に侵しん入にゆうする手立てはないかと探さぐりを入れたが、ヴァリウスが国王になってから衛兵の数が倍増し、まるで隙すきがなかった。

　仕方なく国境を越こえてオーデンの山中での暮らしに戻り、食料を調達する時や情報を得たい時は、頭一つ分は背の低い老人の振ふりをして町に出る生活を送ってきた。

　酒場で自分を追っている兵士達の愚ぐ痴ちを耳にすることもあり、平民である彼らが、浪ろう費ひ家の新国王を一様に嫌っていることや、人気の高い王弟シャロンの友人と噂されているエラルドに対して、同情的であることがわかった。

　そして、シャロンがヴァリウスに幽ゆう閉へいされているという噂や、心の病で引き籠こもっているという噂も耳にした。

　そういった情報収集の最中、捜そう索さく隊の兵達の会話から一つ奇き妙みような事実を知ったエラルドは、今回の恩おん赦しやや祭りに関するヴァリウスの意図が読めず、やはり信用できずにいる。

　──新国王は、僕を殺害することを兵に禁じている。それどころか、『なるべく無傷で生け捕どりにしろ』と命じ、酷ひどく傷つけた者には罰ばつを与あたえるといっているらしい。それはあまりにも不自然だ。罪状からして絞こう首しゆ刑けいは間ま違ちがいないのに何な故ぜそんな命令を下すのか、今日までずっとわからなかった。

　エラルドは老人の姿で西の森を歩きながら、徒歩で行くには遠い湖に向かう。

　城下町から行くのは初めてだったので、途と中ちゆうで道を誤ることもあった。

　左右どちらに進むか迷うのと同じく、頭の中の推測にも、まだ少し迷いがある。

　──シャロン様の兄上が、僕を無傷で捕つかまえたいと思う理由……楽観的な考え方をするなら、可愛かわいい弟の異い端たんの愛を認める気があって、シャロン様を両性具有者だということにして、僕と結婚させるためだと思えなくもないけれど……卑猥なオブジェを展示したことから察するに、そんな生なま易やさしい話じゃない。ヴァリウス様は一年前と変わらず僕を憎にくみ、シャロン様にも負の感情を抱いだいている。おそらく『硝子の靴』の模も倣ほうによって僕をおびき出して捕とらえ、シャロン様の前で殺すことで終しゆう止し符ふを打つ気だ。そのためには、僕が兵に傷を負わされて死んでしまうようなことがあってはならなかった。目の不自由なシャロン様でも僕だと認にん識しきできるくらい、僕を僕らしい姿のまま生け捕りにする必要があったんだ。

　老いた旅人として湖を目指したエラルドは、紫むらさき色いろのリボンやロープが結びつけられた木々を前に足を止める。

　この先が王族の私有地であることを示すもので、許可なく踏ふみ込めば重じゆう刑けいを科せられるのはわかっていた。もしも恩赦が罠ではなく、事実だった場合の可能性を考えると、ここで新たに罪を重ねるのは得策ではない。

　──僕はもう、腹を決めるべきだ。たとえ罠だとしても、一年前に約束した通りここで待つ。シャロン様は陛下に幽閉されている可能性が高く、そして僕は……どうしたって城には近づけない。それなら罠にかかって、シャロン様の前に連れだされる機会を得るしかないんだ。

　エラルドは木々に結ばれた紫色のリボンに触ふれ、その先にある湖の輝かがやきに目を細める。

　シャロンは今、ここに来たいと思ってくれているだろう。

　それは間違いないと信じている。

　しかし囚とらわれていて身動きが取れないと考えると、逃亡を続けることなどできなかった。

　顔を合わせる時は死ぬ時かもしれないが、このまま会えなければ、シャロンの状況はわからないままだ。

　ヴァリウスの気が変わるまで囚われ続けるか、いかがわしいオブジェに匹ひつ敵てきする男根を持つ男に嫁とつがされ、愛のない異端の交わりに、身も心も苛さいなまれることになるだろう。

　──国王陛下は、僕がシャロン様の夫候補に名乗りを上げると思っているのか？　それとも僕を城下まで呼びだすことが目的で、シャロン様と僕が今日この離宮で会うことを知って……或あるいは察して、兵を忍しのばせているんだろうか。のこのこ踏み込んだが最後……僕は新たな罪で捕らえられるのかもしれない。

　そうなる覚かく悟ごを胸に、エラルドは離宮に向かって突つき進む。背中を丸めて身長を低く見せることも、膝を曲げて歩くこともしなかった。

　背筋を伸ばし、自分として歩いていく。

　旅人らしく手にしていた麻あさ袋ぶくろの中には、一年前の仮面舞踏会の際に着用した、ヴァリウスの夜会服が入っている。仮面は逃亡の際に紛ふん失しつしたが、それ以外のものは靴くつや長靴下まですべて取ってあった。宝石の付いた装そう飾しよく品にも手をつけず、釦ボタン一つ失っていない。

　罪の証しよう拠こと共に離宮に近づくと、人生で最も輝いていた蜜みつ月げつの香かおりが漂ただよってきた。

　離宮と呼ぶには慎つつましやかな石造りの建物と、それを覆おおい尽つくすような蔦つたが見えてくる。

　蔦の緑を背景に、色とりどりの薔ば薇らが咲さき誇ほこっていた。

　仄ほのかな芳ほう香こうも、ベリーの甘あま酸ずっぱい香りも、湖の表面を撫なでてきた秋風の乾かわいた冷たさも、一年前を再現したように何も変わっていない。

　地上と天空が湖に映り込み、この世が二つ存在して見える素す晴ばらしい奇き景けいだ。

　エラルドは馬や人の気配がないことを確認すると、玄げん関かんへのアプローチに据すえられた大きな燭しよく台だいに足を向けた。

　目線の高さほどまである燭台に蠟ろう燭そくはなく、溝みぞに雨水が溜たまり、朽くちた葉が浮ういている。

　最も高い位置にある燭台の底に触れると、元より作られている窪くぼみに鍵かぎが隠かくされていた。

　──今のところ誰だれもいないみたいだ。これから来るのか、それとも国王陛下は僕が夫候補にエントリーすると思い込んでいて、ここに来るとは思っていないのか？

　隠されていた合鍵で施せ錠じようを解き、蜜色の思い出が詰つまった離宮に足を踏み入れたエラルドは、居間に続く廊ろう下かを歩きだす。

　そして、玄関から二歩進んだ所にある鏡の前で立ち止まった。

　自分の姿を見られない生活を送っていたため、久しぶりに見て愕がく然ぜんとする。

　わかってはいたものの、一見すると本物の老人のようだった。

　無む尽じん蔵ぞうに伸びた髪や鬚ひげは灰色で艶つやがなく、泥どろを薄うすく塗りつけることで染しみに似た汚よごれや皺しわを作りだした肌はだは、触れると粉が落ちてくる有り様だ。

　──酷いな……これまではとにかく正体を見破られないよう必死だったが、今は違ちがう。色とシルエットしか捉とらえられないシャロン様が見ても、すぐに僕だとわかるようにしないと。

　あまりにも醜みにくい自分の姿に鳥とり肌はだを立てたエラルドは、足早に湯屋に向かった。

　ここは王族が堅かた苦くるしい宮きゆう廷てい暮らしから逃のがれて息いき抜ぬきをするための離り宮きゆうで、床ゆかも壁かべも調度品も煌きらめくものの少ない民家風の設しつらえになっていたが、湯屋には贅ぜい沢たくな品々が用意されている。

　磨みがき抜ぬかれた鏡に、薔薇の形にカービングされた石せつ鹼けん、手て触ざわりのよいタオル、蕩とろけるような絹のバスローブに、櫛くしやブラシ。さらに鬚剃そり用の刷は毛けやナイフ、爪つめやすりや香こう油ゆまであり、どれを見ても埃ほこり一つ積もっていなかった。どうやら女によ官かんが頻ひん繁ぱんに通ってきているらしい。

　罪を重ねることに抵てい抗こうを感じながらも、エラルドは湯を沸わかし、汚れた服を脱ぬいだ。

　ゆっくりとはいかなかったが、全身を石鹼で洗って鬚を剃そり、爪を綺き麗れいに整える。

　髪も元の長さに切ろうとしたものの、シャロンと一いつ緒しよに変装して逃にげる事態になった場合を考えて、今は切らずに櫛で梳すくだけにした。

　──明日あしたまで待っても誰もここに来なかったら、城に乗り込むしかない。

　エラルドは薔薇の香りの香油で肌を整え、純白と銀の最上級の夜会服を身に纏まとう。

　そうして先さき程ほどの鏡の前に立つと、そこには自分でも驚おどろくほど艶あでやかな、ブロンドの貴公子がいた。

　山中の洞どう窟くつに潜ひそんでいた期間が長かったせいか、農作業をしていた頃ころよりも肌が白くなり、貧困のせいで以前よりも瘦やせている。おかげで、少しばかり肩かたや胴どう回まわりがきつかった夜会服が、ぴたりと合うようになっていた。

　──方法は二つだけ。顔を知られている以上、貴族になりすまして忍び込むのは難しい。夫選びの祭りに恥はじ知しらずにも参戦するか、恩赦を信じた振りをして真っ向から会いにいくか。

　どちらかを選ぶなら後者しかなく、エラルドの気持ちは覚悟と共に固まっていく。ひとまず居間に向かい、ここに追っ手が来なかった場合に取るべき行動を整理しておくことにした。

　いずれにせよ捕つかまることに変わりはないが、潔いさぎよく、自分らしく振る舞まいたくなる。

　──本ほん棚だなから、『硝子ガラスの靴』が消えている。

　懐なつかしい居間に足を踏み入れたエラルドは、習性のように本棚に引き寄せられた。

　一年前の時点と何も変わっていなかったが、白い本一冊だけが抜き取られ、隣となりにあった本が少し傾かたむいている。

　なくなった本とは逆に、以前はなかったものが居間の隅すみに置いてあった。

　日にち没ぼつが迫せまる今は光が当たらないが、明るい時間帯には陽光が降り注ぐ窓の近くに、飾かざり棚が設置してある。扉とびらのない簡素な造りの棚は、この離宮の意い匠しように合わせて作られたもののようで、真新しいことを除けば他ほかの調度品と馴な染じんでいた。

　棚には、水すい晶しようの小さな彫ちよう刻こくが並んでいる。どれも色のある水晶を使っているが、中央広場に飾られていたオブジェのような黒いものは一つもなく、優しい色の作品ばかりだった。

　──すべて、二頭の犬が一緒にいる彫刻……モデルはシャロン様の愛犬か？

　エラルドは無意識に犬のオブジェに触れ、その個数を数える。

　一つの台座に二頭いるため、個数は二十個。犬の数でいえば四十頭分の彫刻に、心当たりがあった。

　一年前の夜、逃とう亡ぼうの最中に危険を知らせてくれた白い犬達──シャロンがいつも連れていた十頭のうち二頭が撃うたれて死んだことと、関係している気がした。

　あの時、逃亡中に銃じゆう声せいが聞こえ、それは絶対にないとは思いながらもシャロンの身を案じたエラルドは確かめずにはいられず、少し時間を空けてから馬を下りて様子を見に行った。

　遠目だったので明めい瞭りようではないが、白い犬が二頭、血ち塗まみれで倒たおれているのが見えて……慌あわてて駆かけ寄ろうとすると、司教と下男数名を乗せた馬車がやって来た。

　やむを得ず木に隠れたエラルドの視線の先で、下男は大きな穴を掘ほって犬を埋まい葬そうし、司教は祈いのりと花を捧ささげていた。

　──シャロン様は、憐あわれな犬達のことを想おもいながら……これを彫ほったんだ。

　躍やく動どう感のある犬の姿を見つめていると、彼らの命が失われたことを惜おしみ、嘆なげくシャロンの痛みと悲しみが伝わってくる。

　つらい時に傍そばにいられなかった自分が情けなくなり、すぐさま城に向かいたくなった。

　予定とは異なるが、玄関に足を向けずにはいられない。

　ところが次の瞬しゆん間かん、窓の外から物音が聞こえてきた。

　──蹄てい鉄てつの音！　兵が来たのか!?

　やはりここで捕とらえられ、シャロンの前に連行される運命なのだろうか。

　何が起きるかわからない緊きん張ちよう感かんの中で、エラルドは外に面した窓に身を寄せた。

　高鳴る鼓こ動どうを感じながら前庭の様子を窺うかがうと、信じられないものが目に飛び込んでくる。

　──あれは……まさか、そんな……！

　湖のほとりを通ってやって来たのは、目が覚めるほど白い上馬と、その馬に跨またがるブロンドの青年だった。

　彼は濃こい紫むらさき色いろと金刺し繡しゆうのコートを着て、帽ぼう子しの下には仮面をつけている。

　周囲や後方を見ても供ともの姿はなく、どうやら単独行動のようだった。

　紫色はアシェンプテルでは禁きん色じきとされる色で、特に濃いものは国王にのみ許される色だ。

　──ヴァリウス様……何な故ぜ、国王が独りでこんな所に!?

　王弟の夫選びと収しゆう穫かく祭を明日に控ひかえ国中が沸いている中、追っ手の兵ではなく国王が独りで離宮を訪おとずれるというあり得ない事態に、エラルドは息をするのも忘れて硬こう直ちよくする。

　しかし、兵に取り囲まれるよりは遥はるかにましな展開だと思った。

　何が狙ねらいなのかよくわからないヴァリウスの本心を、知りたいと思ったことは何度もある。

　身分の差を考えると恐おそれ多いことだが、話し合いたいとも謝りたいとも思う相手だ。

　──僕が異い端たんの恋こいをして罪を犯おかし、シャロン様を巻き込んだことも……ヴァリウス様が着るはずだった夜会服を着てしまったことも、紛まぎれもない事実だ。あの方がシャロン様を束そく縛ばくして苦しめていたとしても、僕が罪を犯したことに変わりはない。

　顔の上半分を仮面で覆ったヴァリウスの一挙手一投足を、エラルドは硝子越ごしに見み据すえる。

　紫色の馬具で華はなやかに飾り立てられた白馬から下りた姿は、絵のように美しく、どこからか妙たえなる音楽が聞こえてきそうだった。

　馬はもちろん彼自身の服装も実に華か美びで、黄金や貴石の装飾が施ほどこされた肩かた飾かざりや袖そで口ぐちの折り返し、裾すその長いヴェストにコート、白い羽根がゆらゆらと揺ゆれる帽子が印象的だった。

　アシェンプテル王家の紋もん章しようである薔薇の刺繡が衣服のあちこちに施されており、民たみの血税が、これでもかとばかりに彼を輝かがやかせている。

　──間もなく完全に日が落ちて暗くなるのに、なんだって供も連れずに独りで？

　エラルドが主扉にかけておいた錠が、重々しい金属音を立てて解かれる。

　玄げん関かんから居間まで続く廊下に出たエラルドは、すぐさま片かた膝ひざを折って頭を低くした。

　相手が王族だからというだけではなく、シャロンの許可を受けたとはいえ平民でありながら離宮に忍しのんだことや、勝手に湯屋を使ったこと、盗ぬすんだのも同然のヴァリウスの服を着ていることなど、謝罪しなければならない行動を取っている。

　何より、敵意はなく敬意はあることを示して、未来に続く活路を開きたかった。

「久しいな、エラルド・ジェームズ……お前がシャロンの夫候補に名乗り出て、テントの中で下半身を剝むきだしにするような愚おろか者でなくてよかった。すべて私の読み通りだ」

　玄関に入るなり後ろ手に施せ錠じようしたヴァリウスは、そういって胸むな元もとを探さぐる。

　頭を下げていても動きがわかり、何を取りだすのか確かく認にんせずにはいられなかった。

「国王、陛下……ッ」

　躊躇ためらいなく向けられた銃口を目にした途と端たん、エラルドは凍こおりつく。

　彼の罠わなに嵌はまっても、生きてシャロンに会えることだけは間ま違ちがいないと信じていたが、それは読み違いだったのだろうか。

　ヴァリウスの目的は、他者に殺させるだけでは飽あき足らない男を、自らの手で抹まつ殺さつすることなのかもしれない。そうだとしたら、この場ですべて終わってしまう。

「ありきたりな命いのち乞ごいも謝罪も聞く気はない。余計な口は利きかずに、ゆっくりと立ち上がって服を脱げ。その服は、私がシャロンと踊おどるために作らせたものだ」

　静かに燃えるヴァリウスの怒いかりを感じながら、エラルドは慎しん重ちように立ち上がる。

　命じられたことを無視して口を開き、生きてシャロンに会いたいと訴うつたえることも、一方的に謝罪の言葉を述べることもできなかった。引き鉄がねを引いて弾たまを撃ち込まれずとも、仮面の向こうから投げかけられる視線に撃ち抜ぬかれ、その気き迫はくに吞のまれてしまう。

「上半身だけではない。脚きやく衣いも下着も靴くつも、すべて脱ぬいで裸はだかになれ」

　エラルドは扉の前から動かないヴァリウスに睨にらまれながら、いわれた通りの姿になった。

　ヴァリウスと自分との距きよ離りは十歩近くもあり、もしも暴挙に走ってみたとしても、こちらに銃を向けているヴァリウスが圧あつ倒とう的に有利といえる。

　しかし供を連れていない彼の立場になってみれば、追い詰つめられた咎とが人にんが何をするかわからないため、感情的なことを抜きにしても裸にさせたいのだろうと思った。

「両手を広げ、そのまま体ごと右を向け」

　全ぜん裸らになったエラルドが、居間の扉の前で右を向くと、彼は銃を構えたまま近づいてくる。

　そうして、「次は左側を見せろ」と、さらに命じながら足を進めてきた。

　銃があるとはいえ、咎人との距離をそんなに詰めてよいのかと思うほど近くまでやって来たヴァリウスに従ったエラルドは、「最後に背中を見せろ」と命じられる。

「お前の継母ままははと義兄あには業ごう突つく張ばりで、お前につらく当たっていたと聞いていたので、背中には鞭むちで打たれた傷があるのだろうと思っていた。さすがに鞭までは持ち出さなかったか」

　エラルドは思いがけない言葉を耳にして、「はい」とだけ答える。

　男の身でありながら、虐しいたげられていたという事実は口にしたくなかった。実際には継母から躾しつけと称しようして何度も鞭を振ふるわれたが、幸い痕あとが残るほど深い傷は負っていない。

「腿ももの辺りにある傷は、いつのものだ？　随ずい分ぶんと下手へたな医師に縫ぬわれたようだな」

「それは……野菜を出しゆつ荷かする際に荷台から出ていた釘くぎで負いました。十八の時です」

　本当は義兄に火ひ搔かき棒で打ち据すえられて切り、自分で縫ったら痕になってしまったのだが、これもやはりいいたくなかった。黙だまっているわけにもいかず、それらしい噓うそをついておく。

「左ひだり腕うでにも傷があるようだな、それはどういったものだ？」

「──これは……」

　これは一年と少し前、生きているのがつらくて自ら落馬した際に負い、シャロン様に出会うきっかけになった傷です──と正直に語ってヴァリウスを刺し激げきするのを躊躇ったエラルドは、彼に背中を向けたまま「二、三年くらい前に落馬して負った傷です」とだけ答えた。

「平民の体には傷痕が多くあるのが普ふ通つうなのかと思っていたが、そうでもないのだな。あまり多いと困ると思っていた故ゆえ、思いのほか綺き麗れいな体を見て安心した」

　エラルドは驚おどろくほど近くで聞こえてくるヴァリウスの声と、意外な言葉に耳を疑う。

　傷がないことを何故ヴァリウスに喜ばれるのか、どうして彼が安心するのか──そう考えた末に希望を見いだそうとした瞬間、ヴァリウスがつけている香こう水すいの香かおりを感じた。

　エラルドが一時期つけていたものと同じ香りが漂ただよい、そして突とつ然ぜん、背中に熱が走る。

「……ッ、ゥ……！」

　いい香りだと思い、そして熱いと思った直後、ぽたぽたと滴しずくが垂れる音が聞こえた。

　勝手に委縮して丸まった体で下を向くと、胡桃くるみ材の床ゆかに赤黒い水みず溜たまりが出来ている。

　さらに落ちる滴によって弾はじかれた水すい滴てきが足の甲こうや脛すねに飛び、旬しゆんのベリーのように赤い血だとわかった。水溜りではなく血溜りだったそれは小さなものだが、着実に広がっていく。

「ア、ゥ……ク、ゥ！」

　銃じゆう声せいなどは聞こえず、硝しよう煙えんの臭においもしない。

　ここはとても静かで、ヴァリウスの香水だけが香っていた。

　鋭えい利りな刃は物もので背中を刺さされたことを認識すると、急激な勢いで熱が痛みに変わる。

　何故なのかと考えるよりも先に手足が動き、エラルドの体はヴァリウスから一歩でも遠くに逃にげるために居間へと向かった。開放されていた扉とびらの向こうに戻もどり、同時に背中に手を回して、突つき刺さったままになっている短たん剣けんに触ふれる。

「抜くな、抜けば出血量が増えて死ぬぞ」

「──ッ、ゥ、グ……」

「今はそれが栓せんの代わりになっている」

　絨じゆう毯たんの上に前のめりに倒たおれながら、エラルドは短剣の柄つかを握にぎり締しめた。

　異物を排はい除じよしたい本能が働いていたが、しかしヴァリウスの言葉は噓ではない。

　混乱しそうな頭に冷静さを促うながすと、廊ろう下かから絨毯まで点々と連なる血の染しみが見えた。

　痛みこそ激しいが血の染みの一つ一つは銅貨よりも小さく、すぐさま命に係かかわるほど夥おびただしい出血ではない。何より、目の前には今にも火を噴ふきそうな銃口があった。

　ここで誤った行動を取れば、今度こそ命はない。

「エラルド・ジェームズ、私はこの瞬しゆん間かんを一年も待っていた。いや、もっと前から待っていた。他ほかの誰だれでもないお前が、シャロンとこの離宮で通じたことを知ってから、ずっとだ」

「……ッ、陛下……」

「あれは大層真ま面じ目めで、異端の罪など犯すとは夢にも思わなかったからな、どれだけ驚いたかわかるか？　あの時の気持ちは今でも言葉にできない。だが……運命は私を見放さなかった。シャロンが密会していた男が誰だかわからなかった時は八つ裂ざきにしても足りないと思ったが、お前だと知った時……この上なく背徳的な愉ゆ悦えつを感じた。最早これは神の所業ではない。神に見放された私のために、悪あく魔まがお前を遣つかわしてくれたのだ！」

　次し第だいに興奮していくヴァリウスの姿を見上げながら、エラルドは押し黙り、柄を握ったまま痛みに耐たえる。腰こしに向けて生温かい血が流れ、額から浮うきだす汗あせは頰ほおまで伝っていった。

「お前を草の根分けても捜さがしだせと兵に命じながらも、私はお前の体に傷をつけることを固く禁じた。殺して首だけを持ち帰るのも許さなかった。何な故ぜだかわかるか？」

　問われても息が乱れるばかりで思考が働かず、エラルドは首を横に振る。

　そうしている間も血は流れ続けていて、この場で死ぬのが恐ろしかった。

　まだシャロンに会っていない。そしてヴァリウスの発言からして、自分がこのまま死んだらシャロンは決して幸せになれない。

　この男は神に選ばれし国王でありながら、こともあろうに悪魔に謝意を示したのだ。

「弟は目が悪い分、視覚以外の感覚が優すぐれている。特に、触れたものを完かん璧ぺきに記き憶おくする能力に長たけている。故に私はどうしても、シャロンの手が覚えているであろう、お前の傷痕をすべて把は握あくしなければならなかった。新しい傷などつけられて、古傷がわからなくなっては困るのだ。私は、同じ傷を自分の体につけなくてはならなかったから」

「……ッ、同じ……傷を？」

　体の中にある短剣の刃やいばが、炎ほのおで炙あぶったもののように熱く感じられる。

　心臓の如ごとく脈打つ傷の痛みに顔を顰しかめたエラルドは、狂きよう気きとしか思えない発言をするヴァリウスを睨み上げた。痛みが怒りと侮ぶ蔑べつを増ぞう幅ふくさせ、身分への敬意など泡あわのように消えていく。

「少年の頃ころ、私は許されない過あやまちを犯おかし……永遠の罰ばつを受けた。健常だったシャロンの目を、あれほど損そこなわせたのは私だ。その罪により、私の人生は終わってしまった」

「──シャロン様ではなく、陛下の……人生が？」

「そうだ。あの時から私は、自分という人間を捨てる方法ばかり考えてきた」

　ヴァリウスは、まるで他人ひと事ごとのように淡たん々たんとした口調で語る。

　エラルドに銃口を向けたまま、もう片方の手で仮面に触れた。

　二つの穴から蒼そう眼がんを覗のぞかせていた仮面が、ゆっくりと外される。

「──ぅ、あ……そんな……！」

　国王の証あかしである濃こい紫むらさき色いろの帽ぼう子しの下で、金色の前まえ髪がみが揺ゆらめいた。

　黄金と貴石を身につけ、本来なら近づけない世界に住むはずのヴァリウスの顔は、つい先さき程ほど鏡に映っていた顔と寸すん分ぶん違たがわない。

　ヴァリウスと自分の顔立ちや、髪や目の色が似ていることはシャロンから聞いて知っていて、夜会服が誂あつらえたように体に合っていたことからしても外見の共通点が多いことは承知していたエラルドだったが、まさかここまで似ているとは思わなかった。

　彼は国王らしい豪ごう奢しやな服装で堂々と立ち、自分は全裸で血を流しながら跪ひざまずき、身分と同じく圧倒的な差がついているにもかかわらず、本当にそっくりだと思えてならない。

「エラルド・ジェームズ、これでわかっただろう？　お前は、私のスペアだ」

「陛下、まさか……まさか……ッ」

「後こう継けい問題を複雑にするうえに不ふ吉きつとされているため、アシェンプテル王家では双ふた子ごの存在を認めない。後々担かつぎだされないよう、下の子は平民の家に里子に出す習わしがある」

「──僕が……陛下の、双子の……」

「ほんの数時間あとに産まれた、弟だ。腹の子が双子だとわかった時点で、母上はかつて目をかけていた王立図書館の元副館長に里下がりを命じた。子が出来ずに悩なやんでいた彼女は周囲の人間の目を欺あざむき、引き取ったお前を自ら産んだ子として夫の許もとに連れ帰ったと聞いている」　>>>♥

　顎あごの先から滴したたり落ちるほどの脂あぶら汗あせを搔きながら、エラルドは肉体の痛みを超こえる衝しよう撃げきに心を打ち砕くだかれる。噓だと叫さけびたくても、その前に息を吸い込むことすら難しかった。

　窓の外では日が落ちて、悪魔が現れたように暗くなる。

　今まで見えていたものが闇やみに吞のまれて見えなくなったが、それとは正反対に、まるで見えていなかったものが鮮あざやかに浮かび上がってきた。何も知らず、思いもよらなかった事実が嵐あらしに攫さらわれた雲間から現われ、間ま違ちがった解かい釈しやくが次々と正されていく。

　すべては、複雑に絡からまった運命の糸で繫つながっていたのだ。

　亡なき母の最さい期ごの言葉は、エラルドをジェームズ家の屋や敷しきそのものに縛しばりつけるものだった。

　あの言葉を恨うらみに思ったこともあったが、今ならわかる。

　母と王家の間にある秘密は、絶対に守られなければならなかった。あの屋敷に花はな嫁よめを迎むかえ、図書室に籠こもって慎つつましい一生を送るのが、エラルドに与あたえられた本来のさだめだったのだ。

　おそらく物心ついた頃にエラルドの存在を知らされたヴァリウスもまた、秘密を守ることを強要されたのだろう。身分の低い者に顔を見せることを避さけ、さぞや鬱うつ陶とうしいであろう仮面をつけて出歩くようになったのは、そのためだったのかもしれない。

　そんなヴァリウスが、シャロンを穢けがしたエラルドを無傷で捕とらえたがったのは、シャロンの手が記憶しているエラルドの傷痕を自分の体にもつけるため──つまり、ヴァリウスの目的はエラルドになりすまし、シャロンの愛を得ることにある。

「陛下……貴方あなたの目的は……僕を殺して、シャロン様と……」

「私が私のままでいたら、シャロンは決して私を受け入れない。血の繫がった兄だとわかっているのだから当然だが、それ以前の問題でもある。あれは私を憎にくみ、顔に触れようともしないからな。お前と私が似ていることはわかっていても、瓜うり二ふたつだとは気づかず……当然ながら、同じ大きさと形の男根を持っていることも知らない」

「貴方は……実の弟を、そんなふうに、ずっと……」

　あえて傷を負ってでもエラルド・ジェームズとしてシャロンに触れ、そして触れられたいと願うヴァリウスの気持ちが、今のエラルドには痛いほどよくわかる。

　死の危険を冒おかし、罠わなに嵌はまって捕らわれる覚かく悟ごを決めてまでシャロンに会いたかったのだから、わからない道理がなかった。

　身分の差や同性ということで苦しんだ自分と比べて、彼にはより多くの障害があったのだ。

　実の兄弟として共に育ち、そのうえシャロンの目のことで罪の意識があるのなら、どんなに愛していても何もいえなかっただろう。

　命尽つきるまで永遠に、兄でいるしかなかったのだ。

「昨夜も今日も、シャロンは脱だつ獄ごくを図はかった。水すい晶しよう彫ちよう刻こく用の工具を使って鍵かぎを壊こわそうとしたり、ステンドグラスを割って鳥を呼び寄せようとしたり、珍めずらしく荒あらっぽいことをしていた。お前と今日ここで会う約束をしていたのだろうが、生あい憎にくと再会は叶かなわない。エラルド・ジェームズは、離宮に静養に来ていた国王を暗殺しようとして傷つけ、返り討うちに遭あうからだ。深手を負ったお前は自ら湖に身を投げ、非業の死を遂とげる。それが表向きの真実……しかしシャロンの前に現れた国王は、無数の傷を負った身で密ひそかに囁ささやくのだ。『貴方の兄上を殺害して、入れ替かわりました。私は偶ぐう然ぜんにも国王陛下に瓜二つだったのです』と涙なみだを滲にじませながらシャロンに告げ、二人分の運命を手に入れる」

「──ッ！」

「お前がこの世に生まれたのも他人としてシャロンと出会ったのも、すべては私の人生を立て直すためのお膳ぜん立だてに過ぎない。お前はただのスペア。私が失ったものを補うための存在だ」

「貴方は……本当に、シャロン様を牢ろう獄ごくに……！」

　ここで無残に殺され、自分の人生を奪うばわれる筋書きよりも何よりも、エラルドはシャロンの現状に身を戦慄わななかせる。

　牢獄に幽ゆう閉へいされているという噂うわさが事実だと知るなり、ヴァリウスへの怒いかりが烈れつ火かの如く燃え上がった。骨まで溶とけそうな熱を感じながら、短たん剣けんを握にぎる手に力を籠こめる。

「──貴方は強ごう欲よくで、臆おく病びようで、卑ひ怯きような男だ」

　国王の地位と権力はそのままに、シャロンの前でのみ他人になりすますことで、実じつ弟ていの愛を得ようとするヴァリウスを、エラルドは心底軽けい蔑べつし、そして憐あわれんだ。

　愛する者と抱だき合うことができても、自分ではない誰だれかとして得られる愛に、なんの価値があるだろう。虚きよ無む感かんと途と轍てつもない嫉しつ妬と心に蝕むしばまれ、余計に苦しくなるだけだ。偽いつわりの愛を得て幸せになれると思っているなら、この男は完全に狂くるっている──。

「城の北側にある高こう塔とうの最上部が、罪を犯した王族用の牢獄になっている。平民育ちのお前が想像するほど悪い場所ではない。窓はないが光は入り、衛生的に過ごせる場所だ。この通り、鍵すらも美しい」

　ヴァリウスはそういいながら、首に巻いていたクラヴァットを解ほどく。

　片手には銃じゆうを握ったままだったが、シャツの釦ボタンを器用に外した。

　エラルドよりも白い首に、ロザリオと思われる念ねん珠じゆの付いたチェーンと、黄金のチェーンの二本がかかっている。さらに開はだかれるシャツの下から引きだされたのは、十じゆう字じ架かと鍵だった。

　ロザリオは宝石が埋うめ込まれた贅ぜい沢たくな品だったが、新しいものではなく、当たり前にそこにあるものに見えた。

　アシェンプテルではロザリオをつける習慣はなく、常に身につけているのは聖職者くらいのものだ。悪あく魔まを崇すう拝はいする人間が、こんなものを首から下げているのは不自然に思える。

「脱獄は未み遂すいに終わらせたが、心乱れて酷ひどく不安定だったので、今は薬で眠ねむらせている」

「シャロン様に、薬を……!?」

「眠り姫ひめのように、或あるいは白雪姫のように安らかな寝ね顔がおだった」

　大きな真しん珠じゆの飾かざりが付いた鍵を摘つまみながら、ヴァリウスは銃を構え直す。

　背中を刺さされた痛みに耐たえるエラルドを見下ろし、おもむろに口角を上げた。

「お前を殺して、私がエラルド・ジェームズになる。国王の振ふりをしたお前として城に戻もどり、この鍵で牢獄の扉とびらを開け、初めてシャロンに接せつ吻ぷんする。その時より私は……シャロンの視力を損そこなった兄ではなくなるのだ。血の繫がりも何もない男として、新しい人生を切り拓ひらける」

　今この瞬しゆん間かん、牢獄に囚とらわれて眠らされているシャロンの姿が浮うかび上がる。

　ヴァリウスが恋こい人びととしてシャロンに口づけ、ブロンドの巻き毛に指を埋うずめる様を想像すると、傷口から放たれる熱が全身に飛び火した。

　幼い頃ころからずっと胸に秘ひめていた硝子ガラス製の脆もろいボトルが、怒りと嫉妬で膨ふくれ上がり、忍にん耐たいの限界を超えて破は裂れつする。

　たとえ彼がどんなにシャロンを愛していても、自分よりも長い年月、遥はるかに大きな苦しみを抱いだいてきたとしても、許せない思いがあった。相手が国王でも、血を分けた実の兄であっても変わらない。恋人としてのシャロンを、誰かに譲ゆずることなど絶対にできない。

「ク、ッ……ウ──ッ！」

　向けられた銃じゆう口こうに一歩も引かず、エラルドは背中に刺さっていた短剣を抜ぬく。

　全ぜん裸らのまま、絨じゆう毯たんがずれそうな勢いで床ゆかを蹴けって立ち上がった。

　銃を構えるヴァリウスの右手を引っ摑つかみ、銃口を天てん井じように向けさせる。

　そして背中から抜いた短剣で空を切った。

　銃声に耳を劈つんざかれながら、エラルドは初めて短剣の刃やいばを目にする。

　柄つかの太さや重じゆう厚こう感に反して刃は細く、まるでペーパーナイフのようだった。

　体内にあった時は巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりのように感じたのに、実際は目を疑うほど華きや奢しやな刃だ。

「ウアァァ──ッ！」

　唸うなり声を上げたのは、ヴァリウスへの殺意を漲みなぎらせたエラルドのほうだった。

　銃じゆう弾だんが天井を抉えぐり、めり込む一瞬の間に刃の形状を認にん識しきし、必要なだけ身を乗りだす。

　ヴァリウスの白い首に、想像していたよりも短い刃を届かせて、勢い任せに弧こを描えがいた。

　──シャロン様は渡わたさない！　僕が得た愛は、僕だけのものだ！

　振り切った刃を追いかけるように、横一直線に鮮せん血けつが飛ぶ。白い羽根飾りが付いた帽ぼう子しも、一いつ緒しよに飛んでいった。二連のチェーンが揃そろって波打ち、首筋に赤い口が、ぱっくりと開く。

　悲鳴も上げずに倒たおれるヴァリウスの姿を、エラルドは目を剝むいて見届けた。

　死にゆく自分を見ているようで、恐おそろしさに全身が総毛立つ。

　背中の痛みもどこかに消え失うせ、死の訪おとずれを感じた。

　死ぬのは自分ではなかったが、他人でもない。

「陛下……ヴァリウス陛下！」

　稲いな妻ずまのように駆かけ抜けた感情は、瞬またたく間に色を変える。

　取り返しがつかない暴挙の証あかしが、利きき手に生々しく残っていた。短剣を握る手が震ふるえ、指が動かない。人の皮ひ膚ふと肉を切り裂さいた感かん触しよくが、骨にまで刻み込まれていた。ぬるりと滑すべる血は自分の背中から流れたものに外ならず、ヴァリウスの血ではなかったが、元より同じものだと感じられた。実の兄弟で弟を奪い合い、傷つけ合って血を流したことに変わりはない。

「今……ッ、今すぐ手当てを……ッ、あぁ……僕は、なんてことを！」

「──ッ、ゥ……！」

　我に返ったエラルドは、本来の自分が取るべき行動を考える。殺意を向けたのは事実だが、それは平常心でやったことではない。もしかしたら今後の行動次し第だいで、まだ取り返せるのではないかと思うと、凍こおりついたように動かなかった指がようやく動きだした。

「陛下、しっかりしてください……どうか！」

　死なないでください──そう願う心の半分は、己おのれのためなのかもしれなかった。

　彼を殺して、のうのうとシャロンに会いにいけるわけがないのだ。

「神よ……どうか、どうか、お許しを……彼をお救いください！」

　短剣を絨毯の上に置いたエラルドは、ヴァリウスの首の傷を両手で圧あつ迫ぱくする。

　しかし血が止まる気配はなく、押さえても祈いのっても、それは指間から絶えず溢あふれてきた。

　白いシャツも濃こい紫むらさき色いろのコートもヴェストも血に染まり、衣服が吸収し切れない血が絨毯に染しみていく。むせ返るような血の臭においに眩暈めまいすら覚えたエラルドは、自分の所業が取り返しのつかないものだということを思い知った。

「……ワードローブの……中、に……」

　焦しよう燥そうと後こう悔かいの涙を溢れされたエラルドの耳に、ヴァリウスの声が届く。

　彼は仰あお向むけに倒れたまま、震える手をわずかに浮かせた。

　その指が示す先には、寝しん室しつの扉がある。

「陛下、喋しやべらないでください！　余計に血が！」

「──いい、今……とても、いい気分だ……世界一、憎にくい男が……やっと、死ぬ……ッ」

　血の飛沫しぶきと共に咳せき込んだヴァリウスは、蒼あおい眼まなこを涙なみだで濡ぬらす。

　唇くちびるがさらに動いたが、声に力がなくなり、顔を近づけなければ聞こえそうになかった。

　エラルドはヴァリウスの頰ほおに涙を落としながら、血の気の引いた唇に耳を寄せる。

「……秘密も罪も、私が……地じ獄ごくに、持っていく」　>>>♥

　それが、アシェンプテル国王ヴァリウスの最さい期ごの言葉だった。自分以外の人間になり代わり、偽りの愛を得ても幸せになれないことなど……彼は最初からわかっていたのだ。

　エラルドがそれを確信するのは、ワードローブの扉を開いた時だった。
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　一刻も早く眠りから覚め、西の森の湖に行かなくては……思い出の離り宮きゆうでエラルドと会い、兄が彼に手出しをしないよう阻そ止ししなければと思うのに、瞼まぶたが上がらなかった。

　小悪魔の姿を借りた睡すい魔まが髪かみや睫まつ毛げ一本一本にまで纏まとわりついて、浮ふ上じようしかけたシャロンを眠りの底に戻そうとする。

　振り払はらいたくても振り払えず、随ずい分ぶんと長い闘たたかいを続けていた。

　諦あきらめずに抗あらがえば目覚めの時が来ると信じているが、それがいつなのか先が見えない。

「シャロン様、お目覚めになれそうですか？」

　エラルドの声がして、シャロンは睡魔が薙なぎ倒される光景を思い浮かべた。

　たちまち軽くなった身で、ふわりと浮上すると、揺ゆらぐ蠟ろう燭そくの炎が見えてくる。

　ああ、やっと目覚めることができた。そのうえエラルドと再会できた──そう思うと同時に、希望通りの夢を見ているだけではないかと疑い、落らく胆たんしかけた。

　現実ならどんなにか幸せだが、耳にしたものと目にしているものが一いつ致ちしていなかったので、混乱せずにはいられない。よく見えない目を凝こらしてみても、やはり現実味がなかった。

「……兄上？」

　確かにエラルドの話し方だったのに、目に映るのは国王ヴァリウスの姿だ。

　それならば、先さき程ほど聞き取った声は願望が生む幻げん聴ちようだったのだろう。

　ベッドの横に座っている人を、どうにかエラルドだと思いたかったが……シャロンの目は、国王にしか許されない色を捉とらえていた。

「ヴァリウス陛下ではなく、エラルドです。貴方あなたに会いたくて、戻って参りました」

　またしても幻聴が聞こえてきて、シャロンは身を起こしながら瞬きを繰くり返す。

　濃い紫色の衣服を身につけたブロンドの青年は、天てん蓋がいの付いたベッドのすぐ横に一人がけの椅い子すを寄せ、そこに座っていた。

　膝ひざの開き方がヴァリウスとは違ちがい、背せ凭もたれに寄りかかったり脚あしを組んだりもしていない。

　衣服も靴くつも、ヴァリウスが祭りの前日の午後に身につけていたものと同じに見えたが、今の彼からは何な故ぜか香こう水すいの香かおりがしなかった。呼吸に紛まぎれさせて密ひそかに匂においを嗅かぐと、血の臭いを感じる。さほど強い臭いではないものの、嗅きゆう覚かくが反応した。

「──血の臭いがします。これは、夢ですか？　現実ですか？」

　顔を顰しかめたシャロンは、現実であることを願い切れない気持ちのまま両手を伸のばす。

　目の前にいるのがヴァリウスなら、顔に触ふれられるのを嫌いやがって、ふいと横を向いて逃にげるはずだ。エラルドなら、そっと手を取り、顔に触れやすいよう導いてくれるだろう。

「あ……」

「これは現実で、私はエラルドです。貴方の兄上を殺害して……入れ替かわりました」

　導かれた手指に触れたのは、忘れられない顔だった。

　他ほかの誰だれでもない、エラルド・ジェームズの顔が自分の手の中にある。

　夢ではないことを確かめたくてさらに指を動かしてみたが、間ま違ちがいなかった。

　額も鼻筋も、頰ほお骨ぼねも輪りん郭かくも、髪の手て触ざわりも、すべてが夢のような現実を物語っている。

「エラルド……ッ、生きていたんですね！　ああ、よかった！」

　耳にした言葉が頭に入ってこないくらいの勢いで、シャロンは再会の喜びに打ち震える。

　何か重要なことを聞いた気がしたが、彼が生きて目の前にいること以上に大切なことはなく、今は素す直なおに喜んでいたかった。

「僕と貴方を結けつ婚こんさせるといっていた兄上が、前夜祭を前に急に、貴方をおびき出して殺すといいだして、どうにか止めたくて……ここから逃げて貴方に会って伝えたかったのです。でも、僕はあまりにも無力でした。約束通り離宮に行けなかったことを、許してください」

　エラルドの耳や頭に触れたシャロンは、こらえ切れずに彼の胸に飛び込む。

　上体がベッドからはみ出たが、両手でしっかりと抱だき止められた。

　その力強さに安あん堵どすると、嬉うれし涙が次から次へと溢れてくる。

「私のほうこそ、シャロン様をつらい目に遭あわせてしまい申し訳なく思っています。そして、国王陛下を死に至らしめたことも、恐れ多く……心より、お詫わび申し上げます」

　温かいエラルドの胸に抱かれながら、シャロンは思考の一部を凝ぎよう固こさせる。

　一いつ旦たん凍こおってから、少しずつ溶とかして徐じよ々じよに理解し始めた。全部が溶ける頃ころには、先程聞いた言葉と新たに耳にした言葉が一つになり、牢ろう獄ごくの外で起きた事実が重く伸のしかかってくる。

　信じたくないが、それが事実でなかったらエラルドがここにいるはずがないのだ。

「兄上は……亡なくなったのですか？」

　口に出して問うなり、少年だった頃のヴァリウスの姿が脳裏に浮うかび上がる。

　しばらく忘れてしまっていたが、昔は快活に笑っていたのを思いだした。

「はい……離宮で、私が殺害しました。そのうえで禁きん色じきの服を脱ぬがせて奪うばい、一年前に盗ぬすんだことになっている白い夜会服を着せて私に見せかけ、湖に沈しずめました」

「──エラルド……」

「私は偶ぐう然ぜんにも、国王陛下に瓜うり二ふたつだったのです」

　落らく涙るいするエラルドの告白に、シャロンは何もいえずに息を詰つめる。

　エラルドとシャロンを結婚させるために、『硝子ガラスの靴』に因ちなんだ夫選びをするといっていたヴァリウスが、シャロンが以前から抱いていた悪い予感通り「エラルド・ジェームズが離宮に来たら、私の手で殺す」といいだしたのは、祭りの前夜祭が開かれる日の午後だった。

　すでに何度も脱だつ獄ごくを試みて失敗していたシャロンは、ヴァリウスを止める間もなく無理やり眠ねむり薬を飲まされ、襲おそいくる睡魔に抗いながら願ったことがある。

　──たとえ兄上を返り討うちにしてでも、エラルドに生き延びてほしいと僕は願った。そして兄上と衣服を交こう換かんし、牢獄の鍵かぎを奪って……一年前の仮面舞ぶ踏とう会の時のように、仮面をつけて会いにきてほしいとも思った。体格も顔も声も似ている二人なら、上手うまくいけばそのまま入れ替わることもできるかもしれないと考え……そんな夢のような話を、心から願ってしまった。

　シャロンは罪深い自分の願望が叶かなったことを知り、すぐさま表情を固める。

　エラルドは泣いていたが、自分は泣くわけにはいかなかった。

　泣いてもいいのは、再会の喜びに対してだけだ。

　もしも兄の死を嘆なげいたら、エラルドを責めることになる。

　ただでさえ罪を犯おかして苦しむ彼を、さらに苦しめたくなかった。

　どんなに悲しくても、涙一つ見せてはいけない。兄の歪ゆがんだ執しゆう着ちやくにより一年以上も投獄され、以前よりも兄を疎うとましく思っていた弟として……むしろ清々しているくらいに振ふる舞まうのが、エラルドを傷つけない最善の態度だと思った。

　──兄上が……亡くなった。エラルドが、兄上を殺した。

　たった一人の兄が、もうこの世にいないと知った途と端たんに──蘇よみがえるものはある。

　すぐそこの長なが椅い子すに腰こしかけて、彼なりの愛情でたくさんの本を読んでくれたことや、普ふ段だんは器用に動く手指が、髪を梳すいてくれる時にはぎごちなかったことをよく憶おぼえている。

　この牢獄に閉じ込められてから、毎日のように続いていたことだ。

　国王になる前よりも触れ合う機会は多くなり、「エラルドを殺す」といい渡わたされる直前まで、シャロンはヴァリウスに髪を梳かれていた。

　兄には兄なりに後こう悔かいがあり、悩なやみもあっただろう。謝りたくても謝れず、礼をいいたくてもいえない、そういう人だったことを知っている。はっきりと思いだせる少年の頃の兄の姿と、ぼやけて見える大人になってからの兄の姿が重なり合い、急に淋さみしさを感じてしまった。

　──もっと心を開けばよかった……無理にでも顔に触れて、時には僕のほうから手を握にぎり、笑いかけて……本当は不器用で孤こ独どくだったあの人を、もっと大事にすればよかった。

　いまさらに、弟として兄を慕したう気持ちが湧わくけれど、これはあってはならないものだ。

　兄の記き憶おくと共に奥深いところに追いやって、永遠に封ふうじ込めておかなくてはいけない。

「エラルド……身内の恥はじなので、これまではあまり悪くいわないようにしていましたが、兄は浪ろう費ひ家で……遊びに血道をあげることも多く、国王として相応ふさわしいとはいえない人でした」

「シャロン様……ッ」

「貴方がそんなにも兄に似ているなら、これも何かの縁えんなのでしょう。貴方はこのまま、兄になり代わるべきです。生き延びるためにはそれしかありませんし……まずは国王として僕の夫選びを中止し、僕を傍そばに置いてください。非ひ嫡ちやく出しゆつとはいえ兄には男子がいますので、後こう継けい者しやが育つまででも構いません。貴方の挙動が不自然に思われないよう、僕が常に支えます」

　シャロンは冷静な口調を意識しながら、エラルドの顔を見つめる。

　目を見開いていることや眉まゆの動きが読み取れたことで、彼の表情が鮮せん明めいに浮かんだ。

　本当に見えているかのように、愕がく然ぜんとして青ざめるエラルドの顔が想像できる。

「兄のことは残念ですが、それより貴方の身が心配です。怪け我がをしていませんか？」

　シャロンはエラルドの腕うでを摩さすりながら、再び血の臭においを感じ取る。

　大きな体を小さく震ふるわせた彼は、すぐには答えずに嗚お咽えつを吞のんだ。

　確かにヴァリウスと似ている口元を手で覆おおいながら、静かに泣く。

「──背中を……少しだけ……」

「背中？　それはいけません！　すぐに手当てをしなくては！」

「もう、止血はしました。傷口が見えないので……刺さされた時は、命に係かかわる酷ひどい傷だと思い込んで、焦あせりましたが……実際には、大した傷ではなかったのです」

「それでも痛むでしょう？　兄が……背中を刺すなんて卑ひ怯きような真似まねをしたことを、謝ります」

　シャロンがあえて放った言葉に、エラルドは声を詰まらせた。

　全身で飛び込むように縋すがりついてきて、頼たよりないであろう肩かたに、顔を埋うずめてくる。

　ヴァリウスとの間に何があったのかは知る由もなかったが、身も心も引き裂さかれるような、つらい……つらい出来事だったのだろうと思うと何も訊きけず、シャロンはエラルドに、「もう大だい丈じよう夫ぶですよ」と、囁ささやきながら微笑ほほえんだ。
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　逃とう亡ぼう者から一転、慣れない城でアシェンプテル国王として多た忙ぼうな日々を送ったエラルドは、春になってようやく離り宮きゆうを訪おとずれる。

　エラルド・ジェームズが国王ヴァリウスの暗殺を企くわだてた罪人として返り討ちに遭い、瀕ひん死しの重態で湖に身を投げたとされる事件から、すでに半年が経過していた。

　エラルドとして水底に沈んだヴァリウスの遺体は今も上がらず、埋まい葬そうして弔とむらうこともできていない。

「シャロン……湖がとても綺き麗れいだよ。地上の春の風景を鏡のように映しだしている。こんなに美しいなら、このままのほうがいいのかもしれない」

「陛下……」

「土になど埋うめるよりもずっといい。この美しい湖そのものが、あの方の棺ひつぎのようだ」

　湖のほとりに立ったエラルドは、白い薔ば薇らを水面に浮かべる。

　国王になり切るため、今は二人だけの時でもシャロンに対して兄らしい話し方をしていた。

　シャロンもまた、エラルドの身を守るために「陛下」と呼んで敬語を使い、昼は兄に忠実な弟として振る舞って、夜は秘密の恋こい人びととして接している。

「城の中にいるよりも、猟りように出るのが好きな人でしたから、こういう広々とした場所のほうがいいでしょうね。それに……」

「──それに？」

「いえ、意外にも、この離宮によく来ていたようなので少し驚おどろきました。何しろ外観も内装も質素ですから、あまり好きではないと思っていたので」

「一見は華はなやかな人でも、安らぐ場所は必要だったのかもしれないな」

「はい……本当にそうだったのでしょう。売って寄付金に換かえたと聞いていた犬のオブジェが一つ残らず飾かざってありましたし、でも寄付はしていたようで、本当に……何を考えていたのかよくわからない人でした」

　シャロンの言葉にエラルドは、「犬を殺したことを後悔していたのだろうね」とだけ返す。

　本当は、「その寄付金の出所は税金だから感心することでもないけれど、あの方が君を愛し、それ故ゆえに苦しんでいたのは間ま違ちがいないよ」と、いいたいところだった。

「ベルフェとリージュを埋葬していたこと……正直に話してくれたらよかったのに。もしも、あのような立場に生まれず、もっと素す直なおに生きることができていたらと、考えてしまいます」

「そうだな……恵めぐまれた立場にあっても、満たされていない方だった気がするよ」

　エラルドはシャロンと並び、二人で薔薇を一本ずつ水に浮うかべて流しては、純白の夜会服を着て永遠の眠りについた悲しき王に想おもいを寄せる。

　ヴァリウスからスペア呼ばわりされたエラルドは、逆に彼のすべてを受け継つぎ、欲ほつしていた以上のものを手に入れた。

　今現在、それらを無む駄だにすることなく世の中の不平等に抗あらがっている。

　まずは何者にも侵おかされない国王の権力を用いて、かつて豚ぶた以下だと蔑さげすんでいた貴族への締しめつけを徹てつ底ていした。貴族や裕ゆう福ふくな者だけが手にする宝石や絹、酒類や煙草たばこなどに課税し、贅ぜい沢たくの代だい償しようとして多額の税を納めさせる税制改革を強行する一方で、民たみから自由を奪うばうことに繫つながる貴族の権利を次々と廃はいし、これまで当たり前のように甘い汁しるを吸っていた特権階級の人間から煙けむたがられる国王になりつつある。

　私生活では、父親に相手にされずに淋しい思いをしていたヴァリウスの遺児を我が子として可愛かわいがり、夕食はシャロンを含ふくめた四人で摂とるのが日課になっていた。

　また、表向きは『罪人エラルド・ジェームズの家族である』というだけの理由で、継母ままははと義兄あにから貴族位を取り上げた。

　彼らの祖国であるオーデンにも手を回し、二ヵ国からの国外追放処分としたうえで、相続人不在となったジェームズ家の資産を国が没ぼつ収しゆうする形を取り、蔵書の流出を防いだ。

　現在は、エラルドの乳う母ばであるハンナの夫が屋や敷しきの管理人になっている。

　オーデンの然さる貴族家からは、秘ひ密みつ裡りに愛馬アストンを買い受け、ヴァリウスやシャロンの白馬と共に、アシェンプテル城の廏きゆう舎しやに迎むかえていた。

「春とはいえ日が落ちてくると冷えます。そろそろ部屋に戻もどりましょうか」

　爪つま先さきを離宮に向けるシャロンに、エラルドは「ああ」と答えながらも水際に立ち続ける。

　水面に映る自分の顔を見下ろしていると、そこにヴァリウスの姿が見えた。

　彼は兄ではなく、自分自身であり、そして自分は彼なのだと──今は思う。

　どちらが本物でも偽にせ者ものでもない。スペアという考え方も違う。

　元々一つだった二人が、シャロンを得るために再び一つになっただけなのだ。

　寝しん室しつを誰だれに暴あばかれることもなく、禁断の愛を糾きゆう弾だんされない絶対的な権力者であり、なおかつシャロンに受け入れられる他人という立場が、自分達には必要だった。

「陛下、もう少しここにいますか？」

「──いや、部屋に戻ろう」

　シャロンと共に、エラルドは惨さん劇げきのあった離宮に戻る。

　玄げん関かんから入って鏡の横を通り、居間に続く簡素な廊ろう下かを二人で歩いた。

　シャロンは、この建物の中がどれほど凄せい惨さんな状態になったのかを知らないため、エラルドとヴァリウスが争ったのは湖のほとりだと思っているようだった。

　今は血の痕あとも臭いも残っていない居間を突つっ切り、二人は寝室に足を踏ふみ入れる。

　この部屋で秘ひめやかな蜜みつ月げつを過ごし、限られた時間の中で求め合った日々が懐なつかしかったが、エラルドにとっては別の感かん慨がいもあった。

　国王の役目を果たしながら半年かけて心を決め、ようやくこの離宮に来られたことで、湖の底に置き去りにしてしまったヴァリウスを迎えられる気がする。当のヴァリウスは、すべてを背負って独りで地じ獄ごくに旅立つ気だったのだろうが、エラルドは迎えにきたかった。

　孤こ独どくな兄をもう独りにせずに済むと思うと、人ひと心ごこ地ちついた気分になる。

「シャロン、薔薇を一輪取ってある。髪かみに飾っても構わないか？」

　ベッドにシャロンを座らせたエラルドは、薔薇の茎くきを短く切った。

　シャロンは「すぐに取れてしまいますよ」と答えつつも、ブロンドを耳にかける。

　天窓から射さし込む夕日を受けて、長い巻き毛が蕩とろけるように艶つやめいた。

　菫すみれ色いろの眼まなこはエラルドを捉とらえ、唇くちびるは笑えみを湛たたえている。

「よく似合う」

　シャロンの耳の上に薔薇を挿さしたエラルドは、左手で頰ほおに触ふれた。

　小さな顔を上向かせ、唇を軽く啄ついばんでから重ねる。

「……ん、ぅ」

　砂糖菓が子しを舐なめ溶とかすように舌を絡からませながら、服を脱ぬがせていった。

　シャツの袖そでを腕うでから抜ぬき、下着を爪先から滑すべり下ろすと、白い肌はだが絹から生まれるかの如ごとく露あらわになる。

　一糸纏まとわぬ姿になっても、その清純さが失われることはなかった。

　左右の乳ち首くびと、いくらか大人びてきた性器、そして昨夜エラルドが吸った内うち腿ももについた痕が淡あわく色づいているのが悩なやましいが、それでもやはり天使に見える。

「この肌を見ていると、また痕をつけたくなってしまうよ」

「──っ、ぁ、あ……」

　エラルドはシャロンの内腿の痕に触れ、円を描えがくように愛あい撫ぶする。

　恋人同士であるという証あかしに、いつも互たがいの体に吸い痕をつけていた。

「いくらでも、つけてください……貴方あなたにしか、見せない体ですから……」

　熱っぽい吐と息いきと共に囁いたシャロンが、背中に手を伸のばしてくる。

　鏡を使わなければ見えないが、そこには昨夜つけられた痕が残っているはずだ。

　ヴァリウスに刺さされたところを労いたわり、シャロンは傷が治ってから毎日のように瘡そう痕こんに触れて、変わりなく塞ふさがっていることを確かめてくれる。

　そうして安心すると背中に唇を寄せ、傷の近くに吸い痕をつけるのがお決まりだった。

　シャロンの目でも見えるくらい濃こい痕が保たれるため、消える隙すきなどまるでない。

「シャロン……」

　エラルドはシャロンの耳に口づけながら、華きや奢しやな体を組み敷しく。

　丁てい寧ねいに扱あつかわないと壊こわれてしまいそうで、完全に横たえるまで手を抜けなかった。

　人形さながらに美しい顔や体にそっと触れると、人間らしい温ぬくもりと鼓こ動どうが伝わってくる。

「ふ、ぁ……ッ」

　新しい痕をつけるべく、唇の欲求に任せて柔やわ肌はだを辿たどった。

　耳から首筋へ、そして胸に接せつ吻ぷんを降らせてから乳首に吸いつく。

「ん、あぁ！」

　肌に痕をつけるつもりが、可愛い色に吸い寄せられてしまった。

　感度がよく変化の著いちじるしい突とつ起きは反応まで可愛らしく、なかなか離はなれられない。

　尖とがらせた舌を小刻みに動かして刺し激げきを与あたえ、さらなる変化を味わわずにはいられなかった。

「ぅ、あ、ぁ……」

「──ッ、ン」

　乳首を強く吸って膝ひざ頭がしらを撫なでると、慎つつましく閉じていた脚あしが開く。

　そこに身を割り込ませたエラルドは、熱を孕はらむシャロンの雄おすに鎖さ骨こつを当てた。

　ぬるついているのを感じながら唇の位置を変え、つんと尖とがった乳首のすぐ下を吸い上げる。

「ふ、ぅ……」

　痛みを与えないよう気をつけて肌を吸い続けると、小さな赤い痕がついた。

　唾だ液えきで艶なまめかしく光る乳首と競きそわんばかりに色づいた肌を見下ろしながら、エラルドは服を脱ぎ、ロザリオ一つの身になってシャロンの性器に触れる。

「──あ、ぁ！」

　指先でほんの少し撫でただけで、ぐっと芯しんが通るのが目に見えてわかった。

　やんわりと握にぎって扱しごくと、透とう明めいな蜜が止め処どなく零こぼれだす。

「……ひ、ぅ……！」

　シャロンは掠かすれた嬌きよう声せいを上げ、腰こしを浮かせて大きく喘あえいだ。

　仰のけ反ることで、耳の上に挿していた白薔ば薇らが揺ゆれる。

　波打つブロンドの間を、梳すくように滑っていった。

　──ヴァリウス陛下……貴方がしたくてもできなかったすべてのことを、僕がやります。『硝子ガラスの靴くつ』のように美しい夢物語ではないけれど、僕はシャロン殿でん下かと共に、末永く幸せに暮らします。だからどうか、貴方も一いつ緒しよに……。

　エラルドはシャロンの脚を押し広げ、瑞みず々みずしい性器に口づける。

　一度は仰け反った体を小さく丸めて身み悶もだえるシャロンとは裏腹に、欲望は反り返り、快楽に素す直なおな様を見せていた。

「……ぁ……あぁ……！」

　絶頂を迎える性器を口に含みながら、エラルドはワードローブに目を向ける。

　あの日、エラルドが開いたワードローブの中にあったのは、濃い紫むらさきの服のスペアだった。

　コートやヴェストはもちろん、白い絹のシャツも、羽根飾かざりが付いた帽ぼう子しも、仮面も靴も、ヴァリウスが身につけていたものとまったく同じものが一ひと揃そろい用意されていた。

「シャロン……こんなことをいうのは烏お滸こがましいが、私は時折、自分の中にあの方が住んでいるように感じることがある」

　シャロンの精を飲み干したエラルドは、白い双そう丘きゆうの間に香こう油ゆを注ぎながら囁ささやく。

　まだ息が上がっている状態のシャロンには、言葉の意味がわからない様子だった。

　陶とう然ぜんとしているシャロンに構わず、エラルドは濡ぬれた孔あなに指を挿そう入にゆうし、「次し第だいにそう感じることが増え、いつか一つになってしまいそうだ」と告げる。

「ん、ぁ……！」

　ひくりと反応したシャロンは、「……どうして……そんなことを？」と訊きいてきた。

　最初の言葉も含ふくめて遅おくれて理解したのか、少し不安げな顔をする。

「この半年間ずっと、彼らしくあろうと意識し続けたせいかもしれないな」

　エラルドの答えに、シャロンは顔を横に振ふった。

　肉孔を指で突かれる快感に頰を薔薇色に染め、淫みだらな息をつきながらも、きっぱりと左右に振って否定的な気持ちを表す。

「陛下……それは困ります……ぁ……！」

　シャロンはエラルドを見つめながら眉まゆを寄せ、痛々しい笑みを浮うかべた。

　受け入れるのは指だけで、発言に対してはやはり否定を示している。

「シャロン……」

「今はもう……憎にくんでも嫌きらってもいませんし、懐かしく思うことも、ありますが……もしも、貴方と一つになられてしまったら……っ、ぁ……あ……兄弟で、こんなふうに、愛し合うかのようになって……い、ぁ……異い端たんの愛だけでは……済まなく、なってしまいます。ただでさえ罪を犯おかしている身で……さらに、そんな大きな罪を犯したら、今後こそ本当に……神の怒いかりを、買ってしまうでしょう？」

　官能的な吐息を何度も挟はさみながら、シャロンは途と切ぎれ途切れに語る。

　その言葉に胸を抉えぐられたエラルドは、それに気づかれまいと表情を固めた。

　眉や目の動きなどから動どう揺ようを悟さとられぬよう気をつけつつ、繫つながるために身を起こす。

「……ああ、そうだな……おかしなことをいって、すまなかった」

「貴方となら、罪を増やして地獄に落ちても構いませんが」

「──シャロン……」

「最初から覚かく悟ごのうえです」

　はにかみながら返された言葉に、抉られた胸が半分だけ満たされる。

　自分は本当に幸せ者だと思ったが、ヴァリウスの分の痛みはそのまま残った。

「ありがとう……でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。私は他人だからね」

　囁きと共に腰を進めたエラルドは、同じ両親から生まれ落ちた体を繫ぎ合わせる。

　シャロンは肉体の悦よろこびにたちまち蕩け、エラルドの下で細い体を撓しならせた。

「……あ、ぁ……！」

　何も知らない者に罪はなく、その一方で、知っていて罪を犯す者は地じ獄ごくに落ちる。

　誠心誠意、愛に応こたえるならば告白すべきであり、噓うそを貫つらぬくのはシャロンへの裏切りになるとわかっていたが、愛する人を地獄に道連れにすることはできなかった。

　一緒にいられるのは生きている間だけになってしまうが、それでもいい。

　天使はやはり天国に行くべきだ。ただ一つの罪なら、神はきっと許してくれる。

　死してなお共にいることはできないけれど……せめてこの世で二人──否いや、三人で、異端の愛に溺おぼれていたい。

「く、ぁ……や、ぁ……！」

「──ッ……シャロン、愛している」

　愛いとしい体を己おのが欲望で穿うがちながら、エラルドは身を深く伏ふせ、熱い口づけを求めた。

　すべてを手に入れたようで、失ってしまった誠実さも、知ってしまった罪もある。

　何より、自ら望んで我が半身を迎むかえにきた以上、もう独り占じめはできないのだ。

　──愛するシャロン……君は僕のもの……そして、僕達二人のもの……。　>>>♥
















もしも再び会えたなら
















　秋の収しゆう穫かく祭を翌日に控ひかえ、準備に明け暮れるアシェンプテル城は、朝から蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになっていた。

　本番は明日だが、今夜は前夜祭が行われるため、誰だれも彼もが忙いそがしく奔ほん走そうしている。

　そんな中、国王ヴァリウス・アンリ・アシェンプテルは城の北側にある高こう塔とうに引き籠こもり、昨夜も今朝も、そして前夜祭の開始が迫せまる午後になっても主しゆ殿でんに戻もどらなかった。

　そのせいで臣下の者達が困っていることも呆あきれていることも承知していたが、元より周囲の評価などヴァリウスにとってはどうでもよいことだ。本気で気にしたことはない。

　それよりも、シャロンがステンドグラスの窓を割ったり、水すい晶しよう彫ちよう刻こく用の工具を使って牢ろう獄ごくの鍵かぎを壊したりしないよう、傍そばで見張ることのほうが重要だった。

　──シャロン……これでもう、お前は夜まで目を覚まさないだろう。次に瞼まぶたを上げた時……お前の目に映るのは、国王の姿をしたエラルド・ジェームズだ。それが本物のエラルドなのか偽にせ者ものなのかはわからないが、お前にとって他人であることは確かだ。

　嫌がるシャロンに眠ねむり薬を飲ませたヴァリウスは、枕まくらやシーツに広がるブロンドの巻き毛を指で梳き、金茶の睫まつ毛げに触ふれる。

　菫すみれ色いろの眼まなこを覆おおう白い瞼を見つめていると、許されざる罪が疼うずいた。

　今こうして、シャロンの睫毛一本一本まで見て取れる健常な目を捧ささげられるなら、どれほど楽になれるだろう。

　──私は、王太子らしく己の過あやまちを告白することもできず、噓をついた。生死を彷徨さまよう幼い弟に罪をなすりつけ、非のない調教師を死に追いやった。それを悔くやみながらも、謝ることも償つぐなうこともできずに……遠い少年の日の出来事は、放ほう蕩とう者として生きる私の人生の中の些さ細さいなことだと……別段気に留めるほどでもない、数ある悪事の一つに過ぎなかったと……そう思い込もうとした。

　シャロンの瞼に唇くちびるを寄せたヴァリウスは、接せつ吻ぷんに至らぬまま顔を引く。

　多くの罪を犯すことで一つの罪を薄うすめようとしても、薄まる道理がなかった。

　向き合うべき現実から逃にげる自分を嫌けん悪おし、思い通りに生きられない性情を呪のろうばかりで、気づいた時には己を消したくてたまらなくなっていた。

　──それでも、お前を誰にも譲ゆずれなくて……。

　二度と触れられないかもしれないシャロンの髪かみにもう一度触れたヴァリウスは、毛先を指に巻きつけてカールを整える。細い顎あごにも触れ、ふっくらとした赤い唇を見つめた。

　もしも自分に、愛と勇気と優やさしさが備わっていたら、この唇に、朝となく夜となく口づけることができたのだろうか。

　実の兄弟であっても、同性であっても無関係に愛し合い、「兄上と一いつ緒しよなら地獄に落ちても構わない」と、いってもらえただろうか。

　──勇気と優しさはなくとも……愛だけはあったと、告げることすら許されない。愛とは、歪ゆがみなく真っ直すぐで、温かなものであるべきだ。何より幸福を生むものでなければならない。お前を苦しめてばかりいた私の想おもいは、愛と呼ぶに値あたいしない。

　それでも愛していたと、愛しているのだと叫さけびたがる勝手な胸を押さえつけ、ヴァリウスは首からかけたロザリオを握にぎる。

　掌てのひらが痛くなるほど強く握り、眠っているシャロンに背を向けた。

　後ろ髪を引かれる思いだったが、これを永遠の別れだと決めたわけではない。

　日が落ちる前に湖のほとりの離り宮きゆうに行き、そこに必ずや現れるであろう、失われた半身──エラルド・ジェームズに会うことで結末が決まる。

　シャロンはヴァリウスが何度問い詰つめてもエラルドと約束があるとはいわなかったが、別れ別れになって一年後の今日に向けてシャロンが何度も脱だつ獄ごくを図ったことからして、二人があの離宮で会う約束を交かわしているのは察しがついた。

　ヴァリウスは昨日のうちに離宮に行き……寝しん室しつのワードローブの中に、濃こい紫むらさき色いろと金刺し繡しゆうのコートと靴くつ、シャツや帽ぼう子しや仮面まで、すべて抜ぬかりなく置いてきた。

　そして今から、同じ衣服を身につけて離宮に向かう。

　──あの男は必ず来る。生きて必ず、私の前に現れる。

　ヴァリウスは牢獄の扉とびらの前で足を止め、振ふり返りたい衝しよう動どうを抑おさえた。

　国王らしい豪ごう奢しやなコートの胸むな元もとに手を忍しのばせ、特別に作らせた短たん剣けんを検あらためる。

　ずしりと重く太めの柄つかに、切れ味はよいが細く短い刃やいばのついた短剣は、実に不ぶ恰かつ好こうだ。

　この刃によって命を落とし、罪人として湖の底に沈しずむのはどちらなのか、血のついていない新しい服を着て、国王としてシャロンの許もとに戻ってくるのはどちらなのか……答えは最初から見えている気がしたが、人間の行動など命尽つきる瞬しゆん間かんまで読めないものだ。

　何しろ今もまだ、自分ではない男にシャロンを奪うばわれたことが悔くやしくて、選よりに選って彼を愛したシャロンのことが憎らしくて……けれども、他ほかの誰かではなかったことに救われたのは紛まぎれもない事実であり、弟達への想いは、空の色のように移ろうのだから──。

　──シャロン……お前を愛しているとはいわない。ただ、愚おろかな兄は最さい期ごまで願うだろう。お前が紡つむぐ物語の……最高に幸せな結末を……。








あとがき









　こんにちは、または初めまして、犬いぬ飼かいののです。

　ルビー文庫様での二冊目になりました本書、『シンデレラ王 ～罪を抱く二人～』をお手に取っていただき、ありがとうございました。




　少し間が空きましたが、『人魚姫の弟』と『白雪姫の息子』という本をＫＡＤＯＫＡＷＡ様で続けて出していただき、官能童話ＢＬシリーズ第三弾だんという形で今回の三冊目、シンデレラをモチーフにした本書を書かせていただきました。




　受けが見初そめられるシンデレラストーリー的なＢＬは過去に何度も書いているので、「今回は攻せめをシンデレラとして書く」と決めていたものの、実際に書いてみると大変でした。

　普ふ段だんはヴァリウスのような、権力も財力もある俺様系の攻めをメインにして、わりと強気な受けと組み合わせることが多いので、着るものすらままならない窮きゆう状じようにある遠えん慮りよがちな攻めと、性格的にも受け身の王子というカップリングは、新しん鮮せんな一方で難易度が高かったです。

　最初のうちは、エラルドをシンデレラらしい性格の耐たえ忍しのぶ青年として書いていたのですが、次し第だいに少しばかり黒さと雄おすらしさが出てきて、最終的には攻めらしくなったかと思います。




　イラストに関してですが、笠かさ井いあゆみ先生の巻き毛ロングのブロンド受けが見たい一心で、あえてシャロンの髪かみを長くして、くるんとさせてしまいました。

　あとがきを書いている現在は、カバーイラストのみを拝見した状じよう況きようですが、アストンに跨またがる二人やアシェンプテル城が夢のように美しく、興奮のあまり鳥とり肌はだが立ちました。

　笠井あゆみ先生、関係者の皆みな様さま、本当にありがとうございました。




　最後になりましたが、本書をお手に取ってくださった読者様に心より御お礼れい申し上げます。

　どうかまた、お付き合いください。
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